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「俺、彼氏やってあげようか？」




　高校の後輩で同じバイト先の瀬せ尾おは、そう言ってにこりとほほえんだ。




「彼氏っていうか、彼氏のふり？　困ってるんでしょ？」




　ある日とつぜん、俺に〝偽装彼氏〟ができたきっかけである。

　さらさらの黒い髪に、黙っているときれいすぎて怖いくらいの整った顔。高校で王子と呼ばれるほどモテる瀬尾は、群がる女子に辟へき易えきとしていたらしい。

　一方で、俺も、おっさんにモテる自分の体質に困り果てていた。

　おっさん避よけがしたい俺と、女子避けをしたい瀬尾。ギブアンドテイクで始まっただけの関係だったのに。




「先輩がべたべた触られてんの、俺は嫌だったんだけど」

　塩対応でツンツンとしていたはずの瀬尾は、いつしか俺に甘い言葉を囁ささやくようになって──？




「ねぇ、先輩にとっての俺って、ただの後輩？」




　好きにならないことだけは保証できると自負して、偽装恋愛の提案を受けたはずだったのに。真剣な瀬尾の瞳を前に、俺はなにも言うことができなくなってしまった。だから。




「もうやめよっか、これ。この偽装彼氏みたいなの」




　笑って終わらせることが、最後の誠意だと思った。

　これが恋ならヤバすぎる。自分の感情ひとつままならないなんて、本当にどうかしてるだろ。
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０．俺に恋はほど遠い









　なんというか、恋愛って一生できる気がしないなって、思う。




　窓の下。放課後の校舎裏。向かい合う男子生徒と女子生徒。誰がどう見ても、眩まぶしい告白のワンシーン。

　夏休み前に女の子から告白とか、どんな少女漫画だよ。おまけに、男のほうは背の高いイケメンで、女の子もかわいいときた。

　まぁ、顔は見えないから、ぜんぶ想像なんだけど。そういう雰囲気というやつだ。

　二年七組の教室を出てすぐの廊下の窓枠に肘ひじをつき、改めて外を眺める。早々に帰るつもりで教室を出たわけだけど、これは不可抗力だろう。

　うまくいくのかなぁなんて。野次馬を決め込んでいた俺の背中に、「一い颯ぶき」と親しげな声がかかった。野の井いだ。ほとんど同時に伸びてきた腕が、ぐいっと肩に回る。

「なに見て──って、なんだ。一年の王子じゃん」

「王子？」

　腕を解ほどくことも忘れ、俺は繰り返した。なに、そのあだ名。ちょっと面白すぎないかな。視線を向けた俺に、野井がしたり顔で頷うなずく。

　最近また少し派手になった茶色い髪。勝ち気な性格とおそろいの、猫みたいな瞳。ガキ大将タイプである野井は、俺と違って交友関係が広く、学内の噂に詳しいのだ。

「そう、王子。めっちゃモテるらしいよ。うちの高校に入ってからの四ヶ月で二桁以上告コクられてんだって」

「ええ……」

　俺、一回もないんだけど、という残念な事実を呑み込んだら、妙にドン引いた声になってしまった。その反応に、野井は満足そうに笑う。

「ヤバいよな。しかも、ぜんぶ断ってるんだって。今回もそうなんじゃね？」

「今度は誰だよ。あいつ、このあいだ、みみちゃん振ってたよな」

　俺、狙ってたのに、というぼやきとともに、反対側に犀さい川かわが現れた。

　べつにいいんだけど、なぜ犀川も当然のように俺の肩に肘を置くのだろうか。重くはないけど暑苦しいし、できればちょっとやめてほしい。思ったものの、俺は軽い愛想笑いに留めた。人生、揉もめないことが一番だ。

　まぁ、でも、かわいい子好きの陽キャの犀川が気に入っているということは、『みみちゃん』はかわいいんだろうな。そう俺は想像した。

　ちなみに、野井とは小学校から一緒の仲だけど、野井も常にクラスの一軍だった陽キャだ。謎に陽キャに挟まれたまま、眼下に意識を戻す。

　野井の勝手な予想どおり、女の子は振られたみたいだった。うつむきがちに駆け出していく。現場に残ったのは、王子ひとり。

　かわいそうになぁと上から目線で憐れんでいると、ほら、と野井が肩を叩いた。

「な？　振るって言っただろ」

「生意気なんだよなぁ。ま、でも、あれは微妙だったな」

　俺が応じるより先に、器用に髪を括くくり直しながら犀川が言う。「女子受けがいいから」という理由で、犀川はこの一年ほどハーフアップなのだ。

　イケメンなので似合っているものの、チャラいかチャラくないかと問われると、まぁ、チャラい。そんなどうでもいいことを考えているあいだにも、ふたりのやりとりはぽんぽん進んでいく。

「そ？　俺、ギリ有りだけど」

「えー、俺、なし」

「犀川はなしね。じゃあ、一颯」

「え？　ああ、俺？」

　野井に話を振られ、きょとりと首を傾げる。

　勝手に告白現場を覗いての有り無しは、さすがにアウトではないだろうか。いや、まぁ、俺が覗き始めたんだけど。

　──それに、人のことどうこう言える顔してないしなぁ、俺。

　誤魔化すようにもう一度笑った瞬間。きれいな黒い髪が夏の風に揺れ、王子がこちらを振り仰いだ。すべてのパーツが完璧に配置されているんじゃないかと思うような、イケメンどころのレベルではない本物の美形。その中でも印象的な切れ長の瞳と、ばちりと目が合う。

「やば。睨にらんでんじゃん」

　面白がる野井の声に、俺は呼吸を思い出した。はっとして息を吸う。美形すぎて息が止まるとか、あるのか。マジか。美形すごいな。

　凝視しているうちに、王子はふいと視線を外した。もう興味はないと言わんばかりの態度で、ゆっくり歩き去っていく。

　──王子か。

　内心で俺は呟つぶやいた。どんなあだ名だよと正直馬鹿にしていたのだが、訂正する。あれは王子って呼びたくなるわ。ちょっと冷たそうな、近寄りがたい雰囲気も含めて、なんかもう、そういう感じ。

　頭上を飛び交う会話に混じらず、王子の消えた方角を見つめていると、野井が再び俺の肩を叩いた。

「一颯？」

「あ、ごめん」

「なに、どした？　さっきから」

「いや、えっと」

　たしかに挙動不審だったかもしれない。事態を取り繕つくろうべく、俺はへらりと笑った。

「ごめん、バイトだった。遅れるから先に帰るわ」

　本当は違ったわけだけど、嘘も方便というやつだ。

「バイト？　コンビニだっけ」

「そ。じゃあ」

　犀川に頷き、また二学期、と笑えばようやく腕が外れた。べつにいいけど、なんで、陽キャって距離が近いんだろうな。

　また連絡するわという挨拶に手を振って、廊下を進む。階段を降り、昇降口に続く最後の角を曲がったタイミングで、俺はそっと息を吐いた。

　人のことをどうこう言える顔じゃないとは言ったけど、俺は良くも悪くもふつうだと自認している。

　派手でもなく、女顔でもなく、当然、王子のようなきれいな顔でもない、どこにでもいるふつうの地味顔。野井や犀川が俺の肩にやたら肘を置くだけで、そこまで小さいわけでもない。百七十センチはあるのだから、平均の範囲内だ。それに、まだ伸びる予定だし。

　というわけで、俺は本当に『ふつうの男子高校生』なんだけど。なぜか、昔から、変なおっさんに好かれやすいという謎の特性を持っていた。

　おかげさまで、高校二年生になった今。痴漢が出るから満員電車は嫌という女子の気持ちがわかる程度には、男嫌いに育っている。

　県立の高たか尾お西にし高こうを選んだ理由も、ちょうどいい偏差値だったことともうひとつ。自宅から自転車通学が可能な距離だったから、なのだから笑えない。

　いやまぁ、俺自身その〝男〟ではあるんだけど。




「ただいま」

　ガレージに自転車を止め、玄関の鍵を開ける。駅前の本屋で物色していたら、結局少し遅くなってしまった。じわりと浮かんだ汗をぬぐい、框かまちにリュックを下ろす。

　──なんだ、日向ひなた、友達連れてきてるのか。

　見覚えのないでかいスニーカーを一いち瞥べつし、俺は内心で呟いた。

　弟の日向は俺と同じ高校の一年生なのだが、たまにこうして友達を連れてくるのだ。

　靴を脱ぎながら、二階に続く階段に目を向ける。声は聞こえないけれど、たぶん、二階の日向の部屋だろう。その判断で、俺は一階の居間の扉を開いた。

「あ、兄ちゃん、おかえり。今、俺の友達来てんだけど」

「ごめん、二階にいるのかと思っ……」

　日向から視線を動かし、日向の友達を認識した瞬間。俺の愛想笑いはものの見事に固まった。台詞せりふも中途半端に途切れる。

　すらっとした長い手足に、びっくりするくらいきれいな顔。その顔が、驚くでもなく、ただ俺を見ている。

　……いや、王子じゃん。

「同じクラスのやつ。よかったよね、今日。連れてきても」

「え、あ、うん」

　驚愕から脱却できないまま、俺はかくかくと首を振った。

　日向と王子は同学年だから、交流があってもおかしくないことはわかる。ただ、タイミングがヤバすぎる。

　俺の挙動不審な態度を見かねたのか、日向が首を傾げた。

「っていうか、なに、その態度。そんなに警戒しなくても。こいつふつうに女好きだから大丈夫だよ」

「いや、そういうことじゃなくてさぁ」

　付け足された斜め上の気遣いに、ぐったりと頭かぶりを振る。挙動不審だったことは認めるが、誰がそんな心配をしたと言いたい。

　小さく溜ため息いきをついた俺を見て、王子は不思議そうに口を挟んだ。

「なに？　女好きだから大丈夫って」

「ああ、えっと。うちの兄ちゃ──」

「なんでもないから！」

　日向の返答を勢いよく遮さえぎったところで、はたと我に返る。

「あ、……えっと」

　余計な暴露を止めたかっただけなのに、必死になりすぎたかもしれない。その証拠に、こちらを見る四つの瞳が冷たいような。

　……なんか、めちゃくちゃ恥ずかしいな、これ。

　おまけに、とんでもなく居いた堪たまれない。ひとりで焦りすぎだろ。

「その、まぁ、ごゆっくり」

　へらりと笑うことで場を取り繕い、俺はそそくさ廊下に逃げ出した。

　買った本でも読んで、気分を落ち着けよう。そんなことを考えて羞恥を押し殺していると、ひそひそとした王子の声が耳に入った。

「兄貴さ、顔もだけど、雰囲気もぜんぜん日向と似てなくね？」

「そー。ごめん、なんかヒスってて」

　いや、ヒスってねぇし。内心で反論したものの、すぐに思い直す羽目になった。ちょっと否定しづらいな、と気がついたのである。

　本当に、なんで叫んだんだ、俺。もう少し、ほかに言いようあっただろ。溜息をついて、足早に階段を上る。

　良く言えば能天気。悪く言えばデリカシーがない。だが、しかし。弟特有の「かわいがられる」才能にあふれた日向は、昔から友達が多いのだった。特別なことをしなくても、勝手にクラスの中心になるタイプ。

　陽キャの皮を被っただけの俺とは、大違い。たしかに、まったく似てねぇよ。いや、それはべつにいいんだけど。

　バタンと自室の扉を閉めたところで、俺は呆然と「あ」と呟いた。リュック、玄関じゃん。

　自分のかっこ悪さに、はぁと深い溜息がこぼれる。

　高校二年生、一学期最終日。俺が王子を認識したのは、厄やく日びみたいな夏の日だった。











１．少女漫画みたいな恋は求めてない









「あ、遠とお坂さかくん。この前ちょっと言ったと思うんだけど。今日の相手の子、新人さんだから。優しくしてあげてね」

　アルバイト先であるコンビニエンスストアのバックヤードに入るなり、店長の川かわ又またさんからにこにこと伝えられ、俺は「はぁ」と曖あい昧まいに首を振った。

　そう言われると、新しい子が入るという話を聞いた覚えがあるような。

「遠坂くんの一個下だったかな。高校生の男の子でね。遠坂くんと一緒で十七時二十一時のシフトで入ってもらうことになるから。仲良くしてあげてね」

　小学校の先生のような言い草はどうかと思うが、俺は川又さんが嫌いじゃない。むしろ、わりと好きだ。

　人の良い垂れた目じりに癒やされるし、奥さん大好き、幼稚園児の娘さん大好き──なるちゃんという名前で、たまに遊びに来るのだけど、愛想が良くてめちゃくちゃかわいい──の無害おじさんだし。長年培つちかわれた俺の〝ヤバいおっさんセンサー〟が反応することもない。人生初のアルバイトはここにしようと決めた理由のひとつである。

　まぁ、とんでもないクレーム客の対応を引き受けたあとのしょぼしょぼした背中はかわいそうなんだけど。

「はぁ、わかりました」

「アルバイト自体はじめてなんだって。だから、丁寧に教えてあげてくれるとうれしいな。遠坂くんもたしか去年の今ごろだったよね。うちでアルバイト始めたの」

「でしたねぇ」

　制服のエプロンをつけながら、素直でおとなしい子だといいなぁと想像する。あと、ついでに、コミュニケーションがふつうにできるタイプ。

「おつかれさまーっす」

「噂をすれば。瀬尾くん、どうも。おつかれさま。今日もよろしくね」

「あ、ども……」

　と、入口に顔を向けて挨拶しようとしたところで、俺は固まった。
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　いや、王子じゃん。

　──え？　なんでいるの、マジで。

　家に引き続き、バイト先にまで。いや、意味がわからないんだけど。

　固まったままの俺と怪け訝げんな顔の王子を見比べ、川又さんはこてんと首を傾げた。川又さんはただのおじさん（推定三十代後半）なのに、異常に仕草がかわいい。

　昼間シフトのおばさま方が「癒やしだ」と噂していることも俺は知っている。

「あれ？　もしかして知り合いだった？　そういや、ふたり、同じ高校だったかな」

　王子はなにも言わない。俺はやむなく川又さんにぎこちない愛想笑いを向けた。




「えっと、弟の友達で」

　数日前にほんの数分喋っただけだが、嘘ではない。

「ああ、なんだ。じゃあ。瀬尾くんも安心だね。よかった、よかった」

「はは、……ですかね」

　王子がなにも言わないので、またしても俺が愛想笑いを返すことになってしまった。

「じゃあ、そういう縁もあるということで。遠坂くん、しっかり面倒見てあげてね。まだ新人さんだから。瀬尾くんも、遠坂くん面倒見良いから安心してなんでも聞いて教えてもらってね」

「っす。よろしくお願いします」

　川又さんに言われたのでしかたなくとばかりに王子、改め瀬尾くんがエプロンをつけながら、ぺこりと頭を下げる。

「いや、こちらこそ。……よろしくお願い、します」

　なに敬語で喋ってんだ、俺。いや、まぁ、とんでもない美形の不機嫌そうな雰囲気にビビったことが原因なんだけど。でも、瀬尾くんの態度もどうなのよ。なに、この、コミュニケーションをふつうにする気のない感じ。

　溜息をつきたい気分で、バックヤードにかかっている時計を見上げる。十七時二分前。

「じゃ、俺、レジ代わってきまーす」

「はぁい、よろしくねぇ」

　愛想の良い川又さんの声を背にバックヤードを出れば、ドアの開閉に伴う電子音が間抜けにピロンと鳴り響く。

　客のいない店内を通り抜けレジカウンターに近づくと、昼間シフトのおばさまたちがにっこりほほえんだ。いつにも増して愛想が良い。

　なんかこわと思いつつ、「おつかれさまです」と俺もにこりと笑い返した。おばさまたちに逆らうべからず。かわいがられたほうがもろもろお得。一年間のアルバイトで得た経験則である。

「遠坂くん。もう挨拶した？　新しいバイトの子、すっごくきれいよねぇ」

「はは、……ねぇ」

「テレビに出てるアイドルの子みたいじゃない？　すっごく愛想も良いし。このあいだ研修で昼間に入ってくれたんだけど、呑み込みも早いし素直だし、もうかわいくって」

「え？」

「あら、やだ。遠坂くんもかわいいわよ」

　いや、そうじゃなくて。なに、愛想が良いって。なに素直って。俺、今日含めた三回の遭遇で、笑顔とか一回も見てないんですけど。

　混乱しているあいだにピロンと音が鳴り、のしのしと歩いてきた瀬尾くんが「っす」とおばさまたちに頭を下げた。

　……いや、愛想良いか、これ。

　王子の顔面フィルターが補強効果を生んでいるとしか思えなかったわけだが、おばさまたちはにっこにこなのだった。なにも言えないとはこのことよ。

　もう操作覚えた？　わからないことある？　大丈夫？など、など。

　交代時間を五分過ぎてもちやほや世話を焼いていたおばさま方だったが、川又さんの「新しい子困らせないでよぉ」の泣き声でバックヤードに引き上げてしまった。

　ふたりになった途端に訪れた沈黙に、俺は無意味にカウンター内の整理を始めた。完全に手持ち無ぶ沙さ汰ただし、落ち着かない。どうしたらいいんだ、これ。

「じゃ、おつかれさまー。がんばってねぇ」

　レジの前を通った仕事上がりのおばさまたちに愛想笑いを返し、ちらりと瀬尾くんを窺うかがう。

　暇そうに立っているだけなのに妙に雰囲気があるのだから、イケメンとはとんでもない生き物だ。

　あと、背が高い。四階から見たときも思ったけど、本当に高い。日向も無駄に高いけど、瀬尾くんも百八十超えてるんじゃないかな。

　五センチくらい分けてくれないかなと勝手なことを考えていると、めちゃくちゃ面倒くさそうに「なんすか」と瀬尾くんが言った。ちなみに、視線はいっさいこちらを向いていない。

　これのどこが愛想が良いというんだ。愛想が良いというのは、川又さんとか川又さんの奥さんとか、なるちゃんのことだろう。衝撃を受けたものの、俺は愛想笑いを刻んだ。

　まぁ、見てたのは事実だし。

「ごめん、なんでも」

「そっすか」

　またしても、視線は一度も動かなかった。

　……なに、こいつ。

　いや、本当に。愛想笑いの状態で固まりかけたものの、ひっそり息を吐くことで俺は持ち直した。落ち着け。

　かわいくない。びっくりするくらいかわいくないけど、だが、新人だ。川又さんにも頼まれている。気持ちを切り替え、俺は改めて話しかけた。

「ええと、この時間帯ははじめてなんだよね。レジとかもう大丈夫？」

「研修で教えてもらったんで」

「あ、そう」

「わかんないことあったら聞くんで、べつに大丈夫っす。気にかけてもらわなくても」

「……あ、そう」

「急にヒスんないでくれたら、それで」

　数日前のやらかしを持ち出され、俺は今度こそ黙り込んだ。

　いや、本当にかわいくないな。日向もかわいくないけど、それでももう少しマシだよ。兄ちゃんって纏まとわりついてくるだけ。機嫌の良いとき限定だけど。

「あとさぁ」

　ちら、と絶対零度の視線が俺を射る。

「覗き見してたでしょ。俺、そういうのマジ嫌なんで」

「…………」

「お友達に余計なこと言われても嫌なんで。俺がバイト入ってきたとか言わないでくださいよ」

「……言わねぇよ」

　かわいくないを通り越して、なんかちょっと腹立ってきたな。愛想笑いが完全に固まったことを自覚する。

　いや、俺も悪かったかもしれないけど。たまたま目に入っただけだし。王子って馬鹿にしたのは野井と犀川だし。……いや、さすがに聞こえてないと思うけど。

「ならいいんすけど。じゃ、俺、チルド出してきまーす」

　するりとレジを離れた背中に、俺は深々と溜息をついた。うなだれるようにレジカウンターに両手をつく。

　たしかに、瀬尾くんが女の子に告白されるシーンを見て、いいなと思ったよ。ふつうに生きてるだけで、イケメンには漫画みたいな展開が待ってるんだなって羨うらやんだよ。認めます。

　でもね、俺が羨ましかったのは、かわいい女の子に夏休み前に告白されるシチュエーションであって、弟の友達が王子とか、その王子とバイト先が被るとか。そういう「なにそれマジでどんな確率の偶然になってんの？」を詰め込んだ少女漫画のヒロインになりたかったわけじゃないんだわ。

　ちなみに、少女漫画の云うん々ぬんの大半は、日向の彼女である羽は純ずみちゃんから聞いたものだ。夢見がちなところもあるものの、素直な羽純ちゃんはすこぶるかわいい。こいつはこれっぽっちもかわいくないけど。

　……いや、べつに、どうでもいい。どうでもいいよ、本当に。

　かわいかろうが、かわいくなかろうが。たかだか四時間、バイトが一緒というだけの関係だ。呪文のごとく、自分に言い聞かせる。

　そう、べつに。気にしなければ、人生なんて『どうでもいい』で済むことばかり。

　母さんに、「なんで、あんた、変なところばっかり冷めてんの」と言われる思考回路でもって、俺はどうにか心の平穏を取り戻した。




　主要駅から徒歩七分。常に大繁盛というわけではないものの、大通りに面した立地にあるバイト先のコンビニは、帰宅時間に重なる十八時から二十時のあいだはそこそこに客の入りがある。

　だが、しかし。その時間を過ぎると、十七時台と同じ暇さに舞い戻ってしまうので、そこが少し難点だ。

　ある程度忙しいほうが時間を持て余さなくて済むし、それに、と。黙々と品出しをする瀬尾くんを眺める。

　──べつにいいんだけど、あからさまなんだよなぁ、瀬尾くん。

　こまごまと働く姿勢は素晴らしくとも、「ふたりでレジに立っていることが嫌」という目もく論ろ見みが行動から透けている。

　客がいないのをいいことに、カウンターの奥の台にもたれたまま、俺は溜息を呑んだ。いや、まぁ、いいんだけどね、本当、本当。

「ん……？」

　視線を感じた気がして、自動ドアの向こうに目を向ける。大通りを行く人の波はまばらで、立ち止まってこちらを見る不審者の姿はない。だが、気になる。

　台から背を離し、レジカウンターからそっと身を乗り出したところで、「なに見てんすか」という声がかかった。

「外。そんなヤバい美人でもいました？」

「瀬尾くん」

　レジに戻るなり早々と台にもたれた瀬尾くんに、半ば反射で笑いかける。俺もしていたし、文句を言うつもりは微み塵じんもないのだが。きみ、本当に新人感ないな。俺、入ったばかりのころはもっときょどきょどしてたよ。仕事もぜんぜん覚えられなかったし。

　要領が良くて羨ましい。ただ、それはそれとして、話しかけてくれたことは素直にうれしい。

「べつに。あ、そうだ。瀬尾くんはどんな子が好きとかあるの？」

「それ、答えなきゃ駄目なやつです？」

「……ただの世間話だし」

　ふたりで無言で立ってるのも気まずいじゃんというだけの。それをそこまで嫌そうな顔するか、おまえ。瀬尾くんよ。

　うんざりして頭上にかかる時計に目をやる。勤務終了まで、あと二十五分。はよ終われ。俺、無言嫌いなんだよ。相手がなに考えてんのかなって気になるから。

　まぁ、こいつの場合、喋りかけても「うぜ」としか思わなそうだけど。

　そんな相手に話題を提供し続けることができるほど、俺の心は強くない。結局、俺は残り二十五分。居心地の悪い時間を過ごすことになったのだった。




「じゃ、おつかれー」

　ぐったりしつつも、表面だけは愛想良く声をかけ、俺は先にバックヤードを出た。なんか、いつもの倍は疲れたな。

　コンビニのバイトは、夏休みは週三で希望を出している。その回数で、果たして何度瀬尾くんとシフトが被るのか。

　──真ま矢やさんとか木き内うちさんだと楽なんだけどなぁ。

　女子大生の真矢さんとフリーターの木内さんはバイト歴が長いし、あと、なによりも俺が喋りやすい。

　瀬尾くんがどうなのかは知らないが、俺は対人関係の機き微びが気になるようにできているのだ。はぁと息を吐いて、空を見上げる。

　二十一時を過ぎても、夜の空気は蒸していた。

　バイト先のコンビニから家までは徒歩で十五分ほど。駐輪場に自転車を止める手間を考えると、歩いたほうが楽との判断で、俺はいつも徒歩で通っていた。というか、駐輪場に向かう道、暗くて嫌なんだよな。

　そんなことを考えながら、ポケットから取り出した無線イヤホンを耳に着ける。ポンとイヤホンを叩いて音楽を再生しようとした瞬間。「ねぇ」と呼び止められ、俺はもう一度イヤホンを叩いて振り向いた。

「きみ、あのコンビニでバイトしてる子だよね。高校生？」

　三十代そこそこのどこにでもいるサラリーマンっぽいおっさんだが、声のかけ方がキモすぎる。

　というか、またかよ。こういうの。本当に最悪なんだけど。内心で毒づきながらも、俺はぎこちない愛想笑いを浮かべた。ついでに半歩ほど後ずさりをする。

「はは、えー……と、……まぁ」

　道端でおっさんが男子高校生に話しかけたくらいでは、誰も助けてくれないと知っているからだ。俺がかわいい女子高生だったら、違うのだろうけど。

　だから、適当に、穏便に。笑ってやり過ごす方法が最適解。経験則を実践した俺に、おっさんはずいと一歩踏み込んだ。

「コンビニのバイトなんて、たいしたお小遣いにならないでしょ？　もっと良いアルバイト興味ない？」

「あ、えっと、……はい。大丈夫です」

　間に合ってます、と引きつりかけた笑顔で首を振り、おっさんが近づいた分と同じだけ後退する。

　良いアルバイトってパパ活かよ。それとも援交か。どちらにしろ、俺にいっさい興味はないし、ＳＮＳで募集をかけているやつに当たってくれと心底思う。

　とはいえ、だ。断って終わる程度の話なら、べつにいい。そう割り切ったはずが、今日に限っておっさんはしつこかった。

「待って、待って。そんなに警戒するような話じゃないからさ、本当に」

「いや、だから」

「きみもお金欲しいでしょ？」

　にまにました笑顔とともに伸びてきた指が、無遠慮に腕を掴つかむ。汗のにじんだねちょりとした体温に、俺はかちんと固まった。

　……え、気持ち悪。

　ふつうに鳥肌が立ったのに、おっさんは喋り続けているし、大通りを通る人は多くても、誰も助けてくれる気配はない。

　いや、世せ知ち辛がらすぎるだろ。

　愕がく然ぜんとしたものの、俺はすぐにしかたがないと切り替えた。俺は男だし、このくらい珍しいことじゃないし。

　自力でどうにかすべく、愛想笑いを浮かべ直そうとした俺の肩に、誰かがぽんと手を置いた。

「ちょっと、先輩。ひとりで先帰んないでくださいよ」

　予想外の声に、ぎょっとして振り仰ぐ。

　面倒くさいと言わんばかりに不機嫌そうで、それでいて圧倒的にきれいな顔。その顔が俺を見て、おっさんを見た。

「誰？」

　絶対零度の声に、腕を掴んでいたおっさんの指が外れる。

　レジで体験したからわかるんだけど、美形に睨まれると、けっこうヤバい迫力があるんだよな。たぶんだけど、美人が怒ると夜や叉しゃになるというやつ。

「いやぁ、僕はべつに……」

「べつに、なに」

　おっさんの弁明を、瀬尾くんが冷たい声でぶった切る。穏便とは言いがたいもの言いにハラハラしたものの、押し負けたのはおっさんのほうだった。

「本当になんでもないんだけど。その、ごめんね。待ち合わせの邪魔しちゃったみたいで」

　俺がなにを言っても、へらへら言い募るだけだったおっさんが、そそくさ立ち去っていく。

　なんだ、あれ。目まの当たりにした対応の違いに呆然としていると、瀬尾くんが肩から手を離した。人半分ほどの距離を空け、ちらりと俺を見る。

「で。なにしてたんすか、あれ」

「ええっと」

　ぶっきらぼうな問いかけに、俺はうろうろと視線を泳がせた。できれば、なにも言いたくない。だが、さすがに少し無理がある。

　だって、たぶんだけど。コンビニを出て、絡まれている俺が視界に入って、なけなしのお情けで声をかけてくれたんだろうし。

「なにって、その……パパ活？」

「パパ活って、女子高生がやるみたいなあれ？　誘われてたってこと？」

「ま、まぁ」

　腕を擦こすりながら認めると、瀬尾くんは遠慮なく吹き出した。

「やべ、ウケる。先輩、男に迫られてんの？」

　小馬鹿にした台詞に、貼り付け直したばかりの愛想笑いが固まる。

　声かけてくれてありがとう、変なとこ見せてごめんね、みたいな。殊勝な気持ちは吹き飛んで、ぷつんとなにかが切れた気がした。建前とか、理性とか、たぶん、そういうの。

　……ほら、そうやって。みんな馬鹿にするってわかってるから、俺だって適当に笑ってやり過ごそうとしてたんじゃん。

「こっちは本気で困ってんだよ！」

　声を荒らげた俺に、瀬尾くんがぱちりと瞳を瞬かせる。

　あ、これ、またヒスったって思ってるんだろうな。

　一応、助けてもらったのに。そう判断する冷静な感情は残っていたものの、俺は自棄やけになってぶちまけた。

　そりゃ、俺が女の子だったら、親も周りももっと本気で心配してくれるんだろうけど。あいにく、俺は男だし。

　いや、べつに、自分でなんとかできるからいいんだけど。でも、困ってないわけはないだろって。

「そもそも、俺はなにもしてないのに、勝手に向こうが声かけてくんの！　どう考えたっておかしいだろ」

　小さく息を吐いた瀬尾くんが、困惑した仕草で頭を掻かいた。とんだ面倒に巻き込まれたと思っているに違いない。

「というか、そういう自覚あるなら、絡まれないように自衛したら？　好き勝手触らせないで」

「絡むほうが悪いだろうが！　っつか、俺だって、自衛はしてんの！」

　はっきり言い返し、俺は言葉を切った。そうしてから、しどろもどろに続ける。

「でも、明らかに自分に声かけてる人間、無視できないじゃん」

　けど、べつに、それっておかしいことじゃないんじゃないかな。破れかぶれに言い募りながら、言い聞かせるみたいに俺は思った。

　本気で困っている可能性もあるわけだし、下心なんてないのに無視されたら俺はへこむ。それに、川又さんみたいないいおじさんがいることも知っている。

　……まぁ、それと同じくらい、変なおっさんに絡まれることも多いわけだけど。

　レジでおっさんに連絡先を渡されたこともあるし、今日ほどしつこかったことはないにせよ、待ち伏せをされたこともある。

「あー……」

　反応に困ったとしか表現できない小さな唸うなり声に、俺は我に返った。

　それは、そうだ。こんなことを聞かされても、反応に困るに決まっている。もしかしなくても、八つ当たりをしてしまったのかもしれない。

　気がついて謝ろうとしたタイミングで、瀬尾くんが首を傾げた。俺に問う。

「もしかして、それで、外見てたんすか？」

「え？」

「バイト中。なんか気にしてたでしょ」

「ああ、……いや、まぁ、そうだけど」

　思い当たって、俺は頷いた。

「言うほどたいしたことじゃないんだけど、まぁ。なんていうか、たまにあるから」

　先ほどと同じ言葉を告げた直後。気にかかって、俺は言い足した。

「でも、本当にたいしたことじゃないっつうか。だから、店長とかにも言ってないし」

　余計な面倒を増やしたくない一心だったのだが、川又さんを庇かばったみたいな言い方になってしまった。でも、お節介で川又さんに報告はされたくない。

　溜息を呑み、そっと瀬尾くんを見上げる。

　……というか、なんでこんなこと瀬尾くんに言っちゃったんだろうな。

　こんな泣き言、誰にも言うつもりはなかったのに。自分自身の言動に困惑していると、「ふぅん」とよくわからない顔で瀬尾くんが呟いた。

「あの、瀬尾くん？」

　俺の呼びかけに、瀬尾くんがにこりとほほえむ。

「俺、彼氏やってあげようか？」

「……え？」

「彼氏っていうか、彼氏のふり？　困ってるんでしょ？」

　いや、それは困っているけど。「彼氏やってあげようか」という発言に繋がった意味がわからない。真っ白になった頭で、謎の提案をした瀬尾くんを改めて見つめる。

　王子というあだ名どおりの、きれいな顔。その顔は、俺が頷くことを明白に期待していて。たじろいだ視線が揺れる。

　……それは、まぁ、たしかに助けてくれたけど、でも。

　それとこれとは話が違うというか。そもそも、彼氏のふりってなんなんだ、とか。おっさんに迫られてたから、からかってるんだろ、とか。

　突っ込むべきことはたくさんあったはずなのに、俺の口からはなにも飛び出さなくて。

　たぶん、ちょっと、世界が止まった。











２．偽装彼氏始めました









　居間のソファーを占領し、日課である羽純ちゃんとの通話に興じる日向を、文庫本を読みながら窺うこと数回。

　さすがに気になったらしく、激甘の声で「じゃあね」と通話を終えた日向が、俺のいるダイニングテーブルを振り返った。

　瀬尾くんとまでは言わないものの、それなりに華のあるいわゆるイケメン顔。そら、瀬尾くんも「ぜんぜん似てなくね？」と言うわなと思う。

「なに？　兄ちゃんも羽純と話したかった？」

「いや、違うし」

　たしかに、たまに話すことはあるけど。

　コミュ力おばけのふたりからすると、家で一般文芸の小説を読む時間を至高とする俺の存在は「寂しそう」に見えるらしい。純粋に好きなだけなので、ぜひ放っておいてほしい。

「じゃあ、なに？　なんか用？」

「いや、用っていうか。瀬尾くんってどんな子なのかなと思って」

「え。瀬尾？　なに、なんの興味」

「え、いや、なんか、バイト一緒になって」

「やば。本気だった」

　目をぱちくりとさせたかと思うと、日向はけらけら笑い始めた。

　なんだ、本気だったって。瀬尾くんがバイトを始めたことか。怪訝な顔を返した俺に、「でも、なんで？」と日向が問い重ねる。

　その疑問に、ほんの少し俺は怯ひるんだ。誤魔化すようにページをめくり、へらりと笑う。

「いや、これからシフト被ることも多くなりそうだし。だから」

　どんなやつなのかなと思って、と続ける。

「家にも連れてきてたし、仲良いんだろ」

「ああ、まぁね。仲は良いけど。でも、兄ちゃんあんまりそういうこと聞かないじゃん」

　いやなんか、彼氏やってあげようかって言われちゃってさぁ、とも言えず、もう一度曖昧な笑みを浮かべる。

　──でも、そっか。瀬尾くん、日向に言わなかったんだな。

　昨日の今日であるものの、情報とは恐ろしい勢いで広がっていくわけで。

　彼氏云々はともかくとしても、俺が変なおっさんに絡まれていたとか、ヒスって逆ギレをしたとか。そういった笑い話になりそうな部分は筒抜けではないかと疑っていたのだ。

　内心ほっとしていると、「まぁ、いいやつだよ、ふつうに」と日向が言う。

「モテすぎて女子とかどうでもいいって感じはあるけど、べつに、……うん。なんていうか、ふつう」

「なに、ふつうって。語ご彙いないな」

「じゃあ、顔のわりにふつう。テンション高くはないけど、ノリ悪いとかじゃないし。あんまりうるさくないから、兄ちゃんと合うんじゃない？」

「ええ……」

「そういや、このあいだ、フリーだと女子がしつこいから、彼女つくろうかなって言ってたな。付き合うの面倒だから、彼女のふりしてくれる子いないかなって」

　それって、俺が代役にちょうどよかったって話じゃ。

　思い至った事実に、俺ははっとした。

　なに、それ。そういうことなの。そう言われると、謎の提案をした際の瀬尾くんはほくそ笑んでいた気がする。

「なに、兄ちゃん。急に黙って」

「え？　ああ、ごめん。やばいなって」

　彼女のふりをしてくれる子を探すという発想が、凡人のそれじゃないのよ。取り繕った俺の台詞に「やばいっしょ」と日向が笑う。

「俺もなんの漫画って突っ込んだもん。さすがに本気じゃないと思うけど」

「ええ、……うん」

「でも、女の子にモテすぎて困ってんのは、たぶんガチ。瀬尾も羽純みたいな彼女つくったらいいと思うんだけど。──あ、そうだ。さっき、羽純がさ」

　流れるように惚のろ気け話ばなしに切り替わったが、いつものことである。付き合って三年経ってなお、日向と羽純ちゃんはラブラブなのだ。

　話半分に相あい槌づちを打ちながら、なるほどなぁと得とく心しんする。つまり、瀬尾くんにとっても渡りに船の、都合の良い提案だったというわけだ。

　予想外の提案に驚愕しているあいだに、あの夜は解散になったわけだけど。

　じゃあ、またね、としどろもどろに手を振った瞬間を思い返しながら、瀬尾くんが必要だというのなら、受けてもいいのかもしれないな、と考える。

　──変に騒いで過剰に拒否んのも、勘違いしてる痛い人になりそうだし。

　延々と続く羽純ちゃん話をはいはいと流しつつ、俺はまた一枚ページをめくった。

　変なおっさんに好かれがちとは言ったものの、本気でヤバい目に遭ったことは一度もない。一昨日のあれが、今年一番のヤバさだったというレベル。でも、それだって犯罪的なことが起きたわけではないのだから、たいした話ではないはずだ。

　あれほど盛大に泣き言をこぼした理由も、今となっては本当に謎である。いつもの俺だったら適当に笑い話──日向や野井は完全に一種のネタだと思っている。だが、それでいい──にしていたはずなのに。

　まぁ、でも、だから。おっさんに絡まれて、半泣きで困っていると逆ギレした事実を暴露されなかったことに、実はめちゃくちゃ感謝しているのだった。

　そう。瀬尾くんのとんでもない提案を受けてもいいと思ってしまうくらいには。





※






「じゃあね、バイバイ」

　にこにこと天使の笑顔で手を振ったなるちゃんは、もう片方の小さな手を川又さんの奥さんと繋いでコンビニを後にした。マジ癒やし。

　店も暇な十七時台。川又さんに会いに奥さんとなるちゃんが顔を出すことがあるのだが、それが大変かわいいのである。

　レジカウンターからふたりを見送り、今日の相方である瀬尾くんに、俺はひとりごと半分で話しかけた。

「かわいいなぁ、なるちゃん」

「ああ、まぁ。あのくらいの年だと無邪気な感じでいいすよね」

「無邪気って、そりゃ無邪気でしょ」

　五歳だよ、なるちゃん。一番好きな人は瀬尾くんで二番目に好きな人は俺って本人に言っちゃうレベルの無邪気さだよ。ちなみに、瀬尾くんが入るまでは俺が一位だったんだけど。

　よくわからないという声を出した俺に、レジの周囲を片付けながら瀬尾くんが言う。これもちなみになんだけど、瀬尾くんはこまごまとよく働くのだ。

　瀬尾くんと同じ日に入ること、三回目。おばさま受けの良さの秘訣は、顔面ではなく勤勉さだったのかもしれない、と俺は思い直しつつあった。

　俺とふたりでレジに立つのが嫌なんだと邪じゃ推すいしたこともあったけど、ぼーっと突っ立っている状況が純粋に苦手なんだろうなって。真面目だ。

「小学生以上は駄目。無理。女が出る」

「ええ……」

「陰湿に俺を取り合って喧嘩する」

「ええ」

　想像のはるか彼方を行く会話の続きに引いた声が出たものの、俺はふと気の毒になった。

　そうか。でも、苦労したんだろうな、瀬尾くん。無駄に顔面が良いせいで。

　──好きでそんなふうに生まれたわけじゃないだろうになぁ。

　ちらりと窺った瀬尾くんの横顔は、やはりきれいに整っている。なるちゃんの一位に躍り出ることもやむなしだ。

　でも、いいことばかりではないんだろうな。思えば思うほど、俺の中のいまさらな罪悪感がふつふつと暴れ出す。俺、瀬尾くんにろくなことしてないなという、それである。

　誓ってわざとではないにせよ、告白現場を覗き見したことは事実だし、家でいきなり大声を出したことも理不尽だったと思う。挙句の果てに、助けてもらったにもかかわらず、謎にキレ散らかしたと来た。ヒスってると言われても、なにも文句言えねぇわ。

　それに、日向に黙ってもらっていた恩もある。瀬尾くんは、べつに恩とは思っていないのかもしれないけど。

「あの、ちょっと話変わるんだけど」

「ん？」

「その、ごめん」

「なにが？　覗き？」

「いや、それもだけど。家来たとき、怒鳴って。……あと、このあいだも」

「ああ」

　頷いた瀬尾くんは、一拍置いて苦笑をこぼした。小馬鹿にしたふうではない、しかたないという感じの微笑。間近で見たそれに、少しだけドキリとする。顔が良いってとんでもないな。

「なんかわかったからいいよ。男嫌いなんでしょ。ああいうのがいるから」

「男が嫌いってわけじゃないけど。その、俺も男だし。でも、おっさんはちょっと……苦手かも」

　うっかりこぼれた本音に「あ」と身構えたものの、瀬尾くんは馬鹿にしなかった。「へぇ」となんでもない調子で相槌を打って、「じゃあ」と提案する。

「代われるときは代わってもいいよ、おっさんの対応」

「え……」

「その代わり、先輩が、俺のこと好きそうな女子どうにかしてくれんなら」

　にこりと瀬尾くんがほほえむ。

　きれいすぎて、──というか、ふつうに笑うんだ、こいつ、と思ったせいで、なんとも言えずエセくさい。いや、なるちゃんに対しては笑っていたから、笑えるのだろうけど。少し考えて、俺は口を開いた。

「つまり、お互いさまってこと？」

「そ。付き合ってるふりも一緒。どうっすか」

　日向の言っていた『彼女のふりしてくれる子いないかな』というやつに違いない。

「っていうか、それ、女の子に頼んだら駄目なの？　そのほうが話早いと思うんだけど」

「女子は駄目」

「え？」

　当然の疑問のつもりだったのに、めちゃくちゃ苦い声で否定されてしまった。自分でも驚いたのか、口調を和らげて、瀬尾くんが言い足す。

「本気になられたら、面倒じゃん」

「ああ、そういう」

　さすがイケメンとしか言いようのない回答に納得する。女子避けをしたいのに、頼んだ女子に本気になられたら本末転倒ということだ。

　その点、俺は男で「おっさん嫌なんだよ」と盛大に喚わめき散らしている。自分を好きになる可能性はないと踏んだのだろう。でも。

　瀬尾くんを好きになることはないと保証できたとして、それがそこまで瀬尾くんのメリットになるのだろうか。瀬尾くんを見上げ、俺は問いかけた。

「まぁ、いいけど。でも、なにしたらいいわけ、俺？」

「べつに。さっき言ったとおりで、しつこい女がいたときに、俺の彼氏だっていう顔してほしいだけ」

「彼氏だっていう顔？」

「手ぇ繋いだりとか、彼氏だって言ったりとか。そういう彼氏のふりみたいなの」

　ぱちりと瞬いたのち、「それだけ？」と恐る恐る確認する。瀬尾くんはあっさり頷いた。

「うん。俺はあんたが絡まれてたら、彼氏だって顔するし」

「ええ……っつか、それ、瀬尾くん、ゲイだって思われない？　それはいいの？」

「べつに。好きでもなんでもない女にどう思われようと」

「メンタル強……」

　むしろ、強すぎてこわ。俺がどれだけ日々ビビりながら生きてると思ってんの。いや、知らないだろうけど。あたりまえに。

　というか、瀬尾くん。「女子に煩わずらわされない」が「ゲイと思われる」に勝っちゃうのか。なんか、大変そうだな、日々。

　再び覚えた同情心に、俺ははたと我に返った。いや、同情とか。どう考えても、瀬尾くんはそういうキャラではないだろう。




　二十時を過ぎて客の入りも落ち着き、背後の台にもたれてレジ内で一息を吐こうとした瞬間。

「先輩。チルドの品出しでもしてきてよ」

　瀬尾くんが小こ姑じゅうとのようなことを言った。

「おまえ、先輩を顎あごで使いすぎだろ」

　いや、べつにいいんだけど。そもそも、瀬尾くんの呼ぶ「先輩」って、記号っぽいし。名前を覚える代わりです、みたいな。

　そんなことを考えていると、淡々と瀬尾くんが続けた。

「そうじゃなくて」

「うん？」

「このあいだのパパ活おじさんじゃん、あれ。違うの？」

　瀬尾くんの視線と指が店の外に動く。自動ドア越しの大通り、なにを指しているのかを悟り、俺は顔を青くした。ただの通勤経路という可能性もあるものの、入ってくる可能性も否いなめない。

「ウォークイン行ってきまーす」

　違わない、と認める代わりに、俺はそそくさとバックヤードに向かった。もしかしなくても、これも偽装彼氏の特権なのだろうか。

　ふつうにいいやつだな、瀬尾くん。

　この時間帯は川又さんは帰宅済みなので、バックヤードは無人だ。バックヤードからドリンク類が並ぶ冷蔵庫──ウォークインに入って、ドリンクを補充しながら、まぁ、でも、と俺は自分に言い聞かせた。瀬尾くんいわくの『パパ活おじさん』についてである。

　帰り道に立ち寄るコンビニは定まっていることが多い。他人様のルーチンを「俺が嫌だ」で拒絶するのは横暴というものだろう。それに、接触を回避すれば双方問題ないわけで、瀬尾くんの配慮に大変感謝である。

　対価になるとは思えないが、瀬尾くん目当ての女の子が来店した際は、空気の読めないそぶりであいだに入るくらいのことはしてあげよう。

　すっかり持ち直した気分でそう決めて、ウォークインのドアを閉める。冷えた腕をさすりながら店内に戻ったところで、俺は「ん？」と首をひねった。

　なんか、今、いやに慌てた様子でおっさんが退店したような。

　──いや、でも、声もなにも聞こえなかった……よな？

　だから、揉めたりとかはしてないと思うんだけど。というか、そう願いたいんだけど。

　そそっとレジに戻り、しれっとした顔の瀬尾くんに話しかける。幸いと言うべきか、ほかに客の姿はない。

「あの」

「ん？」

「もしかしてなんだけど、瀬尾くん、あの人になんかした？」

「べつに、なにも」

「ならいいんだけど……」

　その答えに、ほっと胸を撫で下ろしたのもつかの間、しれっとした顔のまま、瀬尾くんがとんでもないことを言った。

「俺の彼氏に手ぇ出さないでくれます？とは言ったけど」

「いや、してんじゃん!?」

　レジカウンターの中で大声を出した俺に、瀬尾くんがぱちぱちとまつ毛を瞬かせる。

「迷惑でした？」

「違うって、迷惑とかじゃなくて。その、……なんかあったらどうすんの」

「なんかあったこと、あるんです？」

「いや、ないけど！　ないけどさぁ、九回なくても十回目にあるかもしれないじゃん」

　言い募ったものの、瀬尾くんはどこかきょとんとした顔のままだ。

　妙に幼いそれに、俺はたまらず溜息をついた。力が抜けたというか、思い出したというか。落ち着いているし、大人っぽく見えるから、すっかり抜け落ちていたけれど。瀬尾くんは日向の同級生なのだった。

　配慮ありがとうじゃねぇよ、俺も。自分自身にも呆れたものの、これ以上叫ぶと、またしてもヒスっていると評されかねない。気分を鎮しずめ、俺はぽつりと呟いた。

「ああ、もう、マジ瀬尾くんイノシシ。猪ちょ突とつ猛もう進しんすぎない、ちょっと」

「はじめて言われたんだけど、そんなこと」

　……そりゃ、そんな顔面持ってたら、誰も言わないだろうね。

　内心で俺は言い返した。だって、やっぱり、めちゃくちゃきれいな顔してると思うもん。あだ名が王子で笑われないやつって稀少だと思うよ、俺。

　だが、問題はそこではないのだった。さらなる溜息は呑み、瀬尾くんに言い聞かせる。

「あのね、瀬尾くん。そういうことはしてくれなくていいから」

「なんで？」

「なんでって……、さすがに弟の友達にそこまでさせられねぇわ」

「俺、あんなおっさんに負けないけど」

　いや、わかんねぇだろ、そんなこと。どうすんだよ、ガチのヤバい人で刃物とか持ってたら。俺もそこまでヤバいおっさんを引いたことはないけど。でも、そんなことわかんないじゃん。懸念が駆け巡ったものの、とにかく、と俺は語気を強めた。

「俺が心配だから。やらないで」

「はーい、はい。わかりました。了解です」

　ちらっと俺を見たあと、それ以上の説教はいりませんとばかりに瀬尾くんはホットスナックの準備に取りかかった。

　つんとした横顔に、隠さない溜息をつく。いや、かわいくねぇな。




「先輩、一緒に帰ろ。送ってってあげる」

　エプロンを外し、さぁ帰ろうとしたタイミングでのお誘いに、俺は不審な顔を向けた。その視線を受け、瀬尾くんがこてんと首を傾げる。

「なに、嫌？」

「いや、嫌じゃないけどさぁ」

　瀬尾くんの顔で誘われて、断ることのできるやつはいないんじゃないかな、とも思うけどさ。

　スマホを取り出そうと、後ろポケットに突っ込んでいた手を抜き、瀬尾くんに問いかける。

「あのさ、この恋人ごっこ、どこまで有効なの」

「どこまでって、どこまでやれるかって話？」

「じゃ、なくて」

　なんだ、どこまでやれるって。モテる男の言うこと、違いすぎるだろ。内心ドン引きしつつも、俺はへにょりと眉を下げた。

「バイト中だけだと思ってたから」

「いや、外に俺のこと待ってるっぽい女いたんすよね」

「ああ、……そういう」

「先輩のこと助けてあげたでしょ？　だから先輩も俺のこと助けてよ」

「いっそ清すが々すがしいな、瀬尾くん」

　べつに、まぁ、いいんだけど。なにせ、いろいろと恩はある。呆れ半分で了承し、俺はバックヤードの扉を押した。




「あ、瀬尾くん。これ、あげるよ」

　外に出たところで、店を出る前に思い立って購入したジュースを渡すと、瀬尾くんは不思議そうに瞬いた。夏の夜の蒸し暑い空気が、さらりと瀬尾くんの髪を揺らしていく。

「なんすか、これ」

「いや、お礼言ってなかったなと思って」

　瀬尾くんの斜め上の行動力には、大声が出たわけだけど。「女の子を引き受けてもらうため」の等価交換だったとしても、俺のために動いてくれたことは事実だ。その点を無視するわけにはいかないだろう。

「危ないことはやめてほしいけど、でも、ありがと」

　不審げな顔でもう一度瞬いたあと、ふっと瀬尾くんが笑った。気のせいか、ちょっと小馬鹿にした感じのそれ。

「マジ素直」

「お礼言わないほうがよかったかな、これ」

「まさか。助かってますよ、彼氏さん」

　平然と応じた直後、瀬尾くんはなぜか俺の手を握った。

「…………は？」

　心の底からうっかりそんな声が出たものの、瀬尾くんはいかにも優しげにほほえんでいる。

　困惑したまま、俺は瀬尾くんを見上げた。行動の意味もわからないが、俺の心臓がドキリと音を立てた意味もわからない。

　嫌悪感を覚えるどころか、ドキリ。

　──いや、イケメン、本当にとんでもなさすぎない？

　そんなことを思った次の瞬間。背後で響いた「え!?」という大声に、びくりと振り返る。

　そこにいたのは、同い年くらいの女の子だった。驚愕の表情で固まっていた女の子が俺を見て、瀬尾くんを見る。次に手元、そうして、最後。ぎこちなく動いた視線は、ぴたりと瀬尾くんで留まった。

「か、彼氏……？」

　呆然自失とした呟きに、「そう」と瀬尾くんがほほえむ。正直ちょっとエセくさい笑顔だな、と俺は思った。

「ごめんね」

　駄目押しの謝罪に、女の子がふらりと歩き出す。遠ざかる背中からはとんでもない哀愁が漂っていて、なんとも言えず気の毒だ。

「……あれ？」

「そう。あれ。よかった、面倒なことになんなくて」

　満足そうに笑った瀬尾くんが手を離す。その顔を見上げ、俺は小さく溜息をついた。

「いや、いいけど」

　いいけどさぁ、せめて、事前になにか言ってくれないかな。そういう約束だとわかっていても、びっくりするから。

　なんか、心臓バクバクしてる気がするし。

　恨みがましい視線を送ったものの、なんのその。もう一度楽しそうに笑い、瀬尾くんは歩き始めた。俺の家の方角だったので、しかたなく隣に並ぶ。

「あの子が待ってるのが嫌だっただけなら、まっすぐ帰ったら？　こっちだと遠回りでしょ」

「いいよ、ついで」

「ええ、なんのついで……。まぁ、いいけど」

　もごもご呟くことで自分を納得させて、口を噤つぐむ。ちょっと、気まずい。

　……いや、本当に、まぁ、いいんだけど。べつに、どうでもいいし。

　魔法の言葉を胸の内で繰り返し、心持ち歩幅を大きくする。

　いいんだけど。それにしても、わけわかんねぇな、瀬尾くん。はっきり断ったほうが楽だったんじゃないの。変な誤解もされないしさ。

　そう言ってあげたほうがいいのかな。悩みながら瀬尾くんを窺ったものの、俺は結局、まぁいいか、と思い直すことにした。

　予想外に機嫌の良さそうな横顔に、毒気を抜かれたのだ。

　あの女の子はちょっとかわいそうだった気もするけれど、瀬尾くんにその気がない以上、「振られる」結末に変わりはなかったのだろうし。

　それに、これは、瀬尾くんに本物の彼女ができるまでの期間限定のお遊びだ。それで、瀬尾くんに本物の彼女ができる日は、そう遠い未来ではないはずだ。

　だったら、そのあいだくらい構わないのではないだろうか。少なくとも、俺にメリットはあるのだから。

　会話乏とぼしく夜道を歩きながら、俺はそう思うことに決めた。





※






「っつか、いまさらだけど、なんでコンビニ？　瀬尾くんみたいな子ってさ、もっとおしゃれなとこでバイトするじゃん」

　駅前のカフェとか、おしゃれなアパレルショップとか。あと陽キャがそろい踏みしてる感じの居酒屋とか。そういうところ、似合いそうなのに。

　恒例になりつつあるバイト終わりの帰り道。尋ねた俺に、瀬尾くんはあっさり実情を明かした。

「ああいうとこ、客もバイト仲間も寄ってきそうじゃないっすか。コンビニくらいでいいっつうか」

「ああ」

　簡単についた想像に、いかにも「お気の毒に」といった相槌になる。

　──でも、なんか、本当にけっこう変わったんだよな、瀬尾くんのイメージ。この夏休みで。

　同情されるキャラではないだろうと勝手な判断をしたものの、ふつうにかわいそうにと思うこともある。イラッとする場面もあるけれど、ありがたいと感じる瞬間も多い。

　それで、これはあたりまえなんだけど、日向の同級生なんだよな。どれだけかっこよくて、大人っぽくても。

　そんなことを考えていたら、ふっと瀬尾くんが笑った。

　俺をからかうときの顔だとわかったが、無視をする選択肢はない。ちらりと瀬尾くんに視線を向ける。

「なに？」

「いや、先輩はコンビニでも言い寄られてたなーと思って。俺も気をつけよ」

「おまえ……いや、でも、大変だよな。好きでモテてるわけじゃないんだし」

「先輩って……」

「なんだよ」

　何気なく言っただけだったのに、やけにじっと見つめられてしまった。落ち着かなくなるような、真面目な顔。

　身構えた俺に、瀬尾くんは取り繕う苦笑を浮かべた。その調子のまま、ゆるく頭を振る。

「いや、なんか気が抜けるなと思って。こういうこと言うと、モテ自慢って思われて、誰も心配してくれねぇもん。どうにでもできるだろって」

　わかるよ、と言う代わりに、俺は笑って頷いた。実際には少し異なっているのだろうけれど、それでも、その悩みだけはわりとわかるつもりでいる。

　モテたくない相手にモテたところで、なにもうれしくないということと、どうにでもできたとしても、対応すると疲れるということ。

　たぶんだけど〝夏休み前の告白ラッシュ〟の最中だっただろうあのときの瀬尾くんは、けっこう疲れていたんじゃないかなと思う。

　ほとんど初対面の俺に「彼氏やってあげようか？」と提案するくらいには。

「それにさぁ、俺はなにもしてないのに、ちょっと一緒にいただけですぐに好きとか言ってくるから。本当面倒で」

「瀬尾くんにしか言えない台詞じゃん」

「はぁ、まぁ、俺、イケメンなんで」

　いや、知ってるし。笑った俺を一瞥し、飄ひょう々ひょうと瀬尾くんは続けた。

「だから、ちょうどいいんすよね」

「それって、俺とのこの関係のこと？　偽装彼氏」

「そう、そう。あ、先輩も安心していいよ。俺、絶対、そういう意味で先輩のこと好きにならないから」

「誰もそんな心配してないけど！」

　なんか、それ、おっさんにモテるからって、すげぇ自意識過剰みたいじゃん。モテると言ったところで、瀬尾くんみたいな意味でモテているわけではないのに。ぶつぶつと内心で呟いたものの、俺はお礼を付け足した。

「でも、まぁ、……助かってるから。そこはありがと」

　はは、と馬鹿にしているのか、なんなのか。わからない調子で瀬尾くんが笑う。

「先輩って、なんていうか人が良いよね」

「人が良いって」

「ちょろいでもいいけど」

「おい」

「だから、ちょうどいいって思われるんじゃないっすか。おっさんに」

　手軽にオッケーが貰えそう。なにかしても、そこまで騒ぐこともなさそう。

　俺が絡まれる理由の九割はこれで、早い話がナメられているのだとわかっている。正論に閉口したものの、でも、と俺は思った。

　俺もちょうどいいかもしれないけど、おまえも、たいがい、ちょうどいい感じになってるんだからなって。

　だって、知っている。なんだかんだと理由をつけて、途中までこうやって一緒に帰ってくれることも。おっさんのレジを代わってくれることも。

　俺が瀬尾くんにしてあげていることなんて、本当に些さ細さいすぎて申し訳ないようなことばかりだ。

　……こういうさりげない気遣いができるから、モテるんだろうな。

　ただ、その気遣いで勘違いされることも多かったのかもしれない。だから、女の子に冷たく接するようになったのかも。

　勝手な想像だったものの、あまり外れていない気がした。

　この夏休み、俺が一番関わった他人は瀬尾くんで、瀬尾くんと喋る時間はけっこう楽しかった。だからというわけではないし、これも、たぶん、なのだけど。意図的に冷たくすることはあっても、瀬尾くんは本質的に優しいのだと思う。人当たりだけは良いと評される、俺の真逆。

　ふつうでなくなったり、ひとりになることが嫌だから、俺は他人にすり寄って合わせている。瀬尾くんは、そうじゃない。

「瀬尾くんは、たらしだよね」

「はぁ？　俺がなに」

「いや、女の子をどうのこうのっていう話じゃなくてね？　その、なんていうか、人をたらすよなぁって。……ええと、その、つまり、居心地が良いっていう話なんだけど」

「居心地が良い」

　信じられないと言いたげに繰り返した瀬尾くんだったが、結局、ふっと顔をほころばせた。はじめて見る、高校一年生っぽい笑顔。

「なんか、日向の兄ちゃんって気がしてきた」

「どういう意味、それ。俺、あいつよりはデリカシーあると思うんだけど」

「デリカシーもヒステリーもどうでもいいけど」

「ちょっと、瀬尾くん」

「俺を俺として扱ってくれるなら、それでいいよ」

　どこか噛み締めるように、瀬尾くんが言う。

「それでいい」

　繰り返した瀬尾くんの表情の受け止め方がわからなくて。悩んだ末に、俺は瀬尾くんの横顔から視線を外した。地面を見つめたまま、「あっそ」と呟く。

　そっけない照れ隠しのようなそれを瀬尾くんは笑い、それ以上はなにも言わなかった。

　瀬尾くんとシフトが一緒になった最初の日。数分でも辛かったはずの沈黙は、今はまったく気にならなくて。なんだかそれが不思議だった。











３．俺の彼氏（偽装）がイケメンすぎる









　バイトのシフトが被った日は、一緒に帰るだけでなくバックヤードで喋ったり、日向目当てに家に来た瀬尾くんと俺も一緒に遊んだり。

　なんだかんだ瀬尾くん尽くしだった夏休みもとうとう終わり、新学期。

　爆弾は、通常授業に切り替わった日の昼休みに落ちてきた。

「先輩。一緒に昼食べよ」

　瀬尾くんの登場に、一瞬で教室がざわめく。

　そうか、そういえば、王子だったな、瀬尾くん。現実逃避気味にそんなことを考えているあいだに、瀬尾くんは俺の机の前で立ち止まった。

「ね。遠坂先輩」

「あ、……うん。そだね」

　駄目押しとばかりの笑みに、ぎこちなく頷く。べつにいいけど、なんで、瀬尾くん、そんなに満面の笑顔なの。

　野井を筆頭とする興味津々の視線から逃れるべく、「約束はしてなかったと思うんだけどね」なんて。もごもご呟いて、弁当片手に立ち上がる。

　瀬尾くんに続いて廊下に出たものの、注目の多さに変わりはない。女子とすれ違うたびに注がれる視線に辟易し、俺は瀬尾くんに問いかけた。

「ところで、どこ行くの。これ」

　食堂は悪目立ちしそうだから嫌だなぁ、との内心がにじんだそれに、瀬尾くんが意味深長にほほえむ。

「俺の秘密の場所」

　瀬尾くんの表情を目撃したらしい女子の顔が漫画みたいに赤くなる。いや、言い方よ。

　うっかり瀬尾くんの背中を叩いてしまったわけだが、このくらいの暴挙は許されてもいいと思う。

「秘密の場所って、空き教室じゃん」

　食堂と違ってほかに人はいないから、穴場ではあるのだろうけれど。

　でも、それなら、俺に声をかけなくてもよかったんじゃないのかな。ひっそり疑っているうちに、瀬尾くんはガラリと扉を引いた。

「中庭も屋上も人多いじゃん。それに外で食べんの暑いし。クーラーついてなくても、こっちのほうがマシ」

「いや、まぁ、それはそうだけど」

　慣れた様子で教室に入った瀬尾くんが、奥の窓を開ける。そのまま窓の近くの席に座ったので、俺も前の椅子を引いて横向きに座ることにした。

　入り込んだぬるい風が、カーテンを軽くはためかせている。涼しいとは言わないが、人口密度も低いからギリセーフという感じだ。

　持ち出した弁当の蓋ふたを開きながら、先ほどからの疑問を口にする。

「あのさ、べつにいいんだけど。瀬尾くん、日向と食べたりしないの？」

「だって、あいつ、昼は絶対多た野のと抜けるから」

　多野というのは、羽純ちゃんのことだ。意気揚々と抜けるふたりの姿の想像の容よう易いさに、思わず眉が下がる。

「あー……、そっか。ごめんな、なんか」

「なんで先輩が謝んの」

　ふっと笑い、瀬尾くんはペットボトルのキャップをひねった。

「それに、ふつうに誘ってくれるし、たまに一緒に食うこともあるけど、毎日だと胸焼けするっていうか」

「ああ……」

　瀬尾くんを無視しているわけではないと思うのだが。隙あらばふたりの世界に入ろうとする日向と羽純ちゃんの図も、やはり想像に易やすかった。

「いや、なんか、ごめんな。本当」

　兄の俺が言うのもなんだが、日向にはもろもろを愛嬌で許容されている節がある。

　デリカシーがないというあれもそのひとつなわけだけど、それなりに性格に問題があるということで。それで、それは羽純ちゃんも一緒なのだった。

　いい子ではあるし、だからこそ、日向とうまくいっているのだとわかるけど、瀬尾くんは振り回されているんじゃないかな、と思う。

「いや、だから、それはいいんだけど。でも、教室でひとりで食べようとすると、寄ってくるんだよ。女子が」

　ハエかなにかみたいな言い方するね、きみ。はは、と卵焼きに手をつけながら、俺は笑った。

「こういうとこ見つけてもさ、こっちがひとりだと勝手に入ってくるし。先輩がいたら、最悪デートっつったら諦めるでしょ」

「ちょっと」

「なに、駄目なの？」

「いや、……駄目ってわけじゃない、けど」

　いや、本当、ずるい、この顔。おまけに、この一ヶ月。バイト先で偽装彼氏瀬尾くんの恩恵を受けた事実があるために、非常に断りづらいものがある。

　正直、変なおっさんに好かれるというだけなので、高校の構内で俺が困ることはほとんどない。でも、瀬尾くんはこの場所だからこその被害が多いのではないだろうか。

　……高校で妙な噂になるのが嫌っていう保身で却下すんのは、さすがにひどいよな。

　言い聞かせ、「いいけど」と俺は了承を示した。好きでもなんでもない女にゲイと思われようとどうでもいい、と言い切った瀬尾くんのメンタルと、俺の弱弱メンタルを同一視してほしくはないのだが、しかたがない。

「まぁ、瀬尾くんがいいなら、べつに」

「先輩、よくそれ言うよね」

「え？」

「べつにいいけど、みたいな。なんか、ちょっと投げやりな感じ」

「え、……ああ、うん」

　まぁ、ともごもご頷く。そこまでのつもりはなかったにせよ、「ちょっと投げやり」と評されてしまえば、返す言葉はない。誤魔化すように、俺は話を変えた。

「瀬尾くんはお弁当、パン派なんだ」

「パン派っていうか、親が作ってくれるときは弁当だけど、自分で適当に買うときもあるっていうだけ」

「あ、なるほど。……日向もたまには買ったりしたいのかな」

　こぼれた懸念に、ああ、と瀬尾くんは相槌を打った。

「先輩が作ってるんだっけ」

「なんで知ってんの」

　野井たちにも言ったことないから知らないと思うんだけど。

「え、日向」

「ああ」

　だよね、と苦笑する。あいつはなにをぺらぺら友達に喋ってるんだ、と。ほんの少し呆れたものの、日向の口の軽さは昔からだし、口止めをしていたわけでもない。この程度であれば、かわいいものだとも言える。

「小遣いアップで引き受けただけ。つっても弁当しか作ってないし」

　ちなみに、風呂掃除は日向の担当。そう明かすと、小学生のお手伝いじゃん、と瀬尾くんは楽しそうに表情をゆるめた。

　まぁ、たしかに、夏休みのお手伝いって感じだよな。俺もたいしたもんは作ってないけど。

「あいつ、よく先輩のこと話すから。だから、バイト始める前からちょっと知ってたんだよね、先輩のこと。日向の話で、だけど」

「ええ、どうせ、あいつオタクだとしか言ってないでしょ」

「オタクのわりに友達が陽キャで謎って言ってた」

「本当ほっとけって言っといて」

「でも、あの人ら、先輩と感じ違わない？　楽しいの？」

「……悪かったな、根暗が無理して陽キャとつるんでて」

「そういうわけじゃないけど」

　と言ったところで、瀬尾くんは黙り込んだ。言いすぎたと気にしたのかと思うと、少しかわいい。

　──まぁ、野井と喋ってるより、瀬尾くんと喋ってるほうが楽なのはたしかだけど。

　日向の言っていた『合う』が事実だったのか、純粋に話す時間が増えたせいなのかはわからないけれど。〝間が合う〟というやつなのかもしれない。

　改めて考えると、ちょっと不思議だ。根暗のオタクの発想で申し訳ないのだが、俺はわりと息を吸うように他人に合わせて生きている。だから、自然と合う相手がいるなんて、想像もしなかった。

　合わせること自体は苦でもないから、べつによかったんだけど。

　……あ、これか。〝べつにいいんだけど〟。

　浮かんだそれに苦笑いを呑み込んだところで、瀬尾くんが口を開いた。

「っつか、その『瀬尾くん』って呼び方やめない？　彼氏なんだし」

「ええ、……べつによくない？　誰も聞いてないでしょ、そこまで。っていうか、瀬尾くん下の名前なんだっけ」

「海かい成せい」

「へぇ、海成」

　名前までかっこいいな。すごいな、イケメン。謎に頷いて、顔を上げた瞬間。視界に入った表情に、俺はぽかんと口を開いた。

　窓から入る風で揺れる髪も、差し込む光でちょっと眩しそうな、でも、穏やかな瞳も。なんだかびっくりするくらいきれいだったのだ。おまけに、とんでもなく優しい感じまでする。

　もしかして、だけど。彼氏だと、毎秒こんな顔を見ることになるのだろうか。その顔に向かって『海成』？

「いや、無理」

「は？」

　怪訝に眉を寄せた瀬尾くんに、箸を持ったまま、ぶんぶんと主張する。

「無理。なんか、それはすごく恥ずかしい気がしてきた」

　早い話が、この顔面は規格外ということだ。

　きれいなものはきれいだし、かっこいいものはかっこいい。とにかくこれは駄目だ。無理。呼び慣れる前に俺が死ぬ。結論付け、俺は繰り返した。

「瀬尾くんが疑われないようにしたい気持ちはわかるけど、でも、ごめん。うん。これは無理だな」

「なにそれ、なにが恥ずいの」

「いや、わかんないけど！」

　うっかり大きくなった声に、俺は慌てて息を吸った。ついで、ゆっくり息を吐き出す。

　超マイペースの日向や、強心臓の瀬尾くんとは違うので、すぐにパニックになるようにできているのだ。その結果のヒス。かわいそうだな。

「じゃあ、瀬尾で」

「それ、彼氏なの」

「妥協してあげてんの。いいだろ、瀬尾で」

　というか、そもそも、偽装だし。おまえこそ、俺のこと『先輩』としか呼んでないじゃん。思ったものの、後半はすべて呑み込むことにした。

　まだ少し不服そうな瀬尾くん……じゃなかった、瀬尾を見やり、だって、と内心で呟く。瀬尾に『一颯』とか言われたら、心臓がおかしくなりそうな気がしたんだよ。それはまずいだろ。契約的にも。

　いや、本当に。誓って男が好きとかそういう話ではないのだけれど。




「一颯。おまえ、いつ王子と仲良くなったんだよ」

「ちょっと、野井。呼び方」

　教室に戻った途端に絡んできた野井にへらりと笑い、俺は少しずれた返しを選んだ。

　瀬尾が高校でも偽装彼氏設定を利用する気があることには納得したものの、俺から積極的に広める予定はない。つまるところ自己保身である。

「べつに、そこまで王子って感じでもないけど」

「だから、『そこまで王子って感じでもない』って言えるくらい、いつ仲良くなったって聞いてんの」

「バイト一緒なんだよ」

「バイトって、コンビニの？」

「そ。それと、あと、ふつうに日向の友達で。家で会ったらよく喋るし。それでなんとなく」

　そのくらいの交流がある感じじゃないと、昼休みに誘いに来る距離感にはならないよなぁと踏んで、話を少し盛っただけなので、嘘ではない。

　誤魔化すように改めて笑った俺に、野井はにんまり口角を吊り上げた。

「夏休み、バイトバイトで付き合い悪いって思ってたら。そっか、そっか。王子かぁ」

「いや、だから」

「しかもコンビニって。あそこだよな、あの大通りの」

「……そうだけど。見に来んなよ。瀬尾、そういうの嫌がるから」

「なに、そういうのって」

　そういうのは、そういうのだろ。俺だって、自分をからかう目的で上級生がバイト先に顔を出したら嫌だよ。ふつうに。

　即座に言葉は浮かんだものの、訴えても余計に面白がるに違いない。簡単に想像がついてしまい、俺は曖昧な苦笑に留めた。

　小学校からの付き合いだし、悪いやつではないのだけれど。野井の言動はたまに度を過ぎることがあると思う。

　──俺が根暗だから、そう感じるだけなのかもしれないけど。

　瀬尾の、というか、日向の言うところの『オタクのわりに友達が陽キャで謎』というやつだ。野井もだけど、犀川も完全に一軍の陽キャだからな。

　この〝一軍〟という表現が、すでにオタクな気もするけど。

　チャイムが鳴ったことを理由に、俺は誤魔化し笑いで会話を切り上げた。

　時間経過で興味が薄れてくれたらいいんだけど、なんて。

　楽観的だった俺の目論見は、数日後。バイト先に現れた野井と犀川によって、ぶち壊されることになる。





※






「じゃあね、バイトおつかれさまー」

「がんばれよー」

　バイト中に嵐のように現れた野井と犀川は、気の向くままに喋って満足すると、あっさりコンビニを出ていった。

　はは、と愛想笑いで振った手を下ろし、隣に立つ瀬尾を窺う。

「あの、……ごめんね」

　不機嫌そうな顔で黙々とレジ周りの雑事をこなす瀬尾に、俺は取り成す調子で謝った。

　野井が俺の保護者ぶって──瀬尾に絡む方法がそれしかなかったんだろうけど──『こいつ、ちょっとどんくさいけど、よろしくね』と言った瞬間が、最高潮に瀬尾の纏う空気が怖かった。たぶんだけど、喋りかけられたことが嫌だったんだろうな。

　そう考えると、めちゃくちゃテンションの低い声だったものの、『はぁ』と答えただけ愛想を振った可能性もある。だって、俺とのバイト初日の瀬尾もかなりの塩対応だったし。

　最近の瀬尾は懐いてくれている感じがあるので、今となっては懐かしいくらいの塩。二ヶ月ほど前のことを思い返しつつ、そっと言い添える。

「ほら、たまにお昼誘いに来てくれるでしょ。それはぜんぜんいいんだけどさ、気になったみたいで。なんで、俺が瀬尾く……、瀬尾と仲良いのかなってことなんだけど」

「いや、べつに、先輩が謝ることじゃないと思うけど」

　瀬尾が王子ってことじゃなくて、と。続けるつもりだった言い訳を遮るように口を開き、瀬尾はちらりと俺を見た。

「このあいだも聞いたけど。本当に仲良いの？　あれ」

「いや、べつに。その、ふつう」

　じとりとした雰囲気に、はは、と眉を下げる。俺たち全員で告白を覗いてネタにしていたと疑っているのかもしれない。

　否定しづらい部分はあるし、悪ノリやべぇなと思ったことも何度もあるのだけど、でも、悪いやつではないんだよな、本当に。

　説明しがたく、うーん、と俺は唸った。

「まぁ、野井……瀬尾に話しかけてたほうは、小中一緒で、付き合い長くて」

「へぇ」

「幼馴染みってほどではないけど、それなりに昔から遊んでたし。まぁ、だから、今も一緒なのかも。属性違うだろって思うことはあるんだけど、あいつはあんまり思わないみたいで」

　そういうところは、野井の良さなのだろうか。オタクを見下す陽キャも多いわけだし。まぁ、俺のものは俺のもの、おまえのものも俺のもの、みたいなところもあるんだけど。

　はは、と。もう一度苦笑をこぼした俺から視線を外し、瀬尾が言った。

「じゃあ、頼めばよかったのに」

「え？　なにを」

「なんとかしてって」

「なんとか……。ああ」

　変なおっさんに絡まれがちという、俺の謎特性。偽装彼氏のきっかけ。悟った意味に、俺はまた少し笑った。その発想はなかったなぁと思いながら。

「できないだろ」

　それで、する気もない。あたりまえのことだったのだが、瀬尾は不思議に感じたようだった。俺に視線を戻して、「なんで？」と問う。

　クールな印象と反して、瀬尾は存外素直にできている。きちんと目を合わせる意識があるところもそうだし、友達を頼ればいいと考えているところもそうだ。

　かわいくて、少し眩しい。だから、なんでもないような顔で口を開いた。

「男に迫られて困ってるとか。良くて笑い話で、最悪キモがられて終わりじゃん。そうじゃなくても、反応に困るだろ。想像もできないんじゃないかなって思うし」

　小学校の低学年くらいだったとき。不審者に遭ったことをぽろりと話したときの野井の引いた顔を俺はよく覚えている。

　そんな顔を見たら、笑うしかなくなるだろ。俺が笑ったら、「なんだ、笑えばよかったのか」という顔であいつも安心して笑ったし。だから、それが正解なんだと知った。

　それで、俺は、正解に早くたどり着くことができてよかったと思っている。そっか、適当に流せばいいんだって。対処法がわかって、ほっとした。

「俺もべつに想像させたくないし」

　心配をされたいわけでも、憐れまれたいわけでもない。男の俺が頻繁に不審者に遭うことは恥ずかしいとも思う。同じ男なのに怖がるそぶりを見せることもそうだ。

　──だから、誰にも知られたくなかったんだけどな、本当。

　それなのになぁという気分で、俺は眉を垂らした。

「瀬尾にはなんか言っちゃったんだけど。タイミング良すぎて、パニクったのかな」

「笑う必要ないだろ。笑いごとじゃないんだから」

　不満そうな言い方に、慌てて「いや、でも」と取り繕う。

「そういうもんだし。それに、前も言ったと思うけど、本当にたいしたことないっていうか」

「あんたのそういう態度にも問題はあると思うけど。だから、日向も心配しないんだろ」

「いや、……」

　まぁ、そうなんだけど。まともに指摘されると対応に困ってしまう。手持ち無沙汰に視線をさまよわせたものの、こういうときに限って店は暇だった。まぁ、暇な時間帯だから、野井たちも好き勝手に喋って帰ったわけだけど。

　そっと台にもたれ、瀬尾の表情を窺う。

　俺が言ったことで誰かが気を悪くするシチュエーション、苦手なんだよな。なにが余計だったかなぁと省みていると、瀬尾が小さく息を吐いた。俺と並ぶかたちで後ろの台にもたれた瀬尾に、もう一度声をかける。

「あの……」

「まぁ、でも、ちょっと気持ちはわかるけど」

　目の合った瞳が、にこりとほほえむ。

「自分で笑い話にしないとやってられないときってあるし」

「え……。あぁ、まぁ、瀬尾くんもそうだよね」

　あ、また、瀬尾くんって呼んじゃった。慣れないな。そんなことを考えながら、俺は髪を掻きやった。

「言ってたもんね。女の子に絡まれて困ってても、モテ自慢になるって」

　モテ自慢と僻ひがみたくなる気持ちもわからなくはないものの、好きではない相手に迫られる体験は、男女関係なくけっこうなストレスだと思う。

　もっとも、俺のあれは、モテ自慢にすらならないわけだけど。

「そう、そう」

　瀬尾は、あっさりと首しゅ肯こうした。

「でも、先輩はモテ自慢とは思わなかったでしょ」

「まぁ、それは……」

「だから、先輩も、俺の前では笑い話にしなくていいよ。ちゃんと聞くから」

「……え」

「それに、ほら。彼氏なんだし、俺」

　台に置いていた指に、瀬尾の指が触れる。距離が近くてたまたま触れたわけではない、意図を持った接触。驚いて振り向くと、瀬尾が目元を笑ませた。顔が赤くなった気がして、とっさにうつむく。

　なに、本当。なんでこういうことに慣れてるわけ。なんか、めっちゃ照れるじゃん。

「俺の彼氏がイケメンすぎる」

　腹いせに言ったはずの台詞も、瀬尾はさらりと笑い飛ばした。

「よかったね、先輩。先輩にだけだよ。俺がこんなことするの」

「やめろって、そういうの」

「なんで」

「心臓ちょっと変だから」

　ぱしりと瀬尾の瞳が瞬く。

　覚えた居た堪れなさに、俺は小声で言い募った。「心臓が変」だと、ときめいたみたいに聞こえた可能性がある。

「童貞からかって遊ぶなって言ってんの」

「童貞っていうかさぁ、え……じゃあ、先輩」

　ひそめられた声に思わず「ん？」と顔を寄せ、──俺は後悔した。

「処女？」

「──っ、馬、鹿」

　じゃねぇの、と叫びかけた台詞が、自動ドアの開閉音で立ち消える。こちらを見たお客さんに軽い愛想笑いを返し、俺は深く息を吸った。なんなんだ、本当に。

　男相手に処女もなにもあったものじゃないし、いや、女の子に聞いた場合も完全にアウトなセクハラだと思うけど、そうじゃなくて。堪こらえ損ねたふうにくすくす笑う珍しい横顔に、じとりとした視線を送る。

　……なんていうか、すげぇ、日向の友達って感じ。

「なに、怒った？」

　小声で話しかけられ、「べつに」と溜息まじりに応じる。

　変なおっさんに絡まれやすいという事実を承知の上での発言としては、デリカシーなさすぎだろという感じはするし、マジで日向の友達だよなとも思うけど、怒りが持続しなかったのだ。たぶんだけど、雄弁な瞳のせいだと思う。

　クールなようでいて、瀬尾はけっこうわかりやすい。今だって、そうだ。なんでもないふうに確認を取ったくせに、瞳の奥には隠し切れない不安を飼っている。日向みたいというより、もはや大型犬。

　……それで、それをちょっとかわいいと思ってるんだよな、俺。

　心臓もだけど、俺の目もどうかしているのかもしれない。意味のわからないことに、すべて瀬尾限定の不具合なんだけど。

「怒ってないよ」

　ぽつりと言い足したタイミングで、また自動ドアが開いた。ぬるい風と一緒にお客さんがふたり入店する。見上げた時計は、十八時六分を指していた。

　そろそろ忙しくなる時間帯である。気分を切り替え、俺は台から背を離した。




「じゃ、おつかれさまでーす」

　バックヤードを出て、自動ドアを通る前、レジカウンターを振り返って声をかける。

「仲良しだねぇ、遠坂くんたち」

　珍しく夜に店にいた川又さんは──急に休みを取った深夜シフトの人の代わりが見つからなかったらしい──俺たちを見て、にこにことほほえんだ。

　あいかわらずの先生みたいな言いように、はは、と笑い返し、瀬尾とコンビニを出る。

　夏休みも含めて瀬尾と一緒に入ることは多かったし、その流れで一緒に帰ることも多かった。たしかに、仲良しかもしれない。

　苦笑気味に川又さんの台詞を思い返したところで、俺は首をひねった。

　……そういや、俺、瀬尾に触られても大丈夫だったな。

　めちゃくちゃドキッとしたので、そういう意味では大丈夫ではなかったわけだけど、気持ち悪いとは思わなかった。

「なに？」

「あ、……えっと」

　気遣うような声に、慌てて頭を振る。

「なんでもない。ちょっとぼーっとしてた」

「ぼーっとしてたって、家帰ってからぼーっとしてくださいよ、危ないな」

「危なくは……ないだろ」

　だって、瀬尾が隣にいるんだし。偽装だけど、今はこうして一緒に帰ってくれている。あたりまえみたいな顔で。

「あ、そうだ。今日、ちょっと先輩んち寄ってくんで」

「え、なに。日向？」

「そ。あいつ、明日提出のプリントなくしたんだって」

　気づくの遅すぎ、と笑った瀬尾に、ありがとね、と俺は言った。

「え？　プリント？　べつにいいよ」

「それもだけど、なんかいろいろ」

「なに、いろいろって」

　その問いに、曖昧に笑う。自分でも明確な説明をできる気がしなかったからだ。変なの、と呟いた瀬尾に、俺はもう一度笑みをこぼした。

　夜の道を歩きながら、改めて考える。

　日向と友達でいてくれてありがとう、とか、俺と同じバイト先に来てくれてありがとう、とか。こうやって喋ってくれてありがとう、とか。

　瀬尾に対するありがとうは、たぶん、いっぱいあるんだけど。なんだかんだ言ったところで、俺は今がけっこう楽しくて。瀬尾に彼女ができて偽装彼氏が不要になる日は、まだ先でもいいと思い始めている。

　なんてことは、さすがに言えないんだけど。

　苦笑ひとつで思考を留め、俺は「ただいま」と瀬尾と一緒に家に入った。











４．恋の嵐と文化祭（前編）









「うわ、雨」

　コンビニを出た瞬間にぽつりと落ちたしずくに、瀬尾が夜の空を見上げた。十月も半ばになると、さすがに夜は少し冷えるようになる。

　雨が降ると、さらにちょっと寒いよな、と。俺はリュックを探った。今日は学校から直接バイト先に来たので、予備の折り畳み傘が入っている。

　取り出したそれを、はい、と瀬尾に手渡す。

「使っていいよ、それ。俺、ふつうの傘も持ってるから」

「助かるけど、なんでダブル？」

「日向がぜんぜん持ち歩かないから、なんか習慣になってんの。最悪」

「おかんじゃん」

　からかうように、というよりも、どこかほほえましい調子で笑って、瀬尾が折り畳み傘を開く。「今日、自転車なんでしょ」という問いに頷けば、ごく自然と瀬尾の足は駐輪場に向かった。

　新学期が始まって、学校帰りに自転車で来る機会が増えても、瀬尾は一緒に帰ることをやめなくて。おかげで、自転車を押しながら帰る日々も、すっかりあたりまえになっていた。

　たぶんだけど、瀬尾のほうこそ面倒見が良いのだと思う。甘ったれ弟気質の日向が懐いてる現状にも、納得という感じ。

　片手に傘、もう片方の手で自転車を押しながら、細かい雨の中を歩くさなか、でも、と瀬尾が少し前の話題を引っ張り出した。

「なんか、わかった。あいつが無駄にのびのびしてんの、先輩がそうやって甘やかしてかわいがってたからなんでしょ」

「そうかな」

　謙遜ではなく首をひねる。頭上では、ビニール傘が雨をはじく音が響いていた。

「あいつ、昔から要領良くてさ。あと、なんか、年上にかわいがられるタイプっていうか。だからだと思う」

「ふぅん。……あ、そういえばさ」

　さらりと話を変える調子に、少しだけドキリとする。日向の話を嫌がっていると捉えたのではないかと疑ったからだ。

「来月さ、文化祭じゃん」

「ああ、うん。だね」

「公立のわりに派手って聞いたんだけど。そんな感じなの？」

「たしかにそうかも。私立みたいな規模じゃないけど、わりとにぎやかっていうか。クラスで店したり、出し物したり。けっこう楽しいんじゃないかな」

　目立つ弟をねたんでいると思われないように、ことさら明るい声を出す。

　それに、実際、ねたんではいないつもりだ。たまにいいなと思うことはあるけれど、その程度は誰にだってあるだろう。

「先輩は去年なにしたの？」

「去年は展示だった。飲食はできる件数が限られてるから、どうしても上級生が有利なんだよね」

「へぇ、じゃあ、うちも今年は展示なのかな」

「どうだろうな。ステージで劇とかやるクラスもあるけど」

「へぇ」

　少しの沈黙が落ちて、雨の音が大きくなる。明日の朝はやんでるといいんだけど、と雨の音に意識を向ける。雨がひどいとバス通学になるが、あまり好きではないのだ。

　満員電車が嫌な理由と一緒で、人口密度の高い閉鎖空間だから。痴漢は論外だけど、そもそもとして他人と距離が近いの、苦手なんだよな。

「あのさ、先輩」

「ん？」

「文化祭、一緒に回んない？」

　唐突な誘いに瞳を瞬かせた直後。瀬尾の目論見に気がついて、俺は半目になった。

「瀬尾さぁ、それ、女子断るの面倒なだけだろ」

「ばれた？」

「ばれるよ。というか、すごいな。そんなに誘われるんだ」

「まぁ、あと、日向も絶対多野と回るって言うし」

「ああ」

　納得して苦笑した俺に、「嘘」と瀬尾が瞳をゆるめる。

「俺が先輩と回りたいんだけど、駄目？」

　いや、その言い方、ずるすぎるだろ。なんで、そう甘えるのがうまいかな。

　赤くなりかけた顔を誤魔化すように軽くうつむき、そっと顔を上げる。

「瀬尾って上に兄弟いたりする？」

「いないけど、なんで？」

「いや、甘えんのうまいなと思って」

「そんなことはじめて言われたんだけど」

　はじめて言われること多いな。今までどんな交友関係結んできたんだよ。

　自分のことを棚に上げて呆れ半分で思ったものの、すぐに少し腑に落ちた。

　これは本当に少しなんだけど。瀬尾は俺と似ているんじゃないかなと感じる瞬間がある。たとえば、心の底から親しい友達をつくることができなくて、まとわりつく誰かに辟易しているところ、とか。

　そう考えると、覗くなと言って怒った瀬尾の気持ちもわかる気がした。

　おっさんに絡まれている場面なんて、誰にも見られたくない。俺がそう念じたくなる気持ちと、たぶん、同じ。

　結果論で言えば、瀬尾が見かけてくれたから、この関係になったわけだけど。お互いにとって利用価値がある、恋愛契約。でも、これ、本当に瀬尾にメリットはあるのかな。

　ひそかに悩んでいると、「たぶん」と、瀬尾が口を開いた。

「先輩だからだと思う」

「あー……、日向の兄貴だからってこと？」

「じゃ、なくて」

「なくて？」

　珍しく言い淀よどんだ瀬尾を見上げると、さらに珍しいことに目を逸らされてしまった。

「いや、それもあるかもだけど。……いや、それでいいや、もう」

「なに、それ」

　反応がかわいかったことも含め、堪え切れずに笑みがこぼれる。俺が言うことではないと思うけど、なんか、たまに本当にかわいいんだよな。

　笑っているうちに別れる角に差し掛かり、じゃあ、と俺は手を振った。

「瀬尾も気をつけてな」

「うん。ありがと、傘」

「ぜんぜん。次のバイトのときにでも返してくれたらいいし」

　昼休みに瀬尾が現れることはあるものの、毎日一緒に食べる約束をしているわけではない。瀬尾も日向や羽純ちゃんと食べる日があるし、俺も野井たちと食べることがある。

　個人的には、瀬尾と食べる時間は落ち着くから好きなんだけど。そのあたりの選択は瀬尾に任せようと決めていた。

　これも俺に言える台詞ではないし、兄貴ぶっていると言われると返す言葉はないのだが。瀬尾にもっと仲の良いクラスメイトができたらいいな、という思いはあるのだ。

　……だって、誤解されやすいだけで、いいやつなんだよな、本当。

　その事実を、俺はよくよく思い知っている。

「わかった。じゃ、先輩も気をつけて」

　またね、とほほえんで踵きびすを返した瀬尾を見送り、俺も自転車と一緒に足を踏み出した。





※






　瀬尾がはじめて教室に現れた日は大騒ぎだったものの、週に一、二度の頻度で顔を出す日々が続くこと、二ヶ月弱。

　どうにか日常風景と化したはずだった訪問は、瀬尾が朝に顔を出すというイレギュラーで、あっさり注目の的に舞い戻った。

「べつによかったのに」

　興味津々の視線を背中に感じつつ、俺は教室のドア付近で傘を受け取った。ひさしぶりに感じる居心地の悪さも相まって、ついつい苦笑いになる。

「朝一で持ってきてくれなくても。っていうか、日向に渡してくれたんで本当によかったんだけど。それか次のバイトでも」

「まぁ、そうだけど」

「けど？　もしかして、瀬尾、借りたもんずっと持ってんの苦手な人？」

　なにを隠そう、俺もそのタイプなので気持ちは大変よくわかる。ちなみにだけど、真逆のタイプの日向は常に借りパク一歩手前のチキンレースだ。「あれ、これ、兄ちゃんのだったっけ？」という台詞を、俺が何度聞いたことか。

　瀬尾相手にはしてないといいんだけど、と。若干の不安を覚えていると、ぷはっと瀬尾が笑った。クールが代名詞の王子の笑顔に、わかりやすく背後がざわつく。

　わかる。基本が塩対応のやつがこういう笑い方すると、クるものがあるよね。俺は最近大型犬と捉えることで耐えているので、免疫をつけたい人は真似をしたらいいと思う。

「ううん、たまには朝にも先輩の顔見ようと思って」

「あー……、うん」

　そういう誤解を招く言い方はやめようね、と告げようとした台詞を、俺はもごもご呑み込んだ。そういう誤解を招きたい関係だったと思い出したのである。取り繕うように、へらりとほほえむ。

「ありがとね」

「なに、その微妙な顔」

「いやぁ」

　わかってるでしょ。愛想笑いを維持する俺を見て、瀬尾は俺の背後──つまるところ教室内をちらりと見渡した。

「あの……、瀬尾？」

「ま、いいや。それ返しに来ただけだから」

「あ、……うん。ありがとね」

　ぎこちなく笑う以外の返し方がわからず、やんわりと手を振る。

　良くも悪くも瀬尾は慣れているのだろうけれど、複数の視線を背中に感じる状況は、どうにも落ち着かない。

　その俺に向かって控えめに目元を笑ませると、じゃあね、と瀬尾は踵を返した。なんだ、あのイケメン。俺がリアルに彼女だったら、心臓をぶち抜かれているに違いない。

　女子に話しかけられないよう、うつむきがちにそそくさ席に戻る。と、前の席の野井が振り返った。興味半分、呆れ半分といった顔で野井が口を開く。

「マジで懐かれてんのな、王子に。なんか、俺、睨まれた気がすんだけど」

「してない、してない」

　万に一くらいの確率で、コンビニまでからかいに来たことを根に持っている可能性はあるけれど。

　瀬尾は案外おっとりしているというのが、最近の俺の見立てなのだ。イノシシみたいな側面もあるものの、のんびりというか、いい子というか。なんか、そんな感じ。

　苦笑いを刻み、返してもらった折り畳み傘をリュックにしまう。

「本当にいいやつだよ、瀬尾。傘も早く返さないと落ち着かなかったんじゃないかな。たぶんだけど。けっこう真面目なんだよね」

「真面目ねぇ」

　想像できないと首をひねった野井に、まぁ、そうは見えないよなぁと内心で同意を示す。瀬尾、ギャップの宝庫って感じあるし。

　冷たそうに見えるけど、空気が読めて、なんだかんだ言っても優しくて。それで、他人に悟らせないレベルの気遣いがうまい。

　誤解を招きたい関係であることを思い出した、という事実がまさにそれで。高校での瀬尾は〝自分の親友の兄貴で、自分も懐いている仲の良い先輩〟いうポジションに俺を置いてくれている。

　九月の最初。はじめて瀬尾とふたりで昼を食べたとき。『先輩がいたら、最悪デートっつったら諦めるでしょ』との発言に、俺が内心怯んだ事実を見抜いていたのだと思う。

　アルバイト中だけであればともかく、目立つことが苦手な俺にとって、校内で〝あの王子の彼氏〟という視線を浴びる立場はきついものがある。

　それが本音だったので、偽装彼氏の話を瀬尾が持ち出さない現状は正直とてもありがたい。ただ、同時に、瀬尾にとっての偽装彼氏のメリットはますますなくなってるんじゃないのかな、とは少し疑っているのだけれど。





※






　ホームルームの時間が文化祭準備に充あてられるようになり、放課後も有志で集まるようになると、学校全体がぐっと文化祭に染まり出す。

　クラスで一致団結して和気あいあいと行事に取り組む、陽キャのハッピーシーズンというやつだ。

　──陽キャだけじゃないかもしれないけど。でも、だって、野井も犀川も異常に生き生きしてんだもん。

　溜息を呑み、ちらりと教卓を窺う。学年一の美少女と名高い櫻さくら井いさんを含む女子グループと、きゃっきゃと話し合う犀川たちは大変楽しそうだった。

　イベントの主導権を握るのは、一軍陽キャと相場は決まっているわけで。

　陽キャぶっているだけの俺と、『うちのクラス、ＢＬカフェにしようよ』と盛り上がった一軍女子に追従した一軍男子──主に野井と犀川のことだ。本当にやめてほしかった──が対抗する術すべなどあるわけがない。

　その結果、こうしてひっそり気配を消して雑用に勤いそしんでいると、そういうわけだ。

　というか、なんで彼氏持ちの一軍陽キャがＢＬ好きなの。顔赤らめて『好きなんだよね』とか告白しなくていいから。おかげで、犀川が完全にその気になったじゃん。

　野井も野井で『最近流行ってんだってね、ＢＬドラマ』じゃねぇよ。どうせ恋れんちゃん──野井の中学生の妹のことだ。いい子でかわいい──から得た情報なんだろうけど。

「あ、段ボール足りないかも。事務室にあるかな」

　同じグループで作業中だった原はら野のさんの声に、鬱々とした思考を封印し、俺は立ち上がった。

「じゃあ、聞いてくるよ、俺」

「え？　いいの？　一緒行く？」

「聞いてくるだけだから、大丈夫。なかったらスーパー行かなきゃになるし、そのときは誰かついてきてほしいけど」

　荷物持ち的な意味で。だよね、と笑った原野さんに、行ってくるね、と告げて、教室を出る。いつもの六時間目と違い、文化祭準備期間中の校内は廊下を歩くだけでもにぎやかだ。

　開いた窓から入り込む風も涼しくて、もうすっかり秋だなぁ、と。俺は少ししみじみした気分になった。




「段ボール？　ちょうどあとふたつ残ってるよ。大きいのはもうみんな売れちゃったんだけど。これで大丈夫かな？」

「あ、大丈夫です。ありがとうございます」

　サイズが足りない可能性があってもないよりはマシだろうとの判断で、俺は笑顔で事務員さんから段ボールを受け取った。

　段ボールを抱え、のんびり渡り廊下を歩く。教室と事務室は少し離れているので、気分転換にはちょうどいい。まぁ、そんなことを言っても、俺はぐるぐる考えてしまうのだけど。

　──ＢＬカフェなぁ。

　メイドカフェであれば、「好き勝手にメイド服着てよ、女子」で済んだ話だったのに。たまらずひとつ溜息をこぼしたところで、俺は立ち止まった。声には出さず、瀬尾じゃん、と呟く。

　渡り廊下の奥、中庭に続く方角に見えた背中に、ふらりと一歩を踏み出す。

　教室に戻る時間を引き伸ばすための、現実逃避。そのつもりだった足が、瀬尾がひとりではないと気づいた瞬間に、ぴたりと止まる。

　……また、告白されてんのかな。

　そう思ったのもつかの間。ちらりと見えた横顔の柔らかさに、俺は違うと確信した。よくわからないまま、ドクンと心臓が鳴る。

　瀬尾が女の子とふたりでいるところを見ることは、はじめてではない。むしろ、間々あることだ。俺が瀬尾を知ったきっかけも、女の子に告白される場面を目撃したからだったし、〝瀬尾にがんばって話しかける女の子の図〟を見たことは何度もある。

　ただ、そういうときの瀬尾は塩対応を徹底していて、だから。

　そこまで考えたところで、俺はふるりと首を振った。

　──瀬尾が女の子とふつうに喋ってたからってショックはおかしいだろ。

　あるいは、俺にだけ都合が良くて、心地の良かった〝偽装彼氏〟が終わるかもしれないと気がついて動揺したのだろうか。瀬尾に彼女ができるまでの期間限定とわかっていたのに。

「なーに、サボってんだよ、一颯」

「お、わ！」

　唐突に肩に腕を置かれ、俺はぎょっとした声を上げた。

「なに、その反応」

　肩を揺らした過剰な反応に、野井のきつい印象の瞳が丸くなる。当然と言えば当然の態度に、俺はへらりとした笑みを取り繕った。

「や、びっくりして。急に現れんなよ」

「おまえが戻ってくんの遅いからじゃん」

「え？　そんなに遅かった？」

　まぁ、たしかに、ちょっと戻るの面倒だなぁとは思っていたけれど。

　焦った俺に、「嘘」と野井が口角を上げる。

「探しに来た。一颯いないとつまんないから」

「……野井さぁ、それ、櫻井さんに頼まれたとかじゃないよね」

　嫌な予感に、俺の愛想笑いは引きつった。ＢＬカフェをやりたいと言い出した諸悪の根源のめちゃかわ女子。その櫻井さんが、ＢＬカフェなんだからさ、男子の店員同士でイチャついてほしいよね、あと、写真サービスとか。などと恐ろしい提案をし続けていることは知っている。完全に俺の今関わりたくない人ランキング一位。

「そう照れんなって。俺も犀川も一緒に店員やってやるから」

「いや、俺、本当に裏方でいいんだけど」

「一颯がいないと始まんないから駄目」

「ええ、……なに。始まんないって。怖いんだけど、その言い方」

「まぁ、いいから、いいから」

　まったくなにも良くはないし、野井の機嫌の良さが怖すぎる。ぐったりした溜息を堪え、はは、と俺は愛想笑いを浮かべ直した。

　悪気なくきゃっきゃっと提案する櫻井さんは、正直めちゃくちゃきついんだけど。固こ辞じしてクラスの雰囲気を悪くすることは、俺にはいっそうきついのだった。

　瀬尾のことは意識から外し、野井と教室に向かう。

　俺がいないあいだに盛り上がったという〝マジ勘弁して〟なアイデアを聞かされた時点でヤバかった俺の表情筋は、教室で待ち構えていた櫻井さんの「店員、やってくれるよね」というほほえみで（この顔で頼んだら男は断らないでしょと確信している顔だった。いや、まぁ、かわいいとは思うけど）、完かん膚ぷなきまでに引きつる羽目になった。櫻井さんの情熱、マジでどうなってるんだろう。

　──いや、いいんだけどさぁ、べつに。断れるなんて思ってなかったし。

　幾度目かの巨大な溜息を我慢して、原野さんたちのもとに戻る。貰った段ボールのサイズに問題はないという回答に安心し、やりかけだった作業を再開すべく、俺は輪の隅にしゃがみ込んだ。

　配属された小物班の主な作業は、原野さん作のめちゃうまイラストを拡大して段ボールに貼って看板にしたり、装飾品を作ったりすることだ。

　少女漫画っぽい男キャラがイチャつくイラストについて熱く語らう原野さんたちを横目に、段ボールを伸ばし、切断するラインをシャーペンで入れる。

　地味な作業は好きだし、本番もずっと裏方でいいんだけどな。

　この期ごに及んで諦めの悪いことを考えながら、俺はとうとう溜息をこぼした。

　断るほうがストレスだし、本当にべつにいいんだけど、でも。

　周りを気にして、へらへら愛想笑いで誤魔化して。自分の意見を主張する勇気のない俺は、やっぱり、ちょっとかっこ悪い。











５．恋の嵐と文化祭（中編）









　あ、またあの子と喋ってる。

　窓の外。いや、まぁ、なんでいつも盗み見してるんだって話なんだけど。

　自分自身に呆れながら、俺は瀬尾と女の子を見下ろした。

　瀬尾を認識した日と同じ、教室の前の廊下から。あの日と違うのは、開いた窓から吹き込む風が少し冷たくなったことと、眼下のふたりが楽しそうに通り過ぎていったこと。

　なんだ、やっぱり、仲良いんじゃん。誰に言うでもなく胸の内で呟く。校則違反ギリギリの明るめの髪をショートカットにした、クラスの中心で笑っているタイプの女の子。

　ふぅん、瀬尾、ああいうのが好みなんだ。

　べつにいいけど。俺には関係ないんだし。

「一颯ー、ちょっと。こっちこっち」

「あ、ごめん。戻る」

　教室の入口から顔を出した犀川に呼ばれ、俺は慌てて窓際を離れた。

　文化祭の準備もそろそろ終盤で、クラスの雰囲気は楽しげであるものの、同時になかなか慌ただしい。

「あ、遠坂くん。当日なんだけどさぁ」

　満面の笑みの櫻井さんから逃げ出したい欲求を抑え「うん、当日」と俺は必死に笑い返した。

　本番が近づいた本日も、櫻井さんのアイデアが留まる気配は微み塵じんもない。むしろ、ますます絶好調。たぶんだけど、犀川がよいしょしてるんだろうな。

『衣装は制服にするからお金かかんないしぃ』はともかくとして、『だからぁ、高校生ＢＬを全面に出そうと思ってぇ』は、マジでやめてほしいのだが、愛想笑いにしかならない。なんだ、高校生ＢＬって。『遠坂くんは瀬尾くんと仲良いっしょ、あんな感じで大丈夫』じゃねぇんだわ。




「なんか、兄ちゃん、日に日にぐったりしてるけど、大丈夫？　文化祭、喫茶なんだろ、楽しくねぇの？　あ、陽キャの皮被るのに疲れたの？」

　羽純ちゃんとの通話を終えた日向から届いた流れるような悪口に、はは、と俺は乾いた笑みを浮かべた。

　ダイニングテーブルにあご肘をついたまま、疲労回復剤のはずの文庫本も閉じたまま。それは、まぁ、さすがの日向も多少は心配を──いや心配か、これ。いや、心配ということにしておこう──するというものだ。

　……でも、日向は元気だな、あいかわらず。

　クラスの準備もあるだろうに、夜はかかさず羽純ちゃんと通話して、なにやらいつも大爆笑。

　呆れ半分に感心したところで、まぁ、でも、と俺は思い直した。櫻井さんも犀川も野井もみんなキラキラ楽しそうなので、真の陽キャとはそういうものなのかもしれない。

「いや、大変でさぁ、準備。日向は元気そうだね」

「元気っつか、うん、まぁ。みんなで一緒に準備すんの楽しいじゃん」

「うわ、リア充」

「羽純ともクラス一緒だし」

　二発目の「うわ、リア充」はどうにか呑み込む。だって、僻みっぽくなったら嫌だし。楽しそうにしていることはいいことだと思うし。

「あと、瀬尾も楽しそうにしてるけど。ようやくちょっとクラスに馴染んだみたいな」

「へぇ」

　よかったじゃん、と俺はおざなりに応じた。だから、最近、昼休みに来ないんだな、とは少し思ったけど。でも、べつに、それだけ。

　瀬尾に仲が良い同級生が増えたらいい、と。謎の兄貴目線で願ったとおりになっているのだから、喜ぶべきだとわかっている。

　──でも、そういや、最近、コンビニでも会ってないな。

　文化祭の準備優先で、シフトを減らしているのかもしれない。

　どこまでも人が良い川又さんは、「シフト調整は店長の仕事だからね」が口癖で、「代わりを見つけてから休め」なんてことは絶対に言わないし、テスト前に休んでも嫌な顔を見せることはない。野井や犀川のバイト話を聞くたびに、ホワイトの極みなんだろうなと拝みたくなるほどだ。

　そんないいバイトなんて、たぶん、なかなかないわけで。だから、瀬尾も長く続けたらいいと思う。





※






　土曜日の昼下がり。控えめなノック音とほぼ同時に自室の扉が開き、瀬尾がひょっこり顔を出した。

「入っていい？」

　声かけとドア開ける順番、逆じゃない？なんて思ったものの、ひさしぶりに会ううれしさが先に出た。

　向かっていた勉強机から、ぱっと身体ごと振り返る。

「瀬尾も来てたんだ」

「うん、まぁ」

　瀬尾がドアを閉めると、階下から響く和気あいあいとした声が遠くなった。代わりに近づいた声が問う。

「勉強？」

「ううん、本読んでた」

　ぱたんと文庫本を閉じて、苦笑を向け直す。

「日向の友達が集団で来る話は聞いてたから、図書館でも行こうって思ってたんだけど、ちょっと寝すぎちゃって」

「へぇ、じゃあ、ちょうどよかった」

「なにが？」

「だって、先輩いなかったら、会えなかったじゃん」

　さも当然という雰囲気に戸惑って、まじまじと見上げてみたものの、瀬尾の表情に変化はない。

「いや、……それは、まぁ、そうなんだけど」

　というか、おまえ、日向に会いに来たんじゃないの。それはまぁ、瀬尾が夏休みに遊びに来たときは、居間で一緒に喋ったこともあったけど。

　しどろもどろに呟くと、瀬尾は少し困ったふうに眉を下げた。こちらの困惑を察知したらしい。

「ちょっと人数多すぎ。疲れた」

「ああ、そういう」

　ていのいい言い訳だったと納得して、「座る？」と俺はベッドを勧めた。

　日向と違い友達を家に呼ぶキャラではないので、勉強机と本棚のほかはベッドくらいしかないのである。

「え、いいの？」

「いい、いい。あ、じゃあ、なんか布かけよっか。たしかあった気がする」

　ベッドをソファー代わりにするためのベッドカバーは、母さんが日向のものを買うタイミングで一緒に用意してくれたものだ。『あんたも友達呼んでいいんだからね』という憐れみの混じった台詞もセットだったわけだが、さておいておく。

　ほとんど新品のそれをクローゼットから取り出してベッドにかけると、安心した態度で瀬尾が腰を下ろした。なんとも言えず、行儀が良い。こういうところも、昼間シフトのおばさま方に大人気の要因なんだろうな。

　隣に座ると距離が近すぎる気がして、勉強机の椅子に腰をかける。ベッドのすぐ隣に机があるから、まぁ結局近いんだけど。

「すげ。本当に本いっぱいあるんだね」

　控えめながらしっかり部屋を見渡した瀬尾の視線が本棚で止まる。物珍しげに眺めながらの感想に、「うん、まぁ」と俺は曖昧に頷いた。

「借りていい？　なんかおすすめとかある？」

　どうせオタクだって思ってるんだろうな、と。被害妄想を極めていたところだったので、きょとんとした顔を返してしまった。

「瀬尾、本読む人だった？」

「ううん、ぜんぜん」

「えっと、ネット小説とか。それか小さいころ実は児童書が好きだったとか」

「ううん」

「ええ、じゃあ、なんで」

「先輩が好きなら読んでみようかなって思ったんだけど、変？」

「変、ではないけど」

　たらしだわ、完全に。もごもご口にしながら、すくりと立ち上がる。本好きのオタクというものは、他人に自分のおすすめを貸すことが好きなのだ。

　張り切って本棚の前に移動して、なにがいいかな、と思考を巡らせる。あまり本を読まないのであれば、読みやすい文体のものがいいだろうか。それとも、ドラマ化になった話題作のほうがとっつきやすいだろうか。

　うーんとひとりで唸って、背表紙を眺めたまま瀬尾に問いかける。

「瀬尾さぁ、どんなのが読みたいとかある？」

「どんなの」

「うん。たとえば、ミステリーがいいとか、映画になったやつがいいとか」

「先輩が一番好きな本ってあるの？」

「一番か」

　一番と言われると、正直すごく悩んでしまう。そのときの気分で「今はこれが一番」みたいになることもあるし、それに、目立つところに並べている本は気に入っているものばかりだ。

　──でも、そうだな。一番か。

　上から二段目の一番左端。長らく定位置になっている場所から、目当ての文庫本を抜き出す。めちゃくちゃ流行った本ではないけれど、めちゃくちゃ無名の本でもない。いわゆる〝ふつう〟の本。

　特別なことは起こらない柔らかな文体の小説で、退屈だという評価もあるものの、俺はなにも起こらない感じと、文体からにじむ優しい空気が好き。ここ数年の一押し。

　文庫本を手に振り返って説明すると、瀬尾はあっさり手を伸ばした。

「じゃ、それがいい。貸して」

「え、……本当に？　俺は好きだけど、けっこう地味な話だと思うよ？　あ、文章は読みやすいほうだと思うけど」

「だから、いいって」

　ちょっとびっくりするくらいの柔らかい苦笑に、おっかなびっくりで一歩進んで本を渡す。ありがと、と受け取った瀬尾は、立ったままの俺を見上げ、不思議そうに瞳を揺らした。

「っつか、こっち座ったら？」

「あ、じゃあ」

　そうしようかな、ともごもご呟いて隣に腰を下ろす。挙動不審だったに違いない。ヤバい、恥ずいな。そっと息を吐いて、俺は右隣を見やった。

　渡した本をぱらぱらとめくる瀬尾の横顔は、テレビから飛び出してきたんじゃないかなと疑うレベルで整っている。それで性格も良いとか、改めてめちゃくちゃレアな生き物だ。

　そんな生き物が、俺の部屋に存在していいのだろうか。むずむずした据すわりの悪さを覚え始めたところで、瀬尾がこちらを向いた。

「なに？　あ、大丈夫だよ、これ。ちゃんと読めそう。しっかり読むのは家でにするけど」

「あ、よかった」

　変に意識しないように気をつけて、首を縦に振る。そういう意味で見ていたわけでは、たぶん、なかったのだけれど。「読めそう」という感想にほっとして、「しっかり読むのは家」という台詞をうれしく感じたことは本当だ。

　日向は俺の本に興味はないし、学校でも読書が趣味という友達はいない。だから、余計に。俺が好きだというものに興味を示して、建前だけでなくきちんと読もうとしてくれる瀬尾の姿勢がうれしかった。

　──いいやつなんだよな、本当。

「あのさ」

「ん？」

「文化祭の準備、楽しいんだって？」

　よかったじゃん、と言うと嫌味に聞こえる気がしたので、そちらは呑み込む。

　一瞬きょとんとした瀬尾は「あー……」と迷うような声を上げると、本を閉じた。

「楽しいっていうか、まったく参加しないはさすがにまずいでしょ」

「でも、日向、瀬尾も楽しそうって言ってたよ」

　だから、最近は昼休みも来ないんだろ、とは。もっと言えるわけがない。

　楽しいのならなによりだというふうに笑えば、一拍置いて、まぁ、と瀬尾は認めた。

「春のころよりはそうかも。なんか、ようやくちょっとふつうになったっていうか」

　バイト先からの帰り道が、まだ蒸し暑かったころ。『俺を俺として扱ってくれるなら、それでいいよ』と瀬尾が言ったことを、俺はしっかり覚えている。

　目の当たりにしたうれしそうな表情に、ああ、こいつ、本当に顔で苦労したんだろうなぁと気がついて、かける言葉がわからなくなったからだ。

　あのときの対象は俺だったけれど、今はクラスメイトがそうなりつつあるということ。もちろん、全員ではないだろうけれど。

「よかったじゃん」

　だから、なんでもないふうに俺は言った。嫌味に聞こえることはないと信じて。だって、なんでもないことであるべきだ。

　いつか大型犬みたいだと評したとおりで、瀬尾は心を開いた人間にわりとすぐに懐くから。それで、本質は素直ないいやつだから、歯車さえ合えば、クラスでもうまくいくとわかる。

　よかったじゃん、と。俺は内心で繰り返した。

「っていうか、先輩こそ楽しいんじゃないの？　俺と違って友達も多いし」

「俺はべつに」

　おまえや日向みたいなんじゃないし、とこぼしそうになった台詞を押し留める。

　俺が心を開ききっていないことが原因なのに、被害者ぶった言い分になりそうだったからだ。野井や犀川にとっては風評被害がすぎる。苦笑を浮かべ、俺は言葉を継いだ。

「ってか、ふつうに忙しくてさ。こないだも顔死んでるって日向にめっちゃ馬鹿にされた」

「馬鹿になんだ」

　心配じゃないんだという雰囲気に、もう一度笑う。

　友達である瀬尾に対しては素直に心配を示すこともあるだろうが、俺に対してはそんなものだ。まぁ、べつにいいんだけど。

「まぁ、ほら、日向だから。瀬尾のクラスはお化け屋敷なんだっけ？」

「そうだけど。先輩のクラスは？　なにやんの？」

「……ＢＬカフェ」

「なんて？」

　ものすごく不審げに聞き返され、思わず唇が尖とがる。

「ゴリ押したの、女子が。クラスの中心的な子だったから、犀川とかも──あ、これは男なんだけど。いいじゃんって乗り気になって」

　そうなったら、陰キャには否を唱える権利なんてないってわけ。いや、オタクっぽい女子もうれしそうにしてたけどさ。

　早口になった説明に、「ええ」と瀬尾は引いた声を出した。その反応はわかるけど、俺が決めたわけではないと主張したい。

「っつか、なにすんの？　先輩は。その、ＢＬカフェで」

　引いた声同様の、なんなら不機嫌そうにすら見える顔に、俺は視線を泳がせた。二年が馬鹿なことしてるって、呆れてるんだろうな。

「…………店員」

「店員？　え、ふつうに飲み物出したりする？」

「ふつうに飲み物出したり、女子考案の絡みをしたりする」

　ちなみに、店員は男子オンリーだ。ＢＬカフェなので。

　ぼそぼそと告げた俺に、「ええ」と瀬尾はさらにドン引きした声を出した。

　いや、わかる。わかるけどさ。俺が好きでやりたいわけじゃないんだって、本当に。

　──あ、でも、そういや、瀬尾、嫌なら自衛すればいいのにって言ってたな。

　ほぼほぼ初対面だったころの、夏の記憶だ。正論だとわかっているし、瀬尾はきっと断るのだろうなぁとわかるものの、俺にはかなりレベルが高い。

　情けない自覚はあったので、俺は明るい声を出した。

「いや、でも、まぁ、みんなでやるし、仲良いやつも多いから」

「嫌じゃないの？」

「え……」

「だって、先輩、おっさんと距離近いの苦手でしょ。先輩に迫ってくるやつじゃなくても、ふつうに」

　呆れていたわけではなく、まっとうに心配してくれていたらしい。

　気がついた事実に、俺は曖昧な笑みを返した。その気持ちはうれしいのだが、同時に少し恥ずかしい。だが、瀬尾は質問を止めなかった。

「それとも、おっさんじゃなかったら大丈夫なわけ？　友達とかだったら」

「あー……、そうだな」

　正直なところ、身体接触は苦手だ。悪気はないとわかっていても、距離の近い野井や犀川に触られて嫌だなと感じるときもある。

　まぁ、なぜか、このくらいの距離で座っていても、瀬尾に対して不快になることはないんだけど。

「まぁ、そうかも」

　もろもろを言葉にしないまま頷くと、考えごとをする調子で瀬尾が「ふぅん」と呟いた。その態度のまま首を傾げる。

「じゃあ、俺も触っていいってこと？」

「へ？」

「へ？　って。嫌じゃないって言ったじゃん」

「いや、言ったけど、ちょ、──瀬尾！」

　急接近した瀬尾の顔面に負けた上体が、ぐらりと傾ぐ。背中からベッドに倒れ込み、俺は瀬尾を見上げた。
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　……いや、なに、この状況。

　この、瀬尾に押し倒されてる、みたいな。

　頭に浮かんだ表現に、顔が熱くなる。その俺の変化にだろう。瀬尾が、ふっと笑みをこぼした。

「そこまで顔真っ赤にされると、さすがに俺も照れるんだけど」

「絶対なにも照れてないだろ!?」

　叫んでも、なにも変わりがないことが良い証拠である。妙に楽しそうにこちらを見下ろすだけ。本当の本当に慣れすぎだ。

　ひとりで焦る自分が馬鹿に思え、はぁと溜息をつく。どうにか少し落ち着いた心で、俺はじとりと瀬尾を見つめた。




「っていうか、なんなの、本当。『じゃあ、俺も触っていい？』って」

　今の状況もそうだけど、そもそもの発言の意図からして不明である。

　当然のつもりだった質問に、瀬尾は口を曲げた。

「なんか、ずるいなって」

「は？　ずるい？」

「ＢＬカフェだったら、こういう絡みもやるのかなって思って。彼氏、俺なのに」

「いや、彼氏って偽装じゃん」

「偽装でも彼氏でしょ」

「それは、まぁ、そうだけど。っていうか、絡みって、指でハートつくるくらいだと思うんだけど……」

　というか、こんな絡み方、絶対、無理だし。

　もそもそ続けるうちに、落ち着いたはずの恥ずかしさが再び上昇し始める。それなのに、瀬尾は「なんだ」と安心したふうに瞳をゆるめた。

「じゃあ、俺だけだね」

「俺だけって。それは、まぁ、瀬尾だけだよ」

　答えた直後、俺ははっとした。

「いや、あの、変な意味じゃなくてね？」

「うん」

「友達だったら、ここまでは無理って意味で」

「うん」

「……ちょっと、瀬尾」

　どんどん赤くなる顔を自覚したまま、「面白がってるだろ」とぼやく。そうじゃなかったら、なんなの、その反応という話だ。

「そんなことはないけど。まぁ、でも、そうかも」

　くすくす笑いながら、瀬尾が身体を起こす。完全に、俺をからかって遊んでいるときの顔だった。悶もん々もんとしたまま、俺も起き上がる。と、階下から瀬尾を呼ぶ日向の声が響いた。

　思わず目を向けたものの、瀬尾はなにごともなかった調子で、文庫本を手に立ち上がった。

「じゃあ、ありがと。これ、借りてく」

「あ、……うん」

　確認に一拍遅れて頷くと、もう一度「じゃあね」と瀬尾がほほえむ。ぱたんと閉まったドアを前に、俺はたまらず息を吐いた。

　いや、本当に、なんなの、あのたらし。本のこともそうだけど、事故とは言え平然と人を押し倒すし。

　からかっただけだったとしても、まだドキドキしてるんだけど。

　二度目の溜息をつき、たらしにしても、おまえさぁ、と心のうちでひとりごちる。気になっただけで、問えなかったこと。

　──いつまでこれ続けてくれるつもりなわけ？　いや、いいんだよ。俺はいつまででも。

　でも、おまえはさ。彼女欲しくなったりしてるんじゃないのって。そんなことも考えちゃうわけじゃん。なんか見ちゃったからさ。

　みっともない感情が胸に渦巻いて、さすがにちょっと自己嫌悪だ。それでも思考は止まらないのだから、嫌になる。

　──彼女とか面倒くさいって言ってたけど、ショートカットの子と仲良さそうにしてたじゃん。だから昼休みも、俺のところに逃げる必要がなくなったんだろ？

　我ながら絶対に口にできない台詞のオンパレード。嫉妬だと思われて、面倒だと距離を取られかねないものばかり。

「あーあ」

　言葉にして呟いて、俺は再び仰向けにベッドに寝転んだ。本当になにをやっているのだろう。

　俺には関係ないはずのことでうじうじ悩んだり、ひさしぶりに話せたと喜んでみたり。こんなの、初恋に浮かれてる小学生女子みたいじゃん。
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「肉まんって冬の食べ物だよね。ふつうに暑いときから売ってるけど」

「ああ」

　人の少ない店内で交わすとりとめのない話に、俺は笑って頷いた。

　俺の部屋で喋ったとき以来に会う瀬尾に、勝手にドキドキしていたことが馬鹿らしくなる、いつもどおりの雰囲気。

　拍子抜けしたものの、それ以上にほっとして、やっぱり、瀬尾とふたりで入るシフトは好きだな、と実感する。

　真矢さんや木内さんが楽だと思っていたのに、いつのまにか、瀬尾と入る時間が圧倒的に楽になってしまった。これも相性というのだろうか。

　ちなみに、これもやっぱりなんだけど、瀬尾がバイトのシフトを減らした理由は、文化祭の準備がヤバかったかららしい。

　ＢＬカフェの衣装は学校の制服にエプロンだから簡単だけど、お化け屋敷はそうはいかないだろうし。小道具とか、まぁ、大変そうだよな。

「なんか、前に川又さん言ってたよ。川又さんが学生のころは肉まんは寒いときしか売ってなかったのに、今はぜんぜん暑いのに九月から発注してるって」

　だからって、やっぱり暑いと売れないんだけどねぇ、とも笑っていたけれど。川又さんの弱り笑顔を思い出して肩を揺らした俺に、「仲良いよね」と瀬尾が言う。少し拗すねたような口調だった。

「仲良い？」

「え。先輩と店長が。おっさんなのに」

「おっさんって、あんな無害なおっさんいなくない？」

　しかも、一応、店長なんだけど。まぁ、この時間はもういないけど。

　ちらりと壁にかかる時計を見上げ、取り成すように俺は続けた。勤務終了の二十一時まであと四十分。

「家族思いだし、俺らにも優しいし。世の中のおっさん、みんなああだったら平和だと思うよ、俺」

「先輩は、ああいうおっさんがタイプだっていう話？」

「タ……、うーん」

　ないと断言すると、推しの川又さんを全否定した気分になる。

　タイプとかそういう話ではなかった気がするんだけどなぁと悩んだ末、俺はもごもごと首をひねった。

　……いや、でも、なんか、似たようなこと聞いたな、俺。

　瀬尾とはじめて一緒のシフトになった夜のことだ。沈黙怖さに『どんな子が好きとかあるの？』と適当な話題を振った結果、とんでもなく嫌そうな顔をされている。

　だが、たしかにこの質問は答えづらい。内心で反省していると、瀬尾が問いを重ねた。

「じゃあ、どういうのが好きなの？」

「なに、それ。世間話？」

「うん。半分は本気の興味だけど」

「ええ……、どうだろうな」

　どういうのが好きと言われても、ぱっと思い浮かぶものはない。というか、これ、やり返されてるのかな、もしかしなくても。

　そう疑いながら、思考を巡らせる。

　本当のことを言うと、女の子にそういう目を向けることが俺は少し苦手だった。たぶんだけど、おっさんの視線の気持ち悪さを痛感しているせいだと思う。誰にも言えない、謎の罪悪感。

　野井や犀川が、あの子がどうのこうのと話す内容もしんどいなと思う瞬間があるのだから、我ながら相当だ。

　もちろん、質問されたときのための無難な回答は用意してるけど。

　話しやすくて、素直な子。そのはずだったのに、俺の頭をよぎったのは、なぜか瀬尾の顔だった。

「先輩？」

「え？　あ、えーと……、うん、話しやすい子かな」

「なにそれ。ほとんど誰でもいいじゃん」

「そんなことないって。ほら、話が合うって大事じゃん」

　間が合うというか、価値観が合うというか。つまるところ、一緒にいて楽しいというか。隣にいることを自然だと感じる相手。

　そういう相手と巡り会って、いつか、俺も恋愛できたらいいなって思う。

　……あれ、俺、恋愛したい気持ちあったんだ。

　恋愛なんて、一生できる気がしないと思っていたのに。

　知らないうちに生じていたらしい変化に驚いていると、「まぁ、そうだよね」と瀬尾が同意を示した。

「話が合うのはたしかに大事。合わないとけっこうストレスだし」

「だよな」

　頷いたタイミングで開いた自動ドアに目を向け、──俺は声を呑み込んだ。まだ来てたんだ。

　レジのほうをちらちらと見ながら雑誌コーナーに進む、大学生くらいの女の人。見た目はふつうなんだけど、無意味に三十分居座って、必ず瀬尾のレジでなにか買うというルーチンを一ヶ月以上続けている猛も者さなのだ。

　無言で隣を見上げると、瀬尾の眉み間けんにくっきりとしたしわが寄る。

「いっそのことなんか言ってくれたら、はっきり断るのに」

　うんざりとしたそれに、はは、と俺は力なく笑った。そうなんだよなぁと心底気の毒になる。

　たとえば、これが、なにも買わず二時間居座る、だとか。業務中に話しかけてくる、だとか。わかりやすい迷惑行為であれば「困ります」で終わるんだろうけど。

　なんか、あの人、節度のあるストーカーみたいになってるんだよな。本人は〝恋する乙女〟のつもりなんだろうけど。

「瀬尾さぁ、川又さんに言う？」

「いいよ。なんか言われたらそのときに断るから。だから、早くなんか言ってくれないかな。マジ面倒なんだけど」

　俺が先に言ったら勘違い野郎みたいじゃん、と続いた愚痴に苦笑いになる。

　──まぁ、その気持ちはわかるけど。

　俺自身、おっさんに絡まれることは嫌だけど、大ごとにしたくないと思っている。俺の「恥ずかしい」と瀬尾の「面倒」で意味合いは違っても、困っているという点はきっと同じだ。

「まぁ、今日は、俺がレジにいるようにするからさ。瀬尾は品出しとかレジ点検とかやっててよ」

　品出し中に話しかけてくることは、今まで一度もなかったはずだし。

　俺が困っているときに瀬尾がしてくれたことを提案すれば、「そうする」と瀬尾は少し疲れた顔で頷いた。




　──うわ、絡まれてんじゃん、結局。

　ピロンという間抜けな音がしたわりに、なかなかバックヤードから戻らないなぁと心配していたら、ものの見事に絡まれている。身を乗り出したレジから確認した光景に、俺は「げ」と呟いた。引き留められている真っ最中だったらしい。

　宣言どおり、ぱっと断って振り切ればいいのにと呆れた反面、瀬尾がなんだかんだと冷酷な態度を取り切れないことも知っている。塩対応に「ごめん、無理」は言うことができても、必死に思いを伝える相手を遮ることはできない、みたいな。そういうやつ。

　……っていうか、こういうときこそ「あれ、彼氏」って言えばいいのに。

　なんのための偽装彼氏だよ、本当に。悶々とした気分のまま、数を数えること五秒。わざとらしく息を吐いて、俺はレジを離れた。

「あの、そういうのやめてください」

　できるだけ事務的にかけた声に、驚いた顔で女の人が振り返る。けれど、俺を見て、すぐにほっとした表情に切り変わった。

「あ、ごめんね、バイト中だったよね」

　年下のアルバイトの学生だと決めてかかって、言い方は悪いけれど、ナメているそれ。

　年下のアルバイトの学生であることは事実だし、それはいいんだけど。「バイト中に声をかけた」こと以外、なにも悪いと思ってないんだろうな。そう思ったら、自分でも意外なほど機嫌の悪い声が出た。

「バイト中もそうですけど。やたら居座ってこいつのこと見てんのも、やめてもらえませんか」

「え……、なに。べつに見てないんだけど」

「見てるじゃないですか、一ヶ月も店通って。迷惑なんで」

　言いすぎてるよなぁとわかっていたし、絶対、これ、瀬尾も引いてるよなぁとわかったから、顔を見ることはできなくて。半ばやけくそで俺は言い募った。

「知らないおっさんに何回もじっと見られたら気持ち悪いでしょ。それと同じだと思うんですけど」

「見てないって言ってんのに！　っていうか、見てたとしても、同じなわけないじゃん。なに言ってんの？」

　赤い顔の反論に、本当になんでなんだろうなと首をひねる。

「同じなわけないって、女の人だからですか？　知らない人間にじっと見られたら、男でもふつうに気持ち悪いし、怖いですよ」

「だから、なに言って……」

「怖いですよ」

　憮ぶ然ぜんと繰り返した直後。なんか、これ、瀬尾にかこつけて八つ当たりしてるみたいだな、と思い至った。その事実に少し恥ずかしくなる。半分は正解だとわかったからだ。

　今までずっと心の奥底で思っていたことと、それと──。

「……べつに、ただのナンパじゃん」

　吐き捨てる細い声に、俺ははっとした。恥ずかしさを誤魔化すような調子のまま、「本当、ストーカーとかじゃないから」と言い、女の人が背を向ける。

　──絶対、やらかした、これ。

　間違いなく言いすぎてるし、え、あれ、泣きそうじゃなかった、と。

　自動ドアの開閉音を聞きながら青くなった俺に、「なんか、ごめん」と瀬尾がおずおず口を開いた。

「一緒になって責めてもまずいかなって思って。でも、あいだに入っても、先輩が悪者になりそうだったから。……その、結局、なんも言えなくて」

「いや、うん……ぜんぜん」

　もごもご呟きながら、のそりとレジに戻る。

　というか、もう十分悪者よ、俺は。やめてほしかったけど、傷つけたかったわけじゃないんだけどなぁ、本当。たぶん。

　徐々に増す自己嫌悪に、レジカウンターの中で俺は顔を覆った。なにをひとりでキレていたのか、と自分に心底呆れた気分。羞恥を絞り出すように溜息をつき、隣に立つ瀬尾にひとりごと半分で話しかける。

「川又さんに報告したほうがいいのかなぁ、これ」

「いいんじゃないすか。クレーム来たらで。べつに、間違ったこと言ってないし」

「かなぁ」

「ぜんぜんキョドんないですらすら喋るから、逆にびっくりしたけど」

　くすくす笑ういつもの調子に、覆っていた手を外す。目が合うと、瀬尾は少し困ったふうにほほえんだ。

「適当に『俺の彼氏です』って言ってくれたんで、よかったのに」

「え……」

「そう言っとけば、そこまでみんなキレないし」

　バツの悪い表情で言い足した瀬尾に、本当に体のいい断り文句だったんだな、といまさらながら気がついた。

　本気の子はショックを受けるかもしれないし、逆ギレをする子もいるかもしれない。けれど、興味本位で声をかけただけの子であれば、笑い話で終わる。つまり、俺の行動は本当に余計なお世話だったということ。

　でも、なんか、腹が立ったんだよ。内心で俺は答えた。

　腹が立って、俺の事情を重ねて、それで。『まだ使えるでしょ、偽装彼氏』なんて、自分の存在価値を証明したい気持ちもあった。

　ずるい感情に蓋をして、「いいんだよ」と開き直ったように告げる。

「俺が言いたかっただけだから」

「なに、それ」

　瀬尾が呆れ半分に笑ったタイミングで、深夜帯シフトの沢さわ辺べさんが入ってきた。「おつかれ」とバックヤードに向かう背中に「おつかれさまです」と挨拶を返して、視線を戻す。

　再び目が合い、またひとつ瀬尾が笑った。労いたわるみたいに。

「ありがと。さすが彼氏」

　言葉と同時に伸びてきた手のひらが、ぽんと俺の頭を撫でる。

　──いや、なんなの、ちょっと、本当に。このあいだから。

　冗談だって思ったから、それ以上なにも考えないようにしてたのに。今日だって、瀬尾がまったくふつうだったから、俺が勝手にドキドキしてただけだったんだって改めて思ったところだったのに。

　いや、これも、瀬尾にとってはなんでもない行動なのかもしれないけど。

「……うん」

　ぎこちなくなった返事を誤魔化すように、俺は続けた。

「あの、瀬尾、知ってる？」

「なにが？」

「俺、一応、先輩なんだけど」

「ああ。まぁ、でも、先輩だし」

　なにが「でも」だよ。呆れたらいいのか、怒ったらいいのか。どっちでもいいけど、絶対に照れるのだけは違うよな。

　悩んで黙った俺に、「とにかくさ」と取り成す調子で瀬尾は言った。

「そこまで怒ってくれなくていいよ、本当。夏に先輩が余計なことしなくていいって言ったの、ちょっとわかった」

　ごめん、と謝る代わりに、もう一度「うん」と頷く。

　俺だって、できれば二度としたくないと思っている。自分が正しいと思うことでも、誰かに意見をする行為は苦手だ。むやみに傷つけることも言いたくない。嫌われることも嫌だ。

　そのはずなのに、同じ場面に遭遇したら繰り返しそうだと疑っている。これはいったい、どういう感情なのだろう。

　慣れないことをしたせいか、その日一日。俺の胸はずっとドキドキとしていた。











６．恋の嵐と文化祭（後編）









　チケット制ではあるものの、開催日が土曜日で、保護者や他校生も来場可能なうちの高校の文化祭は、毎年それなりのにぎわいを見せている。

　──だから、今年も多いだろうなって覚悟はしてたんだけど。

　してたんだけど、多いんだよなぁ、と。繁盛中のＢＬカフェと化した教室を見渡す。お客さんのほとんどは、同年代の女の子だ。

　たぶん、というか絶対に、櫻井さん案件なんだけど。『ＳＮＳでも宣伝がんばったよ～』と笑っていたし、フォロワー数がヤバいとの噂もあるので、まず間違いないはずだ。現に今も、他校の友達と楽しそうに喋っている。べつにいいけど、仕事はよ。

　少々うんざりしながらも、隅の席を陣取る瀬尾に近づいて、俺はそっと声をかけた。

「あの、瀬尾さぁ」

「ん？」

「いまさらだけど、本当に俺と回るでよかったの？　っつか、休憩まであともうちょっとかかるんだけど」

「うん」

　俺のシフトは、今入っている朝一の回と、二時からの回だ。

　瀬尾のシフトは二時からだと聞いていたし、『じゃ、どうしよっかな、それまで』と言っていたことも知っているけれど。うちの教室で客として時間をつぶす選択は、ちょっと想定外だった。

　……っていうか俺、言ったじゃん。仲良い子ができたんだったら、シフトじゃなくてもクラスの手伝いして暇つぶしたらって。

　先輩らしいことをアドバイスしたつもりだったんだけどなぁと思い返していると、瀬尾はあっさり言い足した。

「先輩がいいの。楽だし」

「はぁ、楽」

「先輩も言ってたじゃん。話が合うと楽だって」

「ええ……いや、まぁ、うん」

「なに、その返事」

　楽しそうな瀬尾の笑顔を前に、「話が合うと楽って、好みのタイプの話じゃなかったっけ」との疑問を呑み込む。なけなしのお兄ちゃん心をくすぐられるせいなのか、年相応の瀬尾の顔に俺は大変弱いのだ。

　なんというかもう、べつにある程度、なんでも好きにしてという感じ。

「あ、そうだ。先輩、本ありがと」

「え？　もう読んだの？」

「うん。けっこう読みやすくて楽しかった。次のバイトのとき返すね」

「本当？　じゃあ、良かったらほかのも……」

「一颯」

　嬉々と話を膨らませようとした瞬間、不機嫌そうな声とともに野井の腕が肩に回った。ぎくりとして振り返る。

「おまえ、まだシフト中だろ。王子以外の客も相手しろよ」

「あ、ごめん」

　呼び方はあれなものの、まったくもって正当な注意だった。即座に謝って、瀬尾に視線を向け直す。

「瀬尾もごめんな？　あと十五分くらいだから」

「いいっすけど」

「あと十五分って、なに。終わったら一緒に回んの？」

「そう」

　面白くないという雰囲気のにじんだそれに、再び野井に視線を戻し、苦笑いで応じる。

　なんというか、野井、昔からこういうところあるんだよな。身内意識が強いというか、単純に人の好き嫌いが激しいというか。

「瀬尾と前から約束してて」

「へぇ、約束」

　言葉尻を強調した野井が、ちらりと瀬尾を見る。

「それで、わざわざここで待ってんだ。それとも、王子も好きなの、ＢＬ」

　こういうの、と言わんばかりの態度でさらに肩を引き寄せられ、俺はぎょっとした声を出した。

「ちょっと、ちょっと、野井」

「なに。喜ぶじゃん、女子」

「喜ぶって。いや、喜んでるかもしれないけどさぁ。犀川もだけど、野井も基本過剰……」

　だと思うんだけど、と突っ込もうとした台詞が、ふと見えた瀬尾の表情で途切れる。

　──いや、なんか瀬尾、めちゃくちゃ不機嫌そうなんだけど。

　再度ぎょっとしたものの、それはまぁ、よく知らない先輩に絡まれたら嫌だよな、と納得する。野井がコンビニに来たときも機嫌悪そうだったし。

「っつか、野井。俺のこと呼びに来たんじゃなかったの？」

　瀬尾の平穏を守るためには、俺が野井ごとどこかに行くしかない。その判断で慌てて話を戻す。

「そー。写真だって。だる」

「だるじゃなくてさぁ。どこ？　え？　二番のテーブル？　じゃあ、ほら、早く行こ。──ごめんな、瀬尾。またあとで」

　後半は瀬尾に告げ、俺は野井を半ば無理やり引っ張った。向かう先は、他校生の女の子たちが手を振る二番のテーブルだ。たしかに喜んではいるっぽい。

　きゃいきゃいと迎えられながら、「じゃあ、二番の人と六番の人でハートつくってください」という謎リクエストの消化にかかる。

　これ、ＢＬカフェというよりも、メイドカフェとかアイドルのサイン会みたいなノリなんじゃないのかな。

　むくむくと沸き起こった疑問に蓋をして、俺は必死に愛想笑いをつくった。メイドカフェもアイドルのサイン会も行ったことはないから、まぁ知らないんだけど。




「めちゃくちゃ疲れた……」

　がらんとした空き教室で、机にうなだれて深々と溜息をつくと、瀬尾はあっさり「だろうね」と笑った。

「先輩、ずっと愛想笑いだったもんね」

「え」

　予想外の台詞に、ぱっと顔を上げる。机を挟んで座っていた瀬尾に向かい、俺は恐る恐る問いかけた。

「そんなにあからさまだった、俺？」

　教室に入ってすぐに瀬尾が開けた窓からは、随分と涼しくなった風に乗ってグラウンドの声が入り込んでいる。

　さざ波に似た笑い声に、そういえば、お笑いのステージをやってるんだっけと思い出す。見に行ったりしなくてよかったのかな、と。いまさらなことを考えていると、なにも気にしない態度で瀬尾が首を振った。

　シフトが終わるなり、休憩したいと泣き言をこぼした俺に、昼休みに利用する空き教室への移動を提案したときと同じ調子。

　野井に絡まれたときの不機嫌もきれいに呑み込んだみたいだし。そういうところ、瀬尾は年下だけど大人だよな、と思う。

「俺はわかったけど。でも、べつにいいんじゃない？　あからさまでも」

「いや、だって、嫌々やってんの丸わかりってさすがに感じ悪くない？　ラストもシフト入ってんのに」

「そういうことばっかり気にしてるから、愛想笑いになるんでしょ」

「それは、……まぁ、そうなんだけど」

　でも、だって、気になるし。もごもご言い募った俺に、またひとつ瀬尾は笑った。

「なんていうか、人が良いよね、先輩は」

　いつも瀬尾が座る、教室の後ろから二番目の窓際。その前が、俺。秋の風が揺らす瀬尾の横顔から、俺はなんとなく視線を外した。

　呆れたようでいて、しかたないという甘さがにじんでいたせいかもしれない。瀬尾にとってはふつうの態度だったとしても、慣れないなと思う。

「……そんなことはないと思うけど」

　膝を見つめたまま呟けば、また少し瀬尾が笑う気配がした。

「まぁ、でも、あんな空間にいたら疲れると思うよ。五分くらい目ぇ閉じて休んだら？」

「うん」

「寝たかったら寝てもいいけど。ここにいるし、俺」

　いや、それ、どう考えても人が良いのはおまえだろ。呆れたものの、言葉にする気は起きなくて。代わりに、俺は苦笑を落とした。

「ありがと。さすがに寝はしないけど、でも、じゃあ、五分」

「うん」

「そうしたら一緒に回ろっか」

「大丈夫？」

「うん」

　うつむいたままでも、飄々とした問いかけの裏側で、言葉のとおり心配してくれているとわかる。だって、瀬尾はそういうやつだ。人が良くて、面倒見が良くて、優しいいいやつ。だから、俺は繰り返した。

「俺も回りたいし」

　うん、という相槌を最後に目を閉じると、グラウンドから届く声がいっそう大きくなる。

　気持ちの良い季節だよなぁと心地良さに浸ったまさにそのとき。耳に飛び込んだ聞き覚えのありすぎる声に、俺はぎょっと窓を振り返った。

「え、なに今の。絶対、日向と羽純ちゃんじゃん」

　窓から身を乗り出して半ば呆然とひとりごちた俺に、ああ、と瀬尾が首肯する。まったく頓着しない様子だった。

「なんか出るって言ってたよ。お笑いコンテスト」

「……マジで？」

「マジだから聞こえてるんだと思うけど。見に行く？」

　とんでもない提案に、ふるふると首を横に振り、窓枠から腕を離す。共感性羞恥で死ぬ未来しか予想できないと俺は座り直した。

「無理。いい。っつか、なにやってんの、あいつ。べつにいいけど」

　べつにいいけど、恐ろしい度胸ではある。ドン引いた俺の反応と裏腹に、瀬尾はどこか楽しげだった。「いいじゃん」と目を細める。

「なんか楽しそうで」

「ええ、……まぁ、楽しそうかもしれないけど」

「前はぜんぜん思わなかったけど、最近たまに、日向と多野見てると、ああいうのもいいかなって思うんだよね、俺」

「ああいうのって、瀬尾もああいうことしたいってこと？」

「じゃないけど。ふつうに好きと好きで楽しそうじゃん」

　窓の向こう──ステージのふたりは豆粒みたいな大きさだし、声は聞こえても、なにを言っているのかまでは聞き取れないんだけど──を、瀬尾はほほえましそうに見つめている。

　その横顔から視線を外し、誤魔化すように俺もグラウンドを見た。盛り上がっているらしい空気を感じながら、ふぅん、と呟く。

　でも、そっか。やっぱり、瀬尾も彼女欲しいんだ。いらないって言っていたくせに。思ったものの、俺はすぐに思い直した。

　そうじゃなくて、あのショートカットの子と仲良くなったから、感じ方が変わったってことだよな。ぎこちなくならないよう意識して、問いかける。

「あの、さ」

「ん？　なに？」

「あ、……えっと。日向と羽純ちゃんの声で目ぇ覚めたし、休憩もういいよ。ありがとね。どっか回りたいとこある？」

　瀬尾と目が合った途端、「ほかに一緒に回りたい子いたんじゃないの」という質問は喉の奥で立ち消えてしまった。

　明るい声を出してみたものの、女め々めしくなったかもしれない。『クラスの子と仲良く準備して時間をつぶしたら』というアドバイスも、本音のつもりだったのに。

　バレないといいなぁとひっそり願っていると、瀬尾が問い返した。

「先輩は行きたいとこあるの？」

「んー……、去年も適当にぶらぶらしてただけだし。行きたいとこがあるわけじゃないんだけど」

　ポケットに突っ込んでいたパンフレットを取り出して机に広げると、ごく当然という態度で瀬尾が覗き込む。至近距離でうつむいた顔に、俺の目はおのずと吸いついた。

　──美形って、ガチでまつ毛が影つくるんだ。

　しかも、ぜんぜんケバくなくて、シンプルに美しいっていう。ヤバいな。

　じっと凝視していると、目線を上げた瀬尾と再びばちりと目が合った。

「なに、さっきから？」

「ぇ、いや、えー……と」

　怪訝な瞳に盛大に口ごもりながらへらりと笑い、「そうだな」とパンフレットに視線を落とす。

「どこがいいかな。とくに希望ないなら、近いとこから順々に回る？」

「ん。じゃあ、そうする」

「え、いや、したいことあったら言ってね？　ほら、瀬尾、はじめてなんだし。ないの？　楽しみにしてたとことか」

「してたよ」

「え、じゃあ、それ……」

「だから、今。先輩とデート満喫してる」

　それは、もう、にっこりと。きれいにほほえんだ瀬尾の顔面に負け、俺の視線は三度パンフレットに舞い戻った。

　消え入りそうな声でどうにか、らしいことを口にする。

「いや、そういうの、ふたりきりのときに言う必要ないんじゃない？」

　フリなんだから。当然のはずの俺の指摘に、「そうかな」と飄々とした態度で瀬尾が首を傾げる。たったそれだけの仕草でさえ、漫画のワンシーンみたいに様になるのだから、美形ってマジで怖いな、と俺は思った。




　展示の簡易プラネタリウムに入ったり、体育館のステージを見たり。

　気の向くままにぶらぶらしていただけなのに、休憩時間はあっというまに残り三十分になってしまった。

　バイトのときもそうだけど、瀬尾といると時間がワープすることがある。つまり、楽しいということなんだけど。その分だけ、教室に戻ることが億おっ劫くうになるから厄介だ。

　──まぁ、そんなこと言ったって、サボる度胸なんてないんだし。最後にもう一回空き教室で休んで切り替えよ。

　瀬尾と並んで校舎を歩きながら、自分に言い聞かせる。

　二時からのシフトが終わったら、片付けと打ち上げを残すのみ。どうにでもなるだろうと算段を立てたところで、瀬尾のことが気になった。

　校舎を巡るあいだも女子の視線に辟易していた様子だったし、自分に対するクラスの雰囲気が、ようやくちょっとふつうになったと言っても、打ち上げとなると羽目を外す子も出るかもしれない。

　そのままを瀬尾に問いかける。

「瀬尾のクラスはさ、打ち上げとかあるの？」

「あるよ、今日。カラオケって言ってたけど」

「行かないの？」

「ちょっと面倒。テンション上がりすぎると怖いじゃん」

　女子の勢いがってことなんだろうな。懸念どおりの返事に、はは、と苦笑を返し、続けて話しかけようとしたのだが、俺は寸前で呑み込んだ。

　窓の外から聞こえた俺の名前に、反射で足も止まる。

「野井さぁ、一颯に触んの好きだよね。カフェでも女子にめっちゃ受けてたじゃん」

「だろ？　まぁ、触んの好きなのはそうだけど。ちょっとビクッてすんの見て、楽しんでるところはある」

　軽い調子で笑う野井と犀川の声。ここは二階で、だからたぶん、もう少し窓に寄って見下ろしたら、喋っているところを見ることは叶うんだと思う。

　なに好き勝手に人の噂してんだよって。冗談に乗って声をかけることもできるし、気にしないふりで通り過ぎることもできる。「なに、あいつら最悪。人で遊ぶなよな」なんてことを瀬尾に言えば、笑い話で終わる。

　適当に受け流して〝べつに、どうでもいい〟にする、いつもの最適解。

　頭ではわかっていたのに、次の言動を選ぶことができなかった。

　……あれ、でも、なんで俺、ショック受けてんだろ。

　こんなこと、べつに、めちゃくちゃ珍しいことじゃないはずなのに。自分でもよくわからないまま固まっていると、はっきり野井の声が響いた。

「あいつ、本当に昔から変なおっさんにばっかり好かれんの。気にしないって顔するくせに、けっこうビビってるし。なのに、かわいそ、ＢＬカフェとか」

「かわいそって。おまえが櫻井さんにしたんだろ、その話。めっちゃツボってたじゃん。ＢＬいたって」

「犀川こそ。調子乗って、ちょっかい出したくなる気持ちはわかるとか言うから、櫻井さん喜んだんじゃん」

「かわいい子が楽しそうにしてんの、かわいいじゃん。それに、ＢＬカフェだったら、準備もぜんぶ女子が主導するって言ってたし」

　ああ、なるほど。俺が思っていた以上に生いけ贄にえみたいなものだったってわけ。へぇ、なんて。冷めた思考で取り繕っていると、ふいに音が遠くなった気がした。

「聞かなくていいよ、先輩」

　耳元で、瀬尾の声がする。背後から俺を抱きしめる腕の強さも、らしくない不機嫌のにじんだ声も。そのどちらもが、笑い話にするつもりがないことを示していて、俺は誤魔化すように呟いた。
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「恥ず……」

「恥ずかしくはないと思うけど」

　憮然とした反応に、瀬尾だったらそう言うんだろうな、と納得する。でも、と俺は内心で否定を返した。

　わかってるけど、それでも、俺は恥ずかしいんだって。自分の噂を立ち聞きして固まることしかできない状況も、瀬尾に気遣われている現状も、なにもかもが。

　小さな溜息を最後に身体に回っていた腕は外れたものの、瀬尾はすぐに俺の手を取った。え、と驚く間もなく、瀬尾が歩き出す。

「行こ」

　みっともなく廊下に貼り付いていた足が、引っ張られるかたちでどんどん進んでいく。

　とんでもないシチュエーションに焦り、俺は前を行く背中に呼びかけた。

「ちょ、瀬尾！」

「なに」

「なにっていうか、手」

　生徒がほとんど立ち入らない校舎でも、学校であることに変わりはない。混乱したまま、俺は言い募った。

「その、……離してほしいんだけど」

「…………」

「あの、瀬尾？　瀬尾くん。恥ずかしいんだけど、俺」

「恥ずかしいだけなら、俺は離したくない」

　なんで、そういうことばっかり言うの、するの。混乱を通り過ぎて真っ白になった頭で、自問自答を繰り返す。

　俺が情けないから？　からかってるから？　それとも、瀬尾にとってはなんでもないことだから？

　答えの出ない問いに、ぎゅっと唇を噛み締める。頭も感情もいっぱいで、空き教室にたどり着くまで、俺はなにも言うことができなかった。

　──でも、だからって、サボるつもりはなかったんだけどなぁ。

　瀬尾が出ていって、ひとりになった空き教室。出入口付近にしゃがんだまま、俺はそっと息を吐いた。

『このまま一緒にサボろうよ。先輩の教室には、俺が言いに行くし』

　瀬尾にそんなことを言わせてしまうような顔を、俺はしていたのだろうか。自分の言動を省かえりみていると、ガラリと扉が開いた。ぱっと顔を上げる。

「……瀬尾」

「先輩は休むって伝えたけど、べつに、誰もなにも言ってなかったよ」

「あ、……そっか」

「だから言ったじゃん」

　苦笑いで頷いた俺を見下ろし、ほんの少し呆れたふうに瀬尾は言った。

「休む理由が『体調悪い』の人に、誰も文句言わないって。というか、誰もそこまで他人のことなんて気にしないと思うけど」

「いやぁ、まぁ、それはそうかもしれないけど」

　でも、俺は体調が悪かったわけじゃないしなぁ、との本音は呑み込み、曖昧に笑う。

　空き教室に着いた当初、サボることに難色を示した俺が瀬尾にそう説得されたことは事実で、実際に問題なかったのだろう。ただ。

　──しつこいってわかってるけど。でも、べつに、本当にサボるつもりはなかったっていうか。

　野井にも、犀川にも、そこまでの悪気はなかったと知っているし、俺が問いただしたとしても、「悪い、悪い」と軽いノリで済ませることも知っている。

　だから、俺が傷つく必要はないということも。

　そのはずだったんだけどなぁと自嘲していると、瀬尾が隣にしゃがみ込んだ。

「そうだったんだから、よかったじゃん。どう？　安心した？」

「安心、……まぁ、うん。そうかな」

　瀬尾だから、誰も文句言わなかったんじゃないかな。そんなふうに疑う気持ちはあったものの、俺は笑うことを選んだ。

「櫻井さんとか怒ってるんじゃないかなーって思ってたから」

「櫻井さん？」

「あ、えっと、ＢＬカフェの企画、その子が一番張り切ってたから」

「また、気ぃ使ってるし。嫌だったんじゃないの、ＢＬカフェ」

　呆れた突っ込みに、またしても苦笑いになる。そういえば、休憩に入ったばかりのころにも、ずっと愛想笑いだったと指摘されたんだっけ。

「いや、べつに……」

「俺は嫌だったけど」

「え？」

「先輩がべたべた触られてんの、俺は嫌だったんだけど」

　じっと俺を見つめたまま、瀬尾が繰り返す。反応の正解がわからなくて、俺はへらりと笑った。

「なに、妬いてんの？」

「悪い？」

「え」

「俺、先輩の彼氏だよ」

　真顔で返されてしまい、ぎこちなく膝に視線を落とす。返事に迷って、いつも瀬尾が言う〝冗談〟の真似をしただけのつもりだったのに。完全に失敗した感じになっている。

　……っていうか、これ、からかい返されたってことなのかな。

　でも、それだったら、「そんなわけないじゃん、冗談」ってそろそろ笑ってくれないかな。俺の部屋で、そういう顔をしたみたいに。

　そんなことを考えながら、頭の中で、一秒、二秒とカウントをする。五秒になっても瀬尾はなにも言わなくて、俺はうつむいたまま絞り出した。

「恥ずかしい」

　へらへら笑ってＢＬカフェの店員をやっていたことも、野井や犀川が馬鹿にしているとわかっても、聞かないふりしか選択できないことも。

　櫻井さんが俺の秘密を知っていたこともそうだし、櫻井さんが呼んだ櫻井さんの友達も知っていて、そういう目で見ていたかもしれないこともそうだ。

　それで、今。後始末を瀬尾に押しつけて、縮こまっていることも、ぜんぶ。指先を握り、平静を取り繕う。そうするやり方しか知らなかった。

「瀬尾ってさ、恥ずかしくないの？」

「恥ずかしいって、なにが」

「いや、最初にも言ったけど。俺と付き合ってる真似みたいなの。変に誤解されたら嫌じゃないのかなーって」

「俺も言ったじゃん。どうでもいいやつにどう思われても、べつにいいって」

「すご」

　なんで瀬尾は割り切ることができるんだろう。俺なんて、わりと常に恥ずかしいのに。……瀬尾と付き合っていると思われることが、ではないけど。

　誤魔化すように、はは、と笑い、隣に視線を向ける。眉間に刻まれたしわに首を傾げると、瀬尾は溜息をついた。その反応に、ドキリとする。でも、続いた瀬尾の声は、呆れていただけで優しかった。

「笑い話にしなくていいって言っただろ」

「言ってたね」

　認めて、俺は頷いた。

　──俺の前では笑い話にしなくていいよ。ちゃんと聞くから。

　──彼氏なんだし、俺。

　偽装だとわかっていたのに、うれしくて。だから、しっかり覚えている。

　あ、そっか。瀬尾は、俺の困りごとを正面から受け止めようとしてくれているんだって。

　心配されたいわけではないと思っていたから、そんなふうに感じた自分に驚いたけど、それでも。

「それに、先輩だってさ、このあいだ、助けてくれたじゃん」

　コンビニで、とぽつりとした声で瀬尾が言う。

「あれは……」

　そう言いかけたところで、俺は口を閉ざした。

　あれさ、本当は、瀬尾みたいな純粋な好意じゃなかったんだよ。瀬尾のことも考えてたけど、もっと利己的なことも考えた。俺の過去を勝手に重ねて、「役に立つでしょ」と証明したい意図さえあった。ほら、偽装彼氏のメリットあるよって。

　──言えるわけないよな、そんなこと。

　冷たくなった指先を、さらにぎゅっと握り込む。知られて、嫌われたくなかった。

　誰にも嫌われたくない思いが強いことは、自覚している。だから、俺は必死に空気を読んでへらへらと振る舞う。それでどうにかなってくれと願っている。でも、瀬尾に嫌われることは、「誰にも」の誰よりも一番に怖い気がした。

「ねぇ」

　呼びかけに、はっとして我に返る。瀬尾のほうを見ると、思っていた以上に至近距離で目が合った。驚きで固まっているあいだに、額にこつんと瀬尾の額が当たる。すぐに離れたものの、距離が近いことに変わりはない。

　俺の顔を正面から覗き込むように首を傾げ、瀬尾が問う。

「先輩にとっての俺って、弟の友達？」

「……え」

「それとも、バイト先の後輩？」

　頭がパンクしたみたいになって、なにも言葉にならなかった。

　なんでそんなことを聞くのだろうという疑問を押しのけ、どうにかゆっくり瀬尾のことを考える。瀬尾は、弟の友達で、バイト先の後輩で、それで、すごくいいやつだ。

　俺と似ているところもあると思っていたけれど、ぜんぜん違う。思い浮かんだそれに、心の中で少しだけ自嘲する。でも、事実だった。

　どれほど他人の好意の押しつけにうんざりしていても、瀬尾は逃げない。向き合おうとする心を持っている。まっすぐに誰かを心配することができるし、純粋な好意で助けることもできる。

　自分をしっかり持っている強さ。言葉にできる優しさ。そういったひとつひとつが、すごく、すごく、俺には眩しかった。

　そりゃ、モテるよ。かっこよくて、優しくて。自分だけ特別みたいな顔を向けられたら、勘違いしたくなる。

　ぎこちないだろう表情を隠すために前髪を引っ張って、俺は答えた。なんでもない声になっていたらいいな、と思う。俺のために。

「バイト先の後輩で、友達だったらいいなって思ってる」

「ふぅん」

　よくわからない調子で頷いた瀬尾が、「そっか」と呟いた。

「それだけ？」

　少しの間を置いて繰り返された質問に、なんとかほほえむ。心の中はぐちゃぐちゃだったけれど。だから、笑えていたらいいと願う。切実に。

「それだけだよ」

　でも、なんだよ、それだけ？って。胸中で、俺は瀬尾をなじった。

　バイト先の後輩で、日向の友達で、契約した偽装彼氏で。俺自身の友達でもあったらいいなと思うようなやつで、でも、それだけだろ。それ以外って、なにがあるんだよ。

　本当に頼むから、勘違いさせるようなことを言わないでほしい。

　こんなの、おまえが嫌だって言った、ちょっと一緒にいたらすぐ好きになる女子、そのものじゃん。











７．これが恋ならヤバすぎる









　文化祭で、日向と羽純ちゃんが『バカップル賞』を取った。

　マジで意味はわからんが、体育館のステージでも歌って踊ったらしい。

　地味な俺がシフトと片付けと打ち上げをバックレたなどという些細なやらかしは完全に吹き飛び、文化祭明けの教室は「弟カップルヤバすぎない？」との話題で持ちきりとなった。その結果の、無罪放免。

　マジで意味はわからないけど、ありがとう、日向。ありがとう、羽純ちゃん。

　それで、瀬尾、やっぱりおまえの言うとおりだわ。誰も他人のことなんて、そこまで気にしてないんだな。

　野井も、犀川も、変わらずふつうに喋りかけてくる。俺がなにも言っていないのだから当然と言えば当然の結果なんだけど。変わったのは俺の心の距離だけということだ。

　面と向かってはなにも言うことができないくせに、うじうじぐだぐだと考えてばかりいる。結局のところ、俺は人間が小さいんだろうな、と思う。




「あのさ、先輩、クリスマスデートしない？」

「へ？」

　コンビニのＢＧＭがクリスマスに染まりかけたころ、唐突に頂戴したデートのお誘いに俺は目を瞬かせた。

　もう来週は十二月で、肉まんだけではなくおでんもよく売れるようになっていて。つまり、コンビニはすっかり冬仕様で、クリスマスも近いということなんだけど。

　なにも買わずに出ていった客とともに、冷たい風が入り込んでくる。誤魔化すようにシャツの袖を伸ばし、俺はそのまま問い返した。

「クリスマスデート？」

「うん。ちょっと人多いかもだけど、ツリー見に行かないかなって」

　駅前の、と伏し目がちに瀬尾が言う。俺がやったら気持ち悪い照れたオタク一直線なのに、ふつうに絵になるからヤバいんだよな。

　どうでもいいことを考えてドキドキを逸らしつつ、組んでいた指を解いて、また無意味に組み直す。なんでもないふうに響くよう意識して、「いいけど」と俺は頷いた。

　クリスマスに予定があったことはないし、暇だし、引きこもりだし。

　わざわざ〝デート〟という表現を選ばなくてもいいんじゃないかな、とは少し思ったけど。

　……まぁでも、瀬尾、文化祭もデートって言ってたしなぁ。

　つまり、過剰に反応する必要はないということだ。それで文化祭同様、女子からの誘いを断る建前だということ。

　勘違いしないように言い聞かせていると、さらなるお誘いがかかった。

「じゃあ、二十四日、一緒に帰ろうよ」

「え」

「駄目だった？　べつに夜に待ち合わせてもいいけど」

「あ、いや、っつか」

　きょとんとした顔から視線を外し、もぞもぞと組んだ指を動かす。

　いやこれ、制服デートとかそういう話じゃないから。学校での女子避けだから。再び自分に言い聞かせ、呟く調子で応じる。

「べつにいいけど、それで、……うん」

「なんか最近、先輩、俺に対してきょどってない？」

「……べつに、こんなもんだし」

「きょどってんのが？　まぁ、いいけど」

　言い得て妙すぎて、返す言葉もない。手元を見つめたまま黙り込めば、ふっと笑う気配がした。

「あ、先輩みたいなこと言っちゃった」

　はは、とくすぐったそうに笑い、瀬尾が続ける。

「移るね、けっこうずっと一緒だと」

　いや、本当。なんできみ、しれっとそういうことを言うのかな。俺は無言でうめいた。マジでなんなの、そのたらし。

　なんというか、その顔でたらしだといつか死人が出ると思う。その証拠に、俺の心臓、今日もずっとヤバいんだけど。冗談じゃなくて。

　ヤバい俺の心臓と裏腹に、瀬尾は楽しそうに笑っている。曖昧に笑い返すことで、俺は悶々を呑み込んだ。瀬尾が悪いわけではないのだが、俺の心臓が駄目すぎる。

　……べつに、好きとかそういうんじゃないと思うんだけどな、俺。

　そのはずが、文化祭のあたりから本格的に駄目なのである。気がつかなかっただけで文化祭以前から駄目だったのでは、との可能性は、さておいておく。

「あ、瀬尾くんと遠坂くんだー」

　お母さんと一緒にかわいい声で入店したなるちゃんに、俺はぱっと笑顔を向けた。もこもこのマフラーの隙間から跳ねるぴょこんとした毛先が異常にかわいい。

　ＢＧＭが気になったらしく天井を見上げたものの、なるちゃんはすぐに視線を戻した。こちらを向いた小さな顔に、にこにこの笑みが浮かぶ。

「クリスマスだねー」

「ね、クリスマスだね。なるちゃんはサンタさんになに貰うの？」

「なるねー、キラキラメイクボックス」

「へぇ、メイク」

「小さい子向けのおもちゃなんだけどね。見つけたときに一目惚れしちゃったみたいなの。サンタさんにお願いするーって」

「だって、ママのコスメは使っちゃ駄目なんでしょ？　だから、なるはサンタさんに貰うの」

　なるちゃんのお母さんの説明に、なるほど、と俺も笑って頷いた。

　そういえば、羽純ちゃんも好きだよなぁ、コスメ。初対面のときの中学一年生だった羽純ちゃんは、あたりまえにメイクなんてしてなかったけど。

　数年前のことを思い出していると、「いいでしょ」となるちゃんが胸を張った。

「なる、かわいく変身するんだよぉ」

「なるちゃんは十分かわいいと思うけど……」

「もっとかわいくなるの！　ね、瀬尾くん、なるがかわいくなったらデートする？」

「残念。もうクリスマスデートする相手いるんだ、俺」

「おい、ちょ、瀬尾」

　なんて大人げのないことを言うんだ、なるちゃんに。

　焦った俺に反し、なるちゃんのお母さんは、なぜかほほえましい顔をした。あらあら青春ねぇと言わんばかりの笑顔。その調子のまま、なるちゃんの小さな頭をよしよしと撫でている。

「残念だったねぇ、なる」

「そうなんすよ。ついさっきなんですけどね、約束したの」

　おい、瀬尾。やめろ。

　じとりとした視線を送ったところで、瀬尾はしれっとした態度を崩さない。いや、本当、鉄の心臓だよ、きみは。呆れ半分で羨んでいると、なるちゃんが瀬尾に向かって首を傾げた。

「クリスマスデート？」

「そ。クリスマスに好きな人誘って出かけるの」

「好きな人」

　幼い声で繰り返したなるちゃんが、キラキラした瞳になって手を叩く。

「いいねぇ、クリスマスデート！」





※






　俺がこの世に生まれ落ちて、十七年。彼女がいたことは一度もなく、クリスマスデートをした経験も当然ない。そんな俺に偽装とはいえイケメンの彼氏がいて、「誘ってくる女子面倒くせぇ」対策だとしても、デートに誘われているときた。

　羽純ちゃんの好きな少女漫画もびっくりの展開が続いているわけだけど、なにが一番びっくりって、俺がひっそり喜んでいる事実なんだよな。

　──でも、そっか、クリスマスだもんなぁ。

　繰り返すが、女子を遠ざけるための瀬尾の常じょう套とう手段とわかっているし、本気で受け取っているわけではない。だが、本の一冊程度のプレゼントは許されるのではないだろうか。

　学校帰りに立ち寄った駅ビルにある大型書店で、いつも以上に俺はぐるぐる歩き回っていた。

　夏に知り合って以来、瀬尾には世話になっているし、服や装飾品でなければ、そこまで重くないと思うのだけど。

　言い訳じみたことを心の中で呟きながら、出版社別に並ぶ文庫本の棚の前で立ち止まる。

　……それに、また別のやつ貸してって言ってくれたし。そこそこ楽しかったってことだよな。

　趣味を押しつけないように気をつけつつ『よかったら』と続けて貸した二冊目も、途中で『けっこう好き』と感想をくれて、『今度返すとき、別のやつ貸してよ』と笑ってくれた。

　そんな反応を貰って、本好きオタクがやられないわけがないのだった。なんでもプレゼンしちゃうよという気分になるし、瀬尾はどんな本が好きなんだろうと想像したくなる。

　背表紙に目を走らせ、案外エッセイもありかもしれないと考える。ミステリーはとっつきにくい文体のものもあるし、恋愛小説を贈るのは、なんだか少し恥ずかしい。自意識過剰だって、わかっているけど。

　伸ばしかけた指を戻し、次の棚の前に移動する。今日はバイトが休みだから、時間に余裕がある。

　もう少しほかのコーナーも回ってみようと、俺はゆっくり歩き始めた。

　クリスマス関連本のコーナーが充実し、ブックサンタのお知らせが目に留まる十二月の本屋は、クリスマスのあたたかい期待に満ちている。

　今年もそんな時期なんだな、クリスマスにはどの本を買おうかなとわくわくした気分になる、俺の冬の風物詩。でも、今年はそれだけではない。

　──だって、クリスマスデートだもんな。

　声に出さず、俺はもう一度心の中で呟いた。もしかしなくても、ヤバいくらい浮かれているに違いない。自覚した事実を誤魔化すように、エッセイコミックに手を伸ばす。

　恋愛がテーマらしいそれを数ページめくるうち、俺はふと瀬尾との会話を思い出した。

　好きなタイプについて、話したときのことだ。好きなタイプなんてないんだけどなぁと思いながら、俺は用意していた答えを言った。話しやすい子という、可も不可もないそれ。『ほとんど誰でもいいじゃん』と瀬尾は笑ったけれど、実はそのとおりなのだ。

　──なんていうか、幼稚園のころの初恋は結ゆ衣い先生って覚えてるけど、それ以外の恋愛の記憶ってないんだよな、俺。

　楽しそうな日向と羽純ちゃんや、クラスメイトの恋愛模様を見て、いいなぁと感じたことはある。でも、キラキラした恋愛は俺には無理なんだろうなぁという諦めのほうが、いつもずっと強かった。

　俺のことを好きになってくれる女の子が現れたらと夢を見ることはあっても、その程度。なるちゃんの言う一番、二番の「好き」と変わらない、幼い憧れのままの感情。

　俺には等身大の恋はほど遠いと、ずっと一線を引き続けていた。

　──それなのに、なんで、こんなに意識してんだろ。

　女の子ですらない相手なのに。苦笑を呑み込み、本を棚に戻そうとした瞬間。近くの本を取ろうとしていた人の指と手の甲が触れ合った。

「あ、……すみません」

　余計なことを考えていたせいで、すぐ近くにいた人に気がつかなかったらしい。いつもであれば、もう少し周囲に気を配っているのに。

　軽く頭を下げた俺に、大学生くらいの男の人が優しげにほほえむ。おっさんではなかったことにほっとして立ち去ろうとした足が、声をかけられたことで止まる。

「本、好きなの？」

「あ、……えっと」

「僕もすごく好きなんだよね。でも、年の近い男の子で本好きの子って少ないから。よかったら、おすすめとか教えてくれない？　時間ある？」

「いや、その」

　周囲に人の姿はない。これはナンパというやつなのだろうか。おっさんに絡まれるときとは別の類たぐいの困惑に、愛想笑いを刻む。

　でも、その対応がよくなかったのかもしれない。ほほえみながら腰に伸びてこようとした指に、俺はぴしりと固まった。

「下のカフェでも行く？　おごるよ」

「……けっこうです」

　ぎこちなかった愛想笑いを消し、俺は今度こそその場を離れた。

　相手が追いかけてくることはなかったし、たぶんだけど、ただのナンパならそういうものなのだと思う。

　はっきり断ればそれまでの、よくあること。人によっては些細なこと。でも、うきうきしていた俺の心は完全にしぼんでしまっていた。

　足早にエスカレーターを降りて、駐輪場に向かう。

　気にしなければどうでもいいことであるはずなのに。ひさしぶりだったせいか、なんだかめちゃくちゃ気持ちが悪かった。




　車庫に自転車を止め、家の鍵を回す。

　屋内のあたたかい空気にほっとして、ドアを見つめたまま俺は深く息を吸った。

　──大丈夫、大丈夫。だって、よくあることだし。

　ただ、最近は頻度が減っていたから。ひさしぶりで、少しびっくりしただけ。念じる調子で言い聞かせていると、背後で予想外の声がした。

「あ、先輩。おかえり」

「……瀬尾」

　来てたんだ、と呟く。振り返った俺を見て、瀬尾は不思議そうに首を傾げた。

「どうかした？　なんか、顔、白いけど」

「あ、……や、ちょっと寒くてさぁ」

　へらりと笑い、いつもどおりを心がけてスニーカーを脱ぐ。

　実は、また変な人に会っちゃってさぁ。なにされたってわけでもないんだけど、ひさしぶりだったから、なんかぞわっときちゃって。

　そうやって笑い話にしたほうがいいのかな、なんて。思考を巡らせるうち、俺は「あれ」とひとつの可能性に気がついた。

　俺に本屋で声をかけた人はおっさんではなかった。同年代の男の人。それでも、好意を感じて気持ち悪く思ったということは──。

　……瀬尾も気持ち悪いって思うんじゃないかな。

　もし、だけど。最近の俺の思考がバレたら。男の俺が勝手に異常に意識している、この感じ。改めて考えると、ふつうにキモいんじゃないだろうか。

　急速に冷えた頭で、本を買ったりする前でよかったと思った。後輩に本をプレゼントすることはふつうでも、渡すときの感情が、きっとふつうにカテゴライズされていない。

　──本気になられたら、面倒じゃん。

　──先輩も安心していいよ。俺、絶対、そういう意味で先輩のこと好きにならないから。

　ぜんぶ、知り合ったばかりだった夏休みのころに、瀬尾が言ったことだ。

　いや、俺だって、そのつもりだったよ。だから、好きにならないことは保証できるって思ってたんだし。

　でも、とぐるぐる考えたところで、もはや瀬尾にはデメリットしかないんじゃないかな、という事実に気がついた。

　絶対に俺が自分を好きになることはないという安心最優先で、男の俺に偽装彼氏をしないかと提案したのだろうに。好きになられちゃってるじゃん、という。

　──あ、駄目だ、これ。ふつうにめちゃくちゃ恥ずかしい。

「先輩？」

　すぐそばで聞こえた呼びかけに、俺ははっとして顔を上げた。思った以上に近くで合った視線に驚いて、半歩ほど足を引く。

　瀬尾は優しいから、心配して顔を覗き込んだだけだとわかる。でも、俺が駄目だ。笑うことができる自信がなくて、隠すように前髪を引っ張る。

「ごめ、なんでも……」

「瀬尾、なにしてんの──って、なんだ。兄ちゃん、帰ってたんだ」

「日向」

　瀬尾の目をまっすぐに見ることができる自信もなくて、俺は居間から出てきた日向に顔を向けた。けれど、理由どおりの情けない表情をしていたのだと思う。目が合った日向が、呆れたように顔をしかめた。

「なに、また、変なおっさんに絡まれたの？」

「いや、べつに、そういうわけじゃ……」

「隠さなくても、顔見たらわかるし。つか、俺もいいかげん恥ずかしいんだけど、それ。どうにかなんないの？」

　いや、その言い方、さすがにきついんだけど。苦笑まじりに首をひねったものの、言い返すことはできなかった。

　だって、友達の前で、兄貴がこんなふうだったら恥ずかしいという気持ちはよくわかる。誤魔化すために、友達の前で強く出たいという気持ちも。

　──まぁ、でも、俺のほうがもっと恥ずかしいけどな。

　あえて茶化すように、内心で反論する。

　恥ずかしいに決まってるだろ。ずっと、ずっと、恥ずかしかったから。だから、なんでもない顔で笑って流そうとしてるんだろうが。できてなかったかもしれないけど、それでも。それが「どうにかする」手段だと思っていたから。

「うん。ごめん、ごめん」

　ヒートアップしそうになった胸中に蓋をし、「そうだよな、恥ずかしいよな」と同調するように眉を下げる。

　日向に心配をされたいわけでもないから、これが最適。いつもどおりのやりとり。案の定というべきか、日向も苦笑いを浮かべ直した。

「まぁ、いいけど。いつものことだし」

　そう言って、瀬尾に説明するていで日向が続ける。

「瀬尾も気にしなくていいよ、本当。兄ちゃん、昔から変なおっさんに好かれやすくてさ。でも、それだけだから」

　それはまぁ、その事実を共有した上で、瀬尾が偽装彼氏をしているなんて思わないよな。

　そんなふうに俺も笑って、「ごめん」と瀬尾の横を通り抜け、二階に向かおうとした瞬間。それまで黙っていた瀬尾が口を開いた。

「それだけって。なんで、弟のおまえがその態度なんだよ」

　淡々とした塩対応ではない、明確な怒りをはらんだ静かな声に、ぴたりと足が止まる。

「昔からって、この人がもっと小さかったころの話だろ。今も怖いに決まってるけど、そのときなんてもっと怖かったに決まってるだろ、なんで想像できないんだよ」

「いや、……でも」

　そんなに真剣になる話じゃないよねと言わんばかりの戸惑った瞳が、同意を求めるように俺を見る。

　なんでこんな反応なんだろうという戸惑いと、今まで考えたこともなかったことを指摘されたという驚き。読み取ってしまって、俺は場違いに明るい声を出した。居た堪れなかったのだ。

「いいって。俺がそうさせただけだから」

「先輩」

「本当、本当。瀬尾もごめんな」

　それに、事実だ。率先して笑い話に変えていたのは俺で、日向に心配されないことで自尊心を保っていた。それだけのことで、だから、日向は悪くない。

　咎とがめる意図を持った瀬尾の呼びかけに気づかないふりで、俺は言い切った。

「大丈夫だから」

　俺に気を使ってくれていることはわかるけど、でも、どうしても恥ずかしいと思ってしまう。おまえにそういうことを言わせている現状も、せっかく心配してくれているのに、恥ずかしいと思う俺自身も。

「本当に気にしなくていいから」

　ふたりに向けて告げて、階段を上る。階下からそれ以上なにかを話す声が聞こえなかったことに安堵して、俺は自室のドアを閉めた。

　リュックを下ろして、深々と溜息をつく。誰に対する八つ当たりなのかもわからないまま、なんなんだよ、と思った。

　恋って、もっとキラキラしてるものなんじゃないの。

　キラキラしていて、羨ましくて、俺には縁の遠いもの。あるいは、俺には縁の遠いものに手を伸ばそうとしてしまったから、こんなにも恥ずかしいのだろうか。

　恥ずかしくて、苦しくて。この感情が恋だというのなら、好きなのかもしれないなんて気づかなければよかった。

　脱いだブレザーをハンガーにかけながら、俺はまたひとつ溜息をついた。

　これが恋ならヤバすぎる。なんで、みんな、こんなにしんどい思いをしてまで恋をしようとするのだろう。

　初心者すぎるせいなのか、俺には皆目、見当がつかなかった。











８．偽装彼氏終了しました









　十七時ちょうどにふたり揃ってレジに立って、そろそろ七分。レジ周りの雑事も終わり手持ち無沙汰になったらしい瀬尾が、とうとうというふうに話しかけてきた。

「あー、最近、どうなんすか、お友達。ほら、あの、先輩と同じクラスの」

　会話が見つからず、気を使って話のネタを引っ張り出した結果、とんでもねぇもの出したな、みたいな第一声だったわけだが、「うん」と俺は頷いた。

「そうだな、えーっ……と」

　いじめではないし、悪ノリの一種だったに違いないんだけど、野井と犀川の会話を立ち聞きしたとき、瀬尾はけっこう怒ってくれたから。進展が気になる気持ちはよくわかる。だが、しかし。

　──俺がなにも言ってないからさぁ、瀬尾に言えるような変化なんて、なにもないんだって。

　はっきり物を申した結果の変化があれば、胸を張って言えるのだが。つまり、そういうことである。

　日ひ和より見みな自分にうんざりしつつ、俺は苦笑まじりに言い足した。

「まぁ、べつに、ふつうっていうか。……うん、ふつう」

「ああ、……じゃあ、よかったっすね」

「うん」

　笑ったものの、どうにも空気がぎこちない。

　瀬尾がバイト先に入って四ヶ月以上は経つわけだけど、これだけぎこちないのは初日以来じゃないかな、と思う。

　それで、あのときと決定的に違うのは、瀬尾も沈黙が落ち着かない様子であることだ。

　いやまぁ、落ち着かないのはわかるよ、うん。むしろあの当時のきみ、よく平然とした顔してたよね。内心でわざと茶化すようなことを言い、以前どおりを装って話題を振る。

「瀬尾はさ、日向のどういうとこが好きなの？」

「え、なんで？」

「いや、瀬尾と日向もべつにタイプは違うよなと思って」

「ああ、まぁ。……うん」

　俺と野井たちをタイプが違うと評したことを思い出したのか、納得したように呟いて、「でも、わりと単純かも」と瀬尾は答えた。

「単純？」

　調子を取り戻した雰囲気にほっとして、問い重ねる。

　喧嘩もしていないようでなによりだ。まぁ、喧嘩になるようなことではないと思っていたけれど。

「うん。日向、多野以外に興味ないから。俺がどれだけモテても『やべ』って笑うだけで、なにも言わないんだよね。正直、すげぇ楽。マジ多野感謝」

　らしいと言えばらしすぎる理由に、自然と笑い声がこぼれた。

　瀬尾が懐く理由は、本当にけっこうわかりやすい。改めて、俺は思った。王子としてではなく、瀬尾個人として認識することができたら、それでオッケー。

　たまたまできたから、俺は瀬尾と仲良くなった。でも、それも、日向の兄貴というオプションがあったからかもしれない。つまり、日向がつくっていた信頼におんぶにだっこだったってこと。

　……いや、さすがに卑屈すぎない、これ。

　思い浮かんだ自虐に、はは、と俺はもう一度誤魔化すように笑った。

　沈黙が嫌いだから適当に会話をすることは得意だし、愛想笑いだって得意なつもりだ。実際、ほら、ちょっと空気もゆるんだし。こんな感じで今日も適当にやり過ごせたらいいなぁと願っていると、瀬尾が口を開いた。

「あの、先輩」

「ん？」

「いや、このあいだ……」

　瀬尾がなにか言いかけた瞬間、紙袋を持ったおばあちゃんが、申し訳なさそうにレジに近づいてきた。

「お仕事中にごめんなさいね。コピー機の使い方を教えてほしいんだけど、お願いできるかしら」

「ああ、はい。いいっすよ」

　どっちが行くというような目線のやりとりをする間もなく、瀬尾がレジカウンターの外に出る。

　いや本当、人が良いよ、こういうとこ。だから、日向にも怒ってくれたのだとわかるけど。ひとりになったレジで、俺はひっそり息を吐いた。

　──そもそもだけど、俺、ありがとうもなにも言ってないんだよな。

　おまけに、変なところしか見せていない。瀬尾が気まずそうだった理由はわからないけれど、口を出しすぎたと思っているのかもしれない。

　本当に人が良すぎやしないだろうか。店の奥に設置されているコピー機の前でおばあちゃんを手伝う瀬尾の背中から、俺はそっと目を外した。

　人が良くて、面倒見も良い。だから瀬尾は、偽装彼氏の役割として、あたりまえに俺と一緒に帰ってくれていた。

　本屋で変な人に絡まれることがひさしぶりだと感じた理由。

「……甘えすぎだろ、俺」

　もれたひとりごとに、はっとして口を噤む。恥ずかしさを取り繕うようにホットスナックを確認していると、同じ高校の制服の女の子が入ってきた。

　校則違反ギリギリの明るい髪のショートカットに、また「あ」という声がこぼれそうになる。

　あの子じゃん。文化祭の準備中、よく瀬尾と一緒にいた女の子。

「あ、いらっしゃいませ」

　まっすぐレジに来た女の子に、店員モードに切り替えて声をかける。

　肉まんかな、ホットスナックかな、とのんきに注文を待っていると、意を決した様子でその子が「あのっ」と切り出した。

「はい？」

「遠坂先輩……ですよね。遠坂のお兄ちゃんの。あの、あたし、遠坂と同じクラスなんですけど」

　それは、まぁ、遠坂のお兄ちゃんだったら、遠坂先輩だろうなぁ、と。どうでもいい揚げ足を取りつつ、「そうだけど」と頷く。

　そうか、やっぱり同じクラスだったんだ。まぁ、でも、それはそうだよな。文化祭の準備期間中、よく瀬尾と一緒にいたもんな。

　平静を装った内心で、そんなことを考える。

　遠くから見たときの印象と大差ない、気が強そうで、明るくてかわいい感じの女の子。俺をじっと見つめたまま、その子が続ける。

「それで、その、あたし、先輩にひとつ聞きたいことがあって」

「うん」

「先輩って、本当に海成と付き合ってるんですか」

「……は？」

　海成って、瀬尾だよな。下の名前で呼んでる子、はじめて見たけど。予想外の展開に二の句を継げずにいると、焦じれた態度で言い募られてしまった。

「あいつ、ゲイじゃないと思うんだけど」

「いや、……えっと」

「先輩の噂は聞いたことありますし、それはどうでもいいんですけど。先輩が無理やり付き合わせてるんだったら、やめてほしいんです」

　きっぱり言い切った女の子が、慮おもんぱかるように眉を寄せる。

「海成、なんだかんだ言って真面目なとこあるから。バイト先も一緒だし、遠坂のお兄ちゃんに言われたら、断りにくいんじゃないかなって」

　いや、瀬尾が真面目なことは知ってるけどさ。

　言葉に出さず、俺は言い返した。

　あいつ、第一印象顔以外最悪だけど、中身は本当にいいやつだよな。なんだかんだ言って面倒見が良くて、案外素直でかわいくて。でも。

「俺の噂？」

「……男が好きだって」

　ためらいがちに、だが、はっきり告げられた返事に、笑おうとして失敗した。

　いや、なに。べつに好きじゃないんだけど、男なんて。むしろ、ずっと苦手だったんだけど。瀬尾と仲良くなるまでは。

　ごく自然と思ったところで、すっと頭が冷えた。

　……じゃねぇわ。それがキモいって言われてんのか、これ。

　男と男で付き合っているみたいな関係が。実際は違うわけだけど、でも、そうだったとしたら、こんなふうに言われてもおかしくないということ。

「茉ま莉り花か？」

　瀬尾の声に、俺ははっと我に返った。おばあちゃんの手伝いが終わってレジに戻る途中で女の子に気づいたのか、珍しく雰囲気が慌てている。

「やば。海成いたんだ」

　振り返った女の子に、「いたんだ、じゃねぇよ」と呆れたふうに瀬尾が言う。あまり聞いたことのない雑な、でも、親しげでもある喋り方。

　なんか、俺だけ部外者の少女漫画を見ているみたいだな、と思った。なんだっけ、当て馬みたいな。

「っつか、なにやってんだよ、おまえ。こんなとこで」

「違うし。海成のバ先どんなとこなのかなって思って見にきただけ。もう帰るってば」

　じゃあね、と笑うと、逃げるように女の子が店を出ていく。感じ取ったじゃれ合う空気に、へぇ、と俺は冷えたままの心で呟いた。

　へぇ、茉莉花ちゃんっていうんだ。海成。茉莉花。お互い呼び捨てにするような関係なんだ。いや、ぜんぜん、べつにいいんだけど。

　レジカウンターに入りすぐ隣に立った瀬尾が、バツの悪い顔で囁く。

「あの、なんか言われたりした？　俺の元カノっつか、幼馴染みっつか、……ちょっと気が強くて。あと思い込みも激しくて。……いや、悪いやつじゃないんだけど」

　あ、へぇ、庇うんだ。

　ごく自然と思ってしまって、自分の女々しさに嫌気が差した。

「ぜんぜん、べつに。なんでもないよ」

　だから、なんでもないふりを装って笑う。

　実際、たいしたことじゃなかったし。野井たちが「俺がすぐに変なおっさんに絡まれる」と笑って、「リアルＢＬじゃん」と馬鹿にしていたのとほとんど同じこと。

　しいて言えば、「男が好き」はそういうふうに見られると改めて実感したというくらい。

　だから、言ったじゃん、とは少し思ったけど。

　ＬＧＢＴＱとか、ジェンダーフリーとか。ＳＮＳ上の有名人とか、知り合いの知り合いに対してだったら、理解のあることを言うことはできるけど。自分の隣にいるとなると、違うんじゃない、と。そういうこと。

「なら、いいけど。本当に本当？」

「本当、本当。遠坂のお兄ちゃんですかって言われたくらい。まぁ、昔からよくあるんだけどさ、あいつ顔広いから。──あ、いらっしゃいませ」

　お客さんが数人入ってきて、ごく自然と会話が途切れたことに、俺は心底ほっとした。

　レジ業務をしながら、瀬尾はさ、と心の中で問いかける。言葉にしては絶対に言えないこと。

　好きでもない人にどう思われてもいいって言ったけどさ。お互い名前呼びする関係の相手に、ゲイだと勘違いされたら、さすがにちょっと困るだろ。

　それで、「あいつ、ゲイなんだって」と噂されるような事態になったら、きっと、もっと。

　想像したら、なんか、ちょっと目が覚めた。それだけ。たいしたことじゃ、ぜんぜんない。

　シフトが終わって、バックヤードでとりとめのないことを喋る時間が好きだった。ふたりで深夜シフトの人に挨拶して、外に出る瞬間も好きだった。

　蒸し暑い夏の夜も、金きん木もく犀せいのにおいがするようになった秋の夜も、一緒に歩くだけで楽しかったけれど。汗ばむようだった夜風が、鼻の頭が赤くなる季節になるまでのあいだ一緒にいたんだから、もう、いいかな、と思った。

　どれもぜんぶ好きだったけど、潮時というやつだ。

　瀬尾に彼女ができるまでの期間限定だったわけだから、そう考えると長すぎるくらいだったのかもしれない。




「あのさぁ、瀬尾。もうやめよっか、これ」

　決めた以上はすぐに実行をしないと、俺は絶対に引き延ばす。みっともない確信だけはあったから、コンビニを出たところで俺は切り出した。

　四ヶ月前、はじめて一緒のシフトに入った日。瀬尾がおっさんに絡まれていた俺を助けて、『彼氏やってあげようか？』と言った場所。

　あのときは、好きになるなんて想像もしなかった。むしろ、ちょっと苦手だったし。回想しながら、黙ったままの瀬尾を見上げて笑う。

「これ、この、偽装彼氏みたいなやつ。もう送ってくれたりしなくていいしさ、終わりにしよ」

「なんで？」

　なんで、ときたか。いや、でも、それもそうか。決めたのなんてついさっきなわけで、予兆もなにもなかったよな。納得して、俺は苦笑を浮かべた。

「なんでって、なんとなく。……まぁ、そろそろいいかなって。それに、瀬尾にメリットないだろ、これ」

「メリットって」

　お互いさまと言って提案したのは、四ヶ月ほど前の瀬尾なのに。妙に不満そうな顔をする。

　……でも、間違ったこと言ってないと思うんだけどなぁ。

　だって、メリットがあったのって、結局ぜんぶ俺のほうだ。力になりたくて助けたこともあったけど、あんまり意味はなかったんじゃないかなって気もするし。

　でも、だから。せめて今、焦った喋り方にならずに済んでよかったなぁと思う。まぁ、最近は、焦ってパニクる回数はだいぶ減ったんだけど。これも、瀬尾の影響だったのかもしれない。年下とは思えないくらい、落ち着いているやつだから。

　移るね、けっこうずっと一緒だと。そう言って笑った瀬尾の顔を記憶から押しやる。余計なことばかり考えながら返事を待っていると、瀬尾がようやく口を開いた。

「そもそも俺、メリットでやってたわけじゃ……いや、最初はまぁ、そうだったけど」

　それ。その言い方。今はメリットでやっているわけではないと勘違いしそうになるからやめてくれないかな。

　まぁ、情みたいなものだと思うけど。本当に人が良いよな、瀬尾は。

　必死に言い聞かせていると不思議とおかしい気持ちになって、また少し俺は笑った。ついでに、なんでもないふうに見えていたら儲けものだと想像する。

「まぁ、だからさ。つまり、瀬尾にもメリットないってことでしょ。だったら、いいじゃん。やめよ、やめよ」

「でも、そんないきなり。やっぱりあいつ、なんか言ったんじゃ」

「違う」

　笑ったまま、俺ははっきり否定した。

「違うよ、大丈夫」

　事実だ。あの子に言われたせいじゃない。もちろん、まったく影響がなかったとは言わないけど、でも、いつかこうなることはわかっていた。

　俺が、瀬尾を好きかもしれないと思ってしまった時点で。

　なんか俺、おまえが面倒だって言った「ちょっと一緒にいたら好きになる女子」そのものだったわ。嫌われたくないから、言わないけど。絶対、言わないけど。

「もういいかなって思っただけ」

　瀬尾も、デメリットしかないお守もりから解放されて、すっきりしたらいいんじゃないかな、と思う。

　元カノと口を滑らせていたけれど、それなり以上に良好な関係なんだということは見たら十分わかったし。

　日向と羽純ちゃんみたいになれるかもよ、とも、やっぱり言わないけど。俺は人間ができてないから、背中を押して、はい、ハッピーエンド、みたいな真似はできないんだけど。

　でも、もろもろを腹にしまって、笑うことくらいはできる。まぁ、一応、先輩だし。

「いろいろありがと。でも、ちょっと甘えすぎたなぁって思って。だから」

「べつに、……っていうか、先輩、ぜんぜん甘えたりしなかったと思うけど」

「そうかなぁ。でも、たぶん、そうだったんだって」

　むしろ、と続きそうだった雰囲気を遮って、俺は笑顔で手を振った。

「バイバイ」

　バイト先だって同じだし、学校でもすれ違うことくらいはあるだろうし、瀬尾が日向に会いに来たら家で会うこともあるんだろうけど、とりあえず。偽装彼氏はこれで終了ということにしてしまいたい。

　本格的に好きになって、本格的に瀬尾が俺を面倒だと感じる前に。

「じゃあ、まぁ、気をつけて帰りなね。俺はこっちだから」

　遠回りはしなくていいと念を押した気分で、背を向ける。瀬尾はなにも言わなかった。そこまで言うならもういいと思ったのかもしれないし、勝手なことばかり言う俺に呆れたのかもしれない。

　ただ、どちらであったとしても、しかたのないことだ。寒いなぁとポケットに手を入れ、夜道を進む。

　──ああ、でも、知らなかったな。

　忘れていた、というほうが正しいのかもしれないけど、でも。白い息を吐き、そっとひとりごちる。

　夜にひとりで歩くと、家までってこんなに遠かったんだな。





※






　冬の寒さにやられ、教室で過ごす生徒が増えた昼休み。

　野井と犀川は、付き合い始めたばかりという犀川の彼女の話題で盛り上がっていた。

　文化祭で声をかけた他校の子で、かわいいらしい。へぇ、まぁよかったね、楽しいなら。

　内心で茶々を入れつつ聞き流していると、「そういえばさ」と野井が俺に話を振った。犀川ののろけに飽きたに違いない。憂鬱を悟られないよう、いつもの笑顔を貼り付ける。

「ん？　なに？」

「最近、教室来ないじゃん、王子。彼女でもできたわけ？」

「あー……、どうだろうな」

　瀬尾が教室に来ないことは事実だが、彼女の有無は把握していないので、そうとしか答えようがない。まぁ、いてもおかしくないと思うけど。

　なにせ、日向と羽純ちゃんという学校が認めたバカップルを羨んでいたくらいだ。瀬尾がその気になったら、すぐにできるだろうし。

「どうだろうなって、バイト辞めたわけじゃないんだろ？　しないの、そういう話」

「いや……、うん。一緒だけど。最近シフト被ってないし。うちにも来ないから」

　あの日以来、シフトが被っていないことも、学校で顔を見ていないことも、家に遊びに来ないことも、すべて事実である。

　へらりと笑った俺を一瞥し、ふぅん、と野井は呟いた。

　……なんか、野井、瀬尾のこと嫌いだよなぁ。

　よく知りもしないくせに、そんなふうに思わなくても、と。もやりとしたものの、野井だしなと思うことで、自分を納得させる。クールなイケメンが嫌いなんだろう、たぶん、きっと。

「ま、べつに、なんでもいいけど。わざわざ教室で顔見んのも目ざわりだったし。来ないなら来ないでちょうどいいわ」

「目ざわりって」

「わざわざ一年が来なくていいって話だろ。なに、むきになってんの」

「いや、だって、瀬尾、べつに、なにもしてないじゃん」

　はっきり口を挟んだ俺に、野井は驚くでもなく怪訝な顔をした。でも、当然の反応だったのかもしれない。

　野井とは小学校低学年のころからの付き合いだけど、「そこまで言わなくてもなぁ」と感じることがあっても、俺はぜんぶ笑って流していた。

　悪いやつではないし、口に出すことで気分を切り替える節があることも知っていたからだ。でも。

「あと、王子って言うの、本当にやめてやって。見た目が派手で目立つだけで、ふつうに真面目ないいやつだから」

「ふぅん」

　苛立ったような瞳にドキリとしたものの、茶化して誤魔化すことは選ばなかった。

　揉めることが苦手で、誰にでも良い顔をしたがって、「べつに、どうでもいいけど」で流すことがお決まりで。俺がそんなふうだから、そんなふうに俺が扱われることはしかたがないと思う。

　でも俺がそんなふうなせいで、瀬尾が軽く扱われることは嫌だった。……いまさらだけど。

「ま、真面目でつまんない一颯に懐くくらいだし、真面目でつまんないやつなんだろうな」

「そうかもね」

　笑うことなく淡々と返して、立ち上がる。

　野井も、見物を決め込んでいた犀川も、虚きょをつかれて戸惑った顔をしていた。その反応に、なにを言っても大丈夫だと思っていたんだろうなぁと痛感する。

　……いや、いいんだけど。実際、そのとおりだったんだし。

　ただ、どうにも引っ込みがつかなくて、俺は逃げるように教室を出た。昼休み終了五分前を告げる予鈴を背に、足早に廊下を進む。

　野井に言ったことを後悔しているつもりはないけれど、慣れないことをしたせいで、俺の胸はめちゃくちゃドキドキしていた。

　溜息を呑み込んで、足を動かす。五時間目をサボることのできる場所。そう考えたとき、俺の頭に浮かんだのはひとつだけだった。




　少し前まで、瀬尾とよく一緒に昼を過ごした空き教室。

　ひとりで来るのははじめてだなぁと思いながら、窓際の後ろから二番目、いつも瀬尾が座っていた椅子を引く。

　静かな空間で窓の外を見つめ、俺はいまさらな溜息をついた。言った内容に後悔はしていなくても、ほかに言い方はあったと思うし、あれでは完全に言い逃げだったとも思う。偽装彼氏の関係を終わりにしようと勝手に宣言した、あの夜と一緒。

　──瀬尾がなにか言おうとしたのも聞きたくなくて、逃げたしな、俺。

　ぐしゃりと前髪を掻きやって、俺はずるずると机に突っ伏した。

　でも、だって、怖かったんだよ。あれ以上、聞くことも。あれ以上、近くにいて好きになることも。そう思ったところで俺は、はたと気がついた。

　……自分のことばっかじゃん、俺。

　本当に、嫌になるくらい。机に顔をつけたまま自己嫌悪に浸ること、数分。本でも持ってきたらよかったな、と俺は悔やんだ。

　延々とループしがちなマイナス思考を止める、俺の秘密兵器。でも、最近はあまり効力を発揮してくれないんだけど。つまり、ずっと瀬尾のことを考えているということ。

　導き出された答えに、俺はたまらずうめいた。本当にどうしたらいいのだろう。

　俺はこれまで、自分が気にしなければどうにでもなると信じて生きてきた。

　おっさんに絡まれても大きな実害はないのだから、深く気にしなければいい。笑い話にすればいい。

　誰かに嫌なことを言われても、愛想笑いで流せばいい。流し切れなかったものが胸に残っても、大好きな本の世界に浸ったら忘れることはできる。俺が見つけた、最適解。

　そんな俺を「十七年しか生きてないのに、斜しゃに構えたこと言っちゃって」と母さんは苦笑まじりに評すけど、少しだけ母さんの気持ちがわかった気がした。

　本心でそう思っているつもりでいただけで、他人や自分と向き合うことから逃げていただけ。

　だから、俺と似ているようでまったく似ていない、自分にも他人にもまっすぐな瀬尾が眩しかった。

「あーあ」

　わざと声に出して、俺は呟いた。

「楽しかったなぁ……」

　──あのさ、先輩、クリスマスデートしない？

　あの約束も、本当はうれしかったんだけどな。











９．恋をするならきみがいい









　コンビニの自動ドアが開くたび、寒いなと思う回数は日に日に増えて、とうとうクリスマスまであと一週間になった。

　今冬一番の冷え込みという触れ込みどおりの寒さに、レジカウンターの中で小さく首をすくめる。

　──そういや、明日は雪って言ってたなぁ。

　バス通かなぁ、面倒だなぁと鬱々と考えていると、バックヤードの扉がピロンと開いた。

「あ、遠坂くん」

　お母さんと手を繋いで出てきたなるちゃんが、にっこりほほえむ。変な意味ではなく、まっとうにかわいい。「こんにちは」と手を振ると近寄ってきてくれるので、なおさらだ。

　レジの前で立ち止まったなるちゃんは、そこでふと首を傾げた。

「遠坂くん、今日は瀬尾くんと一緒じゃないの？」

「んー、今日は木内さんだよ」

　ちなみに、明後日は真矢さんで、その次はまた木内さんというシフトになっている。この調子でいくと、年内は瀬尾と一緒になることはないんじゃないかな。

　そんなことを考えながら、「ほら」と店内の飾りつけに勤しむ木内さんの背中を指し示す。木内さんは、レジで接客するより動き回っていたい派閥なのだ。

「そーなの？　だから元気ないの？」

「ええ……、いや、そんなことはないと思うけど」

　木内さんにまったく興味を示さず、けろりと質問するなるちゃんに、ついつい苦笑いになる。

　なるちゃんに悪意はなくとも、「なに、きみ、人によって態度変えるんだ」と思われそうで、俺が気まずい。いやまぁ、被害妄想なんだけど。

「こら、なる」

　俺の苦笑いを見かねたのか、川又さんの奥さんがなるちゃんをたしなめる。

「そういうこと言わないの」

「だってぇ、そう思ったんだもん」

「はは、……いや、ぜんぜん。ちょっとテストが悪かったからかな」

「テスト？　そっか、そっか。もうそんな時期だよね。おつかれさま」

　実際は、いつもどおりの可も不可もない点数で返却済みなわけだけど。「ありがとうございます」と俺は愛想笑いを返した。

　一家三人揃って俺の癒やし、いわゆる箱推しというやつなので、余計な気は使ってほしくないのである。

　それに、元気がないつもりはないし。はは、ともう一度笑った俺に、なるちゃんはみゅっと眉を寄せた。

「あのね、遠坂くん」

「ん？　なに、なるちゃん」

「喧嘩したら、ちゃんと仲直りしないといけないんだよ」

「え……」

「あ、ごめんね、遠坂くん。最近、瀬尾くんと一緒じゃないから、気になっちゃったみたいで」

　目を瞠みはった俺に、川又さんの奥さんは「こら」というようになるちゃんを引き寄せた。

「ほら、遠坂くんもだけど、瀬尾くんも、なるのことよく構ってくれるでしょ？」

「ああ、……ですね」

「でしょ？　だから、なる、ふたりのことが大好きで」

　一緒じゃないのが気になったんだよね、となるちゃんに笑いかけ、また俺を見る。

「でも、シフトは遠坂くんが決めてるわけじゃないもんね。そのあたり、まだよくわかってないみたいで。ごめんね、変なこと言って」

「いえ、ぜんぜん。それに、本当に、たまたまちょっとタイミングが合わなくなっただけなんで」

　調子を合わせて笑い、俺はなるちゃんに視線を合わせた。

「ごめんね、なるちゃん。でも、大丈夫。喧嘩なんてしてないよ」

「本当？」

「本当、本当。それに、ここで会わなくても、瀬尾とは学校で会うから」

「そっか。瀬尾くんと遠坂くん、高校も一緒なんだったね。いいね、仲良くて」

「ですね」

　笑って頷くと、なるちゃんはようやく少し納得した顔になった。

　不服そうにいじっていたキーホルダーから指を離し、「なら、いいけどぉ」と唇を尖らせながら言う。

「ありがとね」

　まぁ、べつに落ち込んでいるつもりもないし、喧嘩をしているつもりも本当にないんだけど。少なくとも、俺は。

　──いや、まぁ、瀬尾も怒ってはないと思うんだけど。

　呆れている可能性はあっても、たぶん、その程度だろう。バイバイと手を振ったなるちゃんに手を振り返すと、木内さんから声がかかった。

「遠坂くん。この飾り、良い感じになってる？」

「あ、──もうちょっと気持ち右でもいいかもです」

「了解、ありがとう」

　当初の位置から少し右にずらし、木内さんが棚に飾りをつける。先月の時点ですでに十分クリスマスモードだったのだが、「本番前にもっとムードを高めないと」という木内さんの張り切りで、どんどん派手になっているのだ。

　キラキラ、ピカピカ。輝く赤と緑のモールは、いかにもクリスマスという感じだった。





※






　クリスマスイブと言ったところで、午前授業であるもののふつうに学校はあるし、夕方にはバイトがある。

　まぁ、バイトについては「イブに入りたがる子なんていないよねぇ」と泣いていた川又さんを見かね、「入れますよ」とぼっち申告した結果のシフトなんだけど。予定もないし、川又さんにめちゃくちゃ感謝されたので、無問題だ。

　学校が終わってバイトまでの時間が中途半端に空くことにはなったけど、こうやって自分の部屋で本を読んでいれば、あっというまに過ぎるわけだし。

　──でも、なんていうか、これが本来の日常だよなぁ。

　学校行って、帰って、本読んで、バイトして。その繰り返し。愛すべき、俺の平凡な日常。早い話が、この数ヶ月が異常事態だったということだ。

　そんなことを考えながら、勉強机で文庫本を読んでいると、珍しくコンコンとドアを叩く音がした。ついで、「入っていい？」と尋ねる日向の声。

「なに、いいけど。どうかした？」

　いつもノックなんて、絶対にしないくせに。不審に感じつつ、本を閉じて振り向けば、やたらと神妙な態度で日向が入ってくる。

　……え、なに、これ、どうしたの。

　イブ当日に羽純ちゃんに振られでもしたのだろうか。わざわざ一回家に帰ってから、外で待ち合わせて夜デートだと浮かれていたのに。

　想像して青くなった俺に、日向は真面目な顔のまま「あのさ」と切り出した。

「なんていうか、ごめん」

「え、なに。まさか本当に羽純ちゃんと別れ……」

「てないし、っつか、なんで、羽純と別れたら兄ちゃんに謝んの。いや、別れないけど」

「いや、だって」

　一転した不服な表情に、へにょりと眉を下げる。そうだな、別れてないなら、羽純ちゃんと別れるは地雷だった。

「羽純ちゃん以外で、日向がそんな顔する理由わかんなかったから。違うならいいんだけどね？　なんか安心した」

　今日、デートなんだろ、と。取り成すように続けると、日向の口が曲がった。幼いころによく見た、バツの悪いときに日向がする仕草。その顔で、もごもごと続ける。

「いや、だから、そうじゃないけど。でも、そういうとこがデリカシーないのかなと思って。だから、ごめん。……その、このあいだのことなんだけど」

「ええ……、っていうか、日向にデリカシーがないなんて、俺、昔から言ってるじゃん」

　謎の愛嬌で許されてるだけで、たまにとんでもないこと言ってるからね。気をつけなよって。

　最近はあまり口を出さないようにしていたけれど、昔は一応兄として注意していたのだ。それを、なにを、いまさら、神妙に。

　俺の呆れが伝わったらしく、ますます日向の唇が尖る。

「だって兄ちゃん、細かいから。また言ってるよとしか思ってなかったんだけど、瀬尾にまで言われたから、ちょっといろいろ考えちゃって」

　そうか、また言ってるよとしか思ってなかったのか。少し遠い目になっていると、日向がとんでもない告白をした。

「羽純にも相談したんだけどさ」

「おまえ、なんで羽純ちゃんに言うんだよ!?」

　予想外の爆弾を食らった気分で、思わず俺は叫んだ。

　というか、それに関してはべつにいいって言ったじゃん。あの日の夜も『なんか、もしかしてごめん』ってめちゃくちゃ軽く謝られたけど、そのときもべつにいいって言ったじゃん。

「はっきり言うけど、それだよ、デリカシー！　おかしいじゃん、相談する相手！　俺の気持ち考えて!?」

「え、でも、俺、羽純にも怒られたんだけど。そんなの気持ち悪いに決まってるじゃんって。男とか女とか関係ないよって」

　正しいことをしました、言われましたと言わんばかりの瞳に、俺は無言でうなだれた。

　羽純ちゃんはいい子だ。日向と同じく多少ずれているところはあるものの、まぁ、いい子だ。うん、だから怒ってくれたんだよね。それはわかる。

　だが、切実に知らずにいてほしかった。

　……というか、だから嫌なんだよ。真面目に受け取られんのも、同情されんのも。

　そういう目で見られたくないし、なにも知らないで無邪気に笑っていてほしいと思う。同時に、やっぱり、恥ずかしいという気持ちもある。

　変わらないいつもの感情の動きなのに、胸の重しが軽くなった感じも、たしかにあって。溜息を呑み、俺は顔を上げた。

「わかった、わかった。でも、べつにいいから、本当」

　それに、となんでもない調子で笑って続ける。

「おまえにそんなこと言われんの、ふつうに気持ち悪いし」

「それはそうだけど、でも、やっぱり、ちゃんと謝っとこうと思って。だから、ごめん」

「え……、いや、うん。ぜんぜんいい、けど」

　予想に反して真しん摯しに謝られてしまい、俺はもごもごと受け止めた。深刻な雰囲気を避けようと画策した自分が、ちょっと恥ずかしい。

　デリカシーはないし、いろいろと思うところもあるけれど、こういう素直な一面を持っているから、俺も含めてみんな絆ほだされるんだろうな。

　日向の成長にしみじみする俺をよそに、日向はあっさり切り替えたらしかった。いつもどおりの軽い声が、話を続ける。

「あと、ちょっと話変わるんだけど」

「ん？」

「なんか、瀬尾、最近機嫌悪いんだけど、兄ちゃん知らない？」

　機嫌、悪いんだ。

　想定外の事実に、驚いたものの、俺はすぐに苦笑を浮かべ直した。

　それはまぁ、瀬尾だって、機嫌が悪いことくらいあるだろう。

「日向が知らないこと、俺が知ってるわけないじゃん。バ先同じってだけなのに」

「それもそうだけど、でもあいつ、兄ちゃんに懐いてるからさ。バイトのときにでも聞いてやってよ」

「いや、だから……」

「だって、兄ちゃんも瀬尾のこと気に入ってるでしょ。いやマジ、バイト紹介した甲斐あったわ、瀬尾に」

「紹介？　え、おまえが紹介したの？」

　とつぜんの新事実に声が裏返る。その俺の反応に、日向は「あれ」と首をひねった。

「言わなかったっけ、俺。瀬尾がバ先どうしよ、女子に絡まれて揉める未来しかないって暗い顔してたから。うちの兄ちゃんのコンビニどうって紹介したの。本気で入るとは思わなかったけど」

「ああ、そういう……」

　納得して、俺は肩から力を抜いた。そういえば、『やば。本気だった』とか言ってたな、こいつ。

　まぁたしかに、うちのコンビニはホワイト案件だろうけど。カフェとか居酒屋よりは女の子も寄ってこないだろうけど。

「まぁ、兄ちゃんが知らないなら、瀬尾はいいや。そのうち適当に戻るだろうし。あー、すっきりした」

　にこにこのご機嫌顔で、「デート前に済ましときたかったんだよね」と日向が告げた台詞に、俺はひらひらと手を振った。

　それだよ、デリカシー、という真実は呑み込む。

「はいはい、行ってらっしゃい。羽純ちゃんによろしくね」

「うん。行ってくるけど。っつか、兄ちゃん、イブなのにバイトなんだな」

　彼女どころか、友達いないんだな、みたいな視線を最後によこした日向に、無言のまま、さらに手を振る。ぼっちなんだよ、ほっとけ。





※






「おつかれさまでーす」

　着込んでいたダウンジャケットのファスナーを下げながらバックヤードのドアを開けると、モニター画面を見ていた川又さんが振り返った。

　ついついお願いを聞いてあげたくなる、へにょりとした笑顔。本当に予定はなかったから、今日に関してはぜんぜんいいのだけど。

「ごめんねぇ、遠坂くん。せっかくのイブなのに」

「いいっすよ、べつに。予定もなかったんで」

　笑って、脱いだ上着をロッカーのハンガーにかける。

　──まぁ、そら、リア充はイブにバイトなんて入りたくないよなぁ。

「そう言ってくれると、こっちは助かるけど。──あ、瀬尾くんも。ごめんねぇ、急に入ってもらっちゃって。予定とか大丈夫だった？」

「え……」

　今日、真矢さんじゃなかったんだ。扉の開く音と川又さんから飛び出した名前に驚いて振り向く。けれど、瀬尾は、俺が愛想笑いを浮かべる前に、川又さんと話をするていで視線を逸らした。

「いいっすよ、振られたんで」

「え、……え、あ、そう、なんだ。ああ、でも、ね、瀬尾くんかっこいいから。すぐに新しい彼女できるんじゃないかな。ね、遠坂くん。ね」

「ええ……」

　なんで、俺に話振るの。というか、川又さん、焦る気持ちはわかるけど、令和コンプラ的にいろいろアウトだよ。

　突っ込みたくなったものの、とりあえず。エプロンを着ることで、返事を引き延ばそうと試みる。だがしかし、のそのそと紐を結ぶあいだも、瀬尾はなにも言わなかった。機嫌悪いって、これか。気まずさに耐えかね、へらりとほほえむ。

「あー……、じゃ、ないすかね」

「だって。ほら、よかったねぇ、瀬尾くん」

「はぁ、でもべつに、好きでもなんでもない相手に好かれても、うれしくないんで」

「なるほど、なるほど。モテる子は言うことが違うよねぇ。ねぇ、さすが。ねぇ、遠坂くん」

「はは、……はぁ、ですよねぇ」

　俺にはわかんないですけどぉ、と愛想笑いのまま続け、ロッカーの前を譲るかたちで、俺はするするとバックヤード内を移動した。気まずいがすぎる。

　どうにか挽回したい川又さんの世間話は完全にドツボにはまっているし、瀬尾は塩だし。

　意味のない愛想笑いに疲れ、俺は時計を見た。十七時四分前。

「レジ、代わってきまーす」

「ああ、はい。お願いねぇ」

　なるちゃんに説明したとおりで、喧嘩してるつもりはなかったんだけどなぁ。機嫌悪いって、なんで機嫌悪いんだよ、と。レジに向かいながら首をひねったところで、ああ、と得心する。

　……いや、怒ってんのか、もしかしなくても、俺に。

　瀬尾の言おうとすることを聞かず、自己完結で言い切ったから。たしかに、瀬尾はあまり好きではなさそうだ。

「おつかれ、遠坂くん。交代ありがとね。でも、よかったの？　イブなのに、シフト入っちゃって」

「いや、ぜんぜん。予定もなかったんで。代わりますね」

　それも本当、令和コンプラアウトなのよ、と思いつつ。おばさまたちのかわいがりを笑顔で受け流して、レジを代わる。

　遅れて現れた瀬尾と入れ替わり、家に帰ったらクリスマスパーティーなのよ、あら、うちも、なんてことを喋りながら、おばさまたちが出ていくと、一転してレジは静寂に包まれた。

　……いや、気まず。

　機嫌が悪い原因、俺なの、という疑いが濃厚になっただけに、余計に。無言でレジ周りを整える瀬尾の様子をちらちらと窺うこと、十秒。耐え切れなくなって、俺は口を開いた。

　黙ってふたりで突っ立っているという図が、本当に心底苦手なのである。

「あの、さ」

「なんすか」

　意を決したものの、ふつうに瀬尾は冷たかった。懐かしいくらいの塩。

　でもまぁ、偽装彼氏だから優しかったんだと思えば、こんなもんか。ただのバイト先の先輩に対する態度なんて。

　そう言い聞かせ、果敢にチャレンジを続行する。

「あ、……ううん。バイト代わってあげたんだなって思って。今日、もうひとり真矢さんだと思ってたから」

「彼氏できたらしいっすよ。この前シフト被ったときに、休みたいけど悪いかなって悩んでたから。べつに俺、用事なかったし」

「あ、なかったんだ」

　ほっとして呟いた直後、絶対零度の視線を頂戴してしまった。いや、こわ。

　ひさしぶりに見たということもそうだけど、もともとの顔が良いから、無表情で睨まれるととんでもなく怖いんだって。おまけに、大型犬っぽい表情に見慣れてたからさぁ。

「うん。いや、ごめん」

　俺が口出す話じゃなかったよね、と俺は笑った。めちゃくちゃ乾いた笑いになったし、瀬尾はなにも言わなくて沈黙が落ちた。ヤバいほど気まずい。

　少し前までなに喋ってたんだっけ。というか、なんで喋らなくても気まずくないって思うようになったんだっけ。

　まったく思い出せないまま、そっと溜息を呑む。店内にはずっと陽気なクリスマスソングが流れていて、なんだかそれが気まずさに拍車をかけている気がした。

　──っていうか、瀬尾も振られたとか言い出すなよ。

　川又さんも困ってたじゃん。俺との約束がなくなったあとに、誘った女の子に振られたのかもしれないけどさ。でも、言わなくてもいいだろ。

　そんなことを考えながら、手持ち無沙汰に時計を見上げる。勤務開始から十分も経っていなかった現実に愕然として、俺は再び溜息を呑み込んだ。

　頼むから、あと四時間弱、さっさとワープしてほしい。




　どうにか終わったけど、下手したらはじめて一緒に入ったときより疲れたな。

　ぐったりした気分でそそくさとエプロンを脱ぎ、ダウンジャケットを掴んでロッカーの前を離れる。

　……瀬尾も瀬尾で「沈黙なんて気になりませんが？」みたいな顔に戻ってるしさぁ。

　ロッカーを使い始めた瀬尾のしらっとした横顔から、俺は視線を外した。

　自分が悪いとわかっていても、きついものはきつい。とはいえ、だ。最低限ふつうに振る舞いたい自負もある。バックヤードの隅でダウンを羽織り、よし、と俺は愛想笑いをつくった。

「あー……、じゃ」

　この五ヶ月弱、ずっと一緒に帰っていたせいか、挨拶が妙にぎこちない。気づかないふりで、「お先」とバックヤードを出ようとした俺の背中に、呼び止める声がかかった。

「ちょっと待って、先輩」

　たぶん、今日、はじめて。瀬尾が自発的に俺に向けて発した声に、扉を押そうとしていた手が止まる。

「えっと、なに？　どうかした？」

　取ってつけたように笑って振り返ると、瀬尾は鞄から本を取り出した。

「これ。本、返す。ありがと」

「ああ」

　呼び止めた理由に納得して、差し出された本を受け取る。そうだよな、持ったままにしてるの、瀬尾は嫌だよな。

「どうだった？」

　受け取った本の表紙を見つめたまま、俺はぽつりと言葉を落とした。身に染みた愛想というよりは、喋ってくれる機会を逃したくなかったからで。本当に勝手だと自分に呆れた。

「うん、ふつうに面白かった」

　俺と同じで少しだけぎこちない、でも、ふつうの範はん疇ちゅうの声。その事実にほっとして、うつむいたまま口元をゆるめる。

「そっか、よかった」

「今日は？　次の本持ってないの？」

「あー……、うん」

　ここぞと次に貸す本を渡していた過去を指摘され、俺は苦笑を浮かべた。毎回鞄から本を取り出すから、「いつも入ってんの？」と驚かれたこともある。

　違うよ。そもそも、本の貸し借りがなかったら、鞄なんて持ってこないよ。いつのまにか「いつも」になっていたというだけで。

　すべて心のうちで言い、習慣で持っていた鞄に本をしまう。そうしてから、俺は顔を上げた。

「ちょっと次々渡しすぎたなって反省したっていうか。瀬尾もさ、また読まなきゃって思うのも負担だったんじゃない？」

「そんなことないけど」

「そ？　ならいいんだけど、でも」

　これもやめてもいいんじゃないかな。続けるつもりだった提案を遮るように、瀬尾はかすかにほほえんだ。

「また、貸してよ。今度」

「……いい、けど」

　偽装彼氏をやめたって、バイト先は一緒だし、日向の友達だし、俺はこうやって喋ることができるとうれしいし。

　でも、瀬尾はもう嫌なのかなって思ってた。だって、ずっと、はじめて会ったころみたいだったじゃん。

　好きになったかもしれないってばれて、瀬尾に嫌われたくなかったから。颯爽と「やめよ」と提案したつもりだったのに、意味なかったじゃんって、そう思ってたのに。

　ぐるぐる巡る勝手な思考を押し込め、「じゃあ」と改めて告げようとしたのに。以前と変わらない調子で、瀬尾が俺を呼んだ。

「ねぇ、先輩」

「……ん？」

「ツリー見に行かない？」

　店内からは、クリスマスソングが響いている。

　いっそのこと、機嫌が悪いままでいてくれたらよかったのに。またしても勝手な考えが浮かんだものの、断ることはできなかった。

「…………いいけど」

　つい先ほどと、あるいは、いつか誘ってくれたときと同じように。俺は了承を振り絞った。なんでもない声を取り繕えている自信は、まったくと言っていいほどなかったけど。

　これが、俺の本気の精いっぱいだった。




　瀬尾の言うツリーのある広場は、駅の北側にある。

　駅の南側にあるコンビニから歩いても二十分とかからない場所で、この地区のリア充な学生が集結すると評しても過言でないクリスマススポットだ。

　なんで、そんなところにふたりで向かっているんだろうなぁ、と。責任を擦り付けることを考えながら、そっと瀬尾を見上げる。不機嫌そうというわけではないものの、なにを考えているのかわからない静かな横顔。

　ばれないように正面に視線を戻し、なんでなんだろうなぁと俺は改めて思い返した。俺が断ることのできなかった理由は単純だし、瀬尾が最初に『クリスマスデートしない？』と提案した理由は女子避けだったとわかるけど、今日のバイト終わりに誘ってくれた理由はなんだったのだろう。

　……イブにひとりで家に帰んの、嫌だったのかな。

　でも、それだったら、茉莉花ちゃんとやらを誘えばよかったんじゃないのかな、と思う。万が一、茉莉花ちゃんに振られたあとだったとすると、本当にごめんだけど。

　悶々と考え続けていると、「なに？」と瀬尾が首を傾げた。

「あ、えっと……べつに」

「なんか、見てたから」

「ああ……、うん。そだね」

　見てたね、と呟いて、誤魔化すように髪を触る。悩んだものの、視線は伏せたまま、俺は疑問のひとつを口にすることにした。保険をかけるみたいな、軽い言い方を選んで。

「いや、なんで誘ってくれたのかなと思って。あ、嫌とかじゃないんだけど」

「だって、うれしそうにしてたじゃん」

「え……」

「俺の勘違いだったら、さすがに恥ずいんだけど。最初、誘ったとき」

　ぽそりと言い足された台詞に、思わず視線が上を向いた。寒さが原因の可能性も否めないものの、瀬尾の耳のふちが赤い。

　赤い耳じ朶だから目を逸らせないまま、半ばやけくそに俺は認めた。心の中で、だけど。

　そうだよ。クリスマスデートに誘ってくれたとき、めちゃくちゃうれしかったよ。隠してたつもりの感情が筒抜けだったらしいことはめちゃくちゃ恥ずかしいけど。でも、うれしかったよ。

　そういう意味で誘ってくれたわけじゃないから、と。何度も自分に言い聞かせたのに、冷静になることはできなくて、浮かれて、それで。

　瀬尾がいたから、「恋愛っていいな」と思うことができた。……まぁ、キラキラしているだけじゃないという事実も、知ることにはなったけど。

　駅に近づくにつれ、にぎやかさの増す夜の中で、俺は恐る恐る切り出した。

「あの、さ」

「うん」

「その、……ごめん。このあいだ、瀬尾の話、ぜんぜん聞かなくて」

　瀬尾にとって「偽装彼氏」のメリットは、なにもないのだから。名前で呼び合うような関係の子に、さすがにゲイと誤解されたくないだろうから。

　らしい理由はいくらでもある。でも、本当の理由は、自分が今以上に瀬尾を好きになることが怖かったからだ。「なに本気で好きになってんの」と引かれたくなかった。

　瀬尾はそんな態度を取るやつじゃないと知っていたはずなのに、自分の怖さを優先した。

「ああ」

　覚悟していたよりもずっとあっさりした調子で、瀬尾は苦笑をこぼした。

「べつにいい……いや、よくはないけど。でもなんか先輩、そういうとこ本当素直だよね」

「素直って」

「人が良いでもいいんだけど。自分が悪いって思ったら、すぐに謝ってくれるじゃん。だから、なんか……うん」

　ほんの少し自分に言い聞かせる雰囲気で笑い、だから、と瀬尾は繰り返した。

「なんか意地張ってんのも馬鹿らしくなるっていうか。あと先輩、日向のこと馬鹿にできない程度には顔に気持ち出てるから」

「え、嘘」

「嘘じゃないよ、本当。少なくとも、俺はわかるよ。それだけ一緒にいたんだし、だから今日、誘ったんだけど」

「……えっと」

「勝手に投げ出したくせに、寂しそうにするから」

　ずるいよねと言わんばかりのそれに、視線が地面にめり込む。なに、それ。めちゃくちゃ居た堪れないんですけど。

　──いや、でもそれ。どう考えても人が良いの、おまえだろ。

　そうやって、簡単に折れようとしてくれるのだから。羞恥を堪え、そっと顔を上げる。

　ライトアップされた街路樹と、普段よりも格段に多い人の数。手を繋いだカップルもたくさんいて、なんだかみんな幸せそうで、いいなという羨せん望ぼうが湧き上がった。

　夏に瀬尾が告白されている場面を見たときよりも、なぜか、ずっと、切実に。

「このあいだ、コンビニに来たやついたじゃん。幼馴染みって言ってた」

「あ、……うん」

　言ってたね、と応じ、瀬尾に意識を戻す。なんで、羨ましいなんて思ったんだろう。不思議がっていると、瀬尾が自虐の混じった調子で笑った。

「俺さ、自慢じゃないんだけど、中学入ったあたりで、それまでの比じゃなくモテるようになって」

「想像できる、見てないけど」

　かわいくて、かっこよくて、優しくて。モテたんだろうな、それはもう、ものすごく。

　そんなころの瀬尾にも、ちょっと会ってみたかったな。その想像で、俺は笑った。できるだけ、軽く響くように。

「でしょ？　でもべつにモテたかったわけでもないし。けっこう困っててさ」

「うん」

「そうしたら、あいつが、『じゃあ、彼女のふりしてあげよっか』って言い出して」

「うん」

　そうだったんだ、と心のうちで呟く。俺と一緒だったんだ。いや、彼女の時点で一緒じゃないことはわかるけど。その、なんというか、偽装という点で。

　コンビニで話したときの茉莉花ちゃんの顔が、頭に浮かんだ。わざわざバイト先に来て、牽けん制せいした真剣な瞳。瀬尾のことを好きなんだろうな、と想像することは簡単だった。それなのに、瀬尾はそうじゃないみたいに言う。

「ただの幼馴染みで、お互いそういう意味で好きじゃないって俺は思ってたから。あんまり考えないでオッケーしたんだけど。でも、どんどん本当の彼女面づらっていうか、図々しくなって。約束違ぇだろって嫌になってやめた」

　だから、『女子は駄目』ってあんなにはっきり言い切ったのか。俺が『女の子に頼んだら駄目なの』って聞いたとき。

　納得して、同時にもうひとつ気がついた。

　……瀬尾さぁ、たぶんだけど、それ。持ちかけた時点で、中学生の茉莉花ちゃん、おまえのこと好きだったんだと思うよ。

　俺が勝手に踏み込んでいい話じゃないと思ったから、「うん」という相槌に留めたけど。なんというか、本当に、こいつ、一回懐に入れた相手に甘いよな。

　これもたぶんだけど、幼馴染みの茉莉花ちゃんにも、おまえ、それなりに特別に優しくしてたんでしょ。だから、勘違いしたくなっちゃったんだよ。茉莉花ちゃんも、俺も。

　そんなことを考えていると、瀬尾が苦笑まじりに五ヶ月ほど前の内心を打ち明けた。

「でも、先輩だったら、男を好きにならないだろうし、先輩にとってもメリットあるから。お互いさまで約束続くんじゃないかなーって思って声かけたんだけど」

「ああ、……うん。だよね」

　わかってたから、けっこう気をつけてたんだけどなぁ、との本音は呑み込んで曖昧な苦笑を返す。その俺を見て、瀬尾はもう一度「でも」と言った。

「途中から、もっと図々しくなってくれないかなって思ってたんだよ、俺」

「え……」

「フリじゃなくて特別にしてくれたらいいのにって」

　それはいったいどういう意味なのだろう。胸がドキリと鳴って、なにも言えなくなってしまった。だって、そんなの、俺に都合の良すぎる勘違いをしてしまいそうになる。

　黙ったままの俺に、瀬尾はふっとほほえんだ。まるで駄目押しするみたいに。

「それにさ、俺と先輩、話合うと思わない？」

　文化祭の準備期間中だったころの、コンビニで。話が合う子がいいと俺が言って、たしかに大事だよねと瀬尾が言った。そうだよ。あのときだって、好きなタイプを問われた時点で、おまえの顔が浮かんだんだよ、俺。理由はわからなかったけれど、でも。

　駅に向かう人の波から外れ、街路樹のそばで瀬尾は立ち止まった。自然と俺の足も止まり、瀬尾と向き合うかたちになる。真面目な顔をした瀬尾が、俺の手を掴んだ。触れた指先が冷たい。

「俺は好きだよ、先輩。知ってる？　今日誘うの、実は俺がめちゃくちゃドキドキしてたの」
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　知らないよ。そう笑おうとして完全に失敗した。いや、だっておまえ、ぜんぜんそっけない顔してたじゃん。余裕がなくて、俺が気がつかなかっただけかもしれない、けど。

　──好きって、瀬尾が？　俺を。

　嘘や冗談で、そんなことを言うやつではないとわかっている。でも、瀬尾が好きになってくれる要素が、俺のどこにあるのかがわからない。それに、あたりまえの話だけど、俺も、瀬尾も、男だ。

　ざわめきの中、いつかと同じように五秒を数えて、俺は首を傾げた。

「俺、ゲイじゃないと思うんだけど」

　おっさんに好かれるからってさぁ、俺も同じだと思った？と問うように。冗談めかして逃げ道を残そうとした俺を見つめ、瀬尾ははっきり答えた。

「俺もゲイじゃないと思うよ。付き合った女子もいるし」

「なら……」

「でも、先輩は好き。男だからとか女だからじゃなくて、先輩自身が好き」

　当然と言わんばかりの、ぶれのない声だった。

「なんか、いつもすげぇ必死だし、周りのこと気にしすぎだろって呆れることもあったけど。そういうのぜんぶひっくるめて、大事にしようとしてる先輩が好き。先輩と話してると落ち着くし、素が出せる気がする。もっと、ずっと一緒にいたいなって思う」

「……え」

「そういうふうに好きなんだけど、それって、そんなにおかしいの？」

　なんで、瀬尾は、そんなふうにまっすぐ言うことができるのだろう。言葉の意味の半分も理解できないまま、手元に視線を落とす。胸がいっぱいで、うれしいと苦しいが喉のあたりまで詰まっている気がした。

　いつも、そうだ、と。泣きたいような気分で思った。瀬尾は、いつも、そうやって、俺の戸惑いも恥ずかしいも、きれいさっぱり吹き飛ばす。

　……でも、それだけじゃないよな。

　そっと息を吸って、改めて瀬尾を見上げる。瀬尾は俺とは違うけど、強いけど、それが瀬尾のすべてではないことも、俺はきちんと知っている。

　今もそうだ。まっすぐに俺を見つめる瞳の奥には、不安と緊張が潜んでいる。だから、俺も向き合わないといけない。男同士だからとか、恥ずかしいとか、そういうことではなくて。俺自身と、瀬尾の気持ちに。

　されるがままではない俺の意思で、瀬尾の指先を握り返す。

「おかしくない」

　ほっとゆるんだ瞳を見上げ、俺は繰り返した。だからその顔、反則なんだって、とほんの少し呆れながら。

　好きなやつの表情の変化に弱くないやつなんて、この世界のどこにもいないだろ。

「おかしくないよ、ぜんぜん」

　だって、と俺は続けた。

「俺も好きだもん」

　クリスマスイブの夜の駅前がこれほどにぎやかだということを、俺ははじめて体感として知った。これほど多くの人がいても、べつに誰も、他人に注目しないんだな、ということも。

　もちろん見ている人もいるのだろうけれど、どうでもいいと思うことができる。だって、その他大勢の比でなく大事にしたい相手が目の前にいるのだから。

　自分の思考に驚いて、同時に気がついた。あの夜、『彼氏やってあげようか？』と瀬尾に言われた瞬間。止まった気がした世界は、止まったのではなく、変わり始めていたのだと。

　今の俺の世界は、夏よりもずっと広くなっている。

　それで、それはぜんぶ、瀬尾のおかげなんだ。











10．平凡で特別な恋をする









　あ、これ、ガチでクリスマスデートってやつなんだ。

　ふわふわとした頭で「デート」を噛み締めつつ、瀬尾と一緒にツリーを見た、その日の夜。俺は見事な知恵熱を出した。

　たぶん、小学校ぶりの知恵熱。「小さいころと同じ熱の出し方」と心配半分呆れ半分で笑った母さんは、「日向を見習えとは言わないけど、たまには誰かに頼りなさいよ」と言い置いて、俺の部屋の扉を閉めた。

　渡されたスポーツ飲料で水分を補給し、そっと息を吐く。なんというか、熱だけのせいでなく顔が熱い。ペットボトルをフローリングに置き、俺はがばりと布団にもぐりこんだ。

　記憶の片へん鱗りんがよぎるだけで、謎の羞恥に悶もだえそうになる。冗談抜きでちょっとヤバいんじゃないかなこれ、という気分だ。まぁ謎というか、浮かれた恋心でしかないんだけど。

　熱を下げるためにも思考を一時停止したいのに、止まる気配は微塵もない。

「あー……、変なことしてないよな、俺」

　いや、うん、たぶん、きっと、していないはずだ。言い聞かせ、布団にくるまったまま、深々と熱い息を吐く。

　知恵熱を出した時点でお察しだと思うけど、完全にキャパオーバーだったのよ。




　うんうんと羞恥と高熱に唸ることになったクリスマスイブの夜。俺はおぼろげな夢を見た。

　恥ずかしい、恥ずかしい、と膝を抱えて泣く小さな俺を、べつになにも恥ずかしくねぇよ、バーカ、と高校生の俺がぶん殴っているような夢で、いや、抱きしめるとか慰めるじゃないんだと自分に呆れたところで目が覚めた。

「やば、遅刻……！」

　カーテンの隙間からは、明るい光が降り注いでいる。

　焦って飛び起きたものの、「終業式だけど、今日は休んだら？」と母さんに言われていたことを思い出し、俺は早々にベッドに舞い戻った。

　さすが知恵熱というべきか、ぐっすり眠ったことで身体は軽くなっている。

「今、何時だろ……」

　ひとりごちて、枕もとのスマートフォンに手を伸ばす。十時二十一分という表示に、よく寝たなぁと感心したところで、メッセージの受信通知に気がついた。

　アプリを開けば、昨日の夜にいまさらながらＩＤを交換した相手からの複数のメッセージ。

《日向に熱出したって聞いたんだけど、大丈夫？》

《昨日、そんなに寒かった？》

　心配がありありと伝わる文章が、とんでもなく照れくさい。気恥ずかしさを堪え、《大丈夫、知恵熱だから》と返事を送る。

　一時間以上経ってからの返信だったのに、あっというまに既読がついて《知恵熱？》とメッセージが返ってきた。

　そうか、この年だと「心因性の熱」と表現したほうが正しいのか。でも、それは、ちょっと語ご弊へいがあるような。悩んだ末に、《もう下がった》と返信する。

　再びすぐに届いた《お大事に》という労わりの言葉を眺め、俺は口元をゆるめた。気恥ずかしいし、むず痒がゆいけれど、それ以上に胸の奥があたたかくて、うれしい。

　これが恋かぁ、と。しみじみした気分で昨夜ぶりに噛み締める。

　いや、俺、彼氏ができましたわ。





※






　時間があるときにメッセージのやりとりをしたり、バイト前に集まって一緒に課題をしたり、ときにふたりで出かけたり。

　付き合いたての甘酸っぱい時間を過ごすうちに冬休みは過ぎ去って、とうとう三学期が始まった。

　高校二年生、最後の残り三ヶ月。




「あれ、一颯。昼どっか行くの？」

　昼休みのチャイムが鳴って早々に弁当を持って立ち上がると、後ろから野井の声がかかった。

　新学期になって席替えがあったにもかかわらず、斜め後ろのご近所さんなので、腐れ縁としか言いようがない。なんというか、昔から基本、席近いんだよな。

「うん、今日は瀬尾と食べる」

「結局、また王子かよ。仲良しですね」

「仲良しだけど。っつか、王子じゃないからね」

「あー……、はい、はい」

　うぜ、という副音声がつきそうな態度に、鉄板のはずの愛想笑いが引きつりかける。だが、俺が物を申すより、背後から近づいた犀川が、野井の背中を叩くほうが早かった。

「野井、おまえ、このあいだ一颯に謝ったばっかじゃん、いいの、その態度」

　無言を決め込む野井の背中をバシバシと叩き続ける犀川は、野井が俺に弱くなっている珍事を、たぶんだけど、めちゃくちゃ面白がっている。

「一颯が夏休みもバイト、バイトで遊んでくれないし？　文化祭も瀬尾くんと抜けるし、瀬尾くんとばっかり仲良くするしで寂しかったんだもんねー」

「いや、マジうぜぇな、おまえ」

　不機嫌度合いの跳ね上がった声に若干びくりとしたものの、野井は俺を見ると、不本意そうながらも瀬尾の呼び方を改めた。

「瀬尾でいいんだろ、瀬尾で。ほら、もう、とっとと行ってこいよ」

　しっしと手を振られ、教室の入口に目を向ける。発見した瀬尾の姿に、「そうする」と野井に苦笑を返し、俺は足を踏み出した。

　聞き流しているだけでは変化は生じないけれど、伝えることで変わることもある。なんでもそうだけど、積み重ねなんだろうな、と思う。俺が今までなぁなぁで流し続けてきたもの。

「あ、お待た……」

「あれ、瀬尾くんじゃん。ひさしぶりー」

　瀬尾に対する俺の呼びかけと、入口近くの席に座っていた櫻井さんの華やかな声がきれいに被さる。

「遠坂くん？　たまには一緒にここで食べたらいいのに」

「ああ、いや」

　対応に戸惑っている雰囲気に、俺は慌てて「お待たせ」と割り込んだ。

「先輩」

　俺を認識してゆるんだ瞳に、へらりとほほえむ。今日も変わらず瀬尾の瞳は雄弁で、俺の心臓にちょっと悪い。

「なに、なに。べつにいじめてないよ？」

「いや、知ってるけど、ごめん、でも」

　きゅっと弁当を持つ指先に力を込め、俺は櫻井さんに笑いかけた。

「デートだから、これ」

「え、やば」

　大きな瞳をさらに大きくし「ＢＬじゃん」と爆笑した櫻井さんが、「ごめんね、邪魔して」と両手を合わせる。

「ごめん、じゃ、行こっか。……瀬尾？」

「あ、ううん、なんでもない」

　振り向いた先の呆気にとられたような表情に不安を覚えたものの、瀬尾はすぐに見慣れた笑顔を浮かべた。

　その変化にほっとして、いつもの空き教室にふたり並んで歩き出す。

　背中に聞こえた「尊すぎない、あれ」、「マジイケメン」という櫻井さんの悲鳴は聞こえなかったことにして。

　たぶんだけど、うっかり直視したんじゃないかな。いや、本当、瀬尾の笑顔、心臓に悪いんだよ。だから、被害者は俺だけでいいんだと思う。




　空き教室の窓際の後ろから二番目と、三番目。すっかり慣れた定位置で、でも、さすがに冬なので、窓を開けることはしない。

　いつもと同じようにのんびり過ごしていたのだが、少しだけ気になって、俺は教室の一件を引っ張り出した。

「あのさ」

「ん？」

「さっきさ、教室の。……嫌だった？　デートって言ったの」

　たぶん、櫻井さんは冗談だとしか思ってないと思うんだけど。ぽつぽつ言い募った俺に、瀬尾は驚いた顔で「ぜんぜん」と首を横に振った。

「本当？」

「本当、本当。まぁ、ちょっとびっくりはしたけど。ほら、先輩、『べつにいい』もよく言うけど、『恥ずい』もよく言うじゃん」

「……うん」

　言うね、と俺は認めた。たぶん、というか確実に。瀬尾の前でも何度となく言ったことだろう。この教室でも、文化祭当日に『瀬尾ってさ、恥ずかしくないの？』と泣き言をこぼしたくらいだし。

「だから、俺とこういうことするのも恥ずかしいのかなって、実はちょっと思ってたから」

「あ……、えっと」

　はっとして、俺は口ごもった。

　はじめて一緒にお昼を食べたとき、瀬尾と噂になることを恥ずかしいと感じたことは事実だ。でもそれは、瀬尾の存在が恥ずかしかったからではない。

　……けど、そんなこと、言わないとわからないよな。

　後悔を呑み、俺はまっすぐ瀬尾の目を見つめた。改めて、気持ちをはっきり言葉にしようと決める。

「あのさ」

「ん？」

「瀬尾といることは、なにも恥ずかしくないよ、俺」

「本当？　なら、いいんだけど」

　にこりとした瞳に、もう一度、うん、と頷いて、俺は箸を置いた。

「それに、瀬尾とふたりでここで食べるの好きなんだよね。けっこう前からだけど」

　まだ偽装彼氏だったころから。瀬尾と過ごす昼休みは、大切な時間だった。

　春になっても、続いたらいいな、と思う。

「俺もそうだよ。あたりまえじゃん」

「なら、よかった」

　返事に安心して、俺はふにゃりと笑った。

「瀬尾にクラスで仲のいい子ができたらって思ったのも本当だったんだけど、来ないことが増えるとやっぱりちょっと寂しかっ……いや、ごめん。忘れて」

「なんで。忘れないけど。っていうか、寂しかったんだ？」

　いや、そこは俺の意を汲んで忘れろよ。

　からかう顔をじとりと睨んだものの、観念して俺は認めた。

「それは、まぁ、……寂しかったけど。その、さっき言ったとおりで、瀬尾と一緒の昼、好きだったし」

「うん」

　並べた言い訳がましい理由に突っ込むことなく、瀬尾はほほえんだ。

　二学期のはじめ、名前呼びなんてしたら死んでしまいそうだと焦ったときよりも、ずっと優しい瞳で。

「これからも週二くらいで誘いに来るよ。彼氏なんだし」

「……うん」

「まぁ、先輩が誘いに来てくれてもいいんだけど……って、やっぱいいや、なし。俺が行く」

「ええ」

　なにそれ、と笑ったところで、俺ははたと気がついた。

「それって、茉莉花ちゃんがいるからってこと？」

「え？」

「あ、ごめん。その、茉莉花ちゃんと話したことは聞いたし、俺はぜんぜん気にしてないんだけど。茉莉花ちゃんが嫌なんじゃないかなぁって」

　なんでもない態度で弁当箱を片付けながら、苦笑する。まぁ実際、本当に気にしていないんだけど。

　だって、茉莉花ちゃんのことは、ぜんぶ、瀬尾から冬休みに聞いている。

　中学生のころに偽装恋愛で失敗して距離ができたということも。高校で同じクラスになったことで、幼馴染みとしての仲に戻りつつあったということも。

　まぁ、幼馴染みとしての仲云々は瀬尾の言げんなので、茉莉花ちゃんサイドの真相は藪やぶの中なわけだけど、それはそれ。とにもかくにもわだかまりが薄れ、瀬尾はほっとしていたらしい。ただ、そのタイミングで『今ならもっとうまくやれると思うから、もう一回付き合ってほしい』と言われたのだそうだ。

　瀬尾いわく予想外の再告白だったらしいのだが、それもさておいて。相手が幼馴染みということもあり、瀬尾はきちんと断ったらしい。

　好きな人がいるから、という理由で。まぁ、その好きな人って俺だったらしいんだけど。

　そういったわけなので、本当に俺は気にしていないのだが、茉莉花ちゃんはわざわざ俺の顔を見たくないだろう。ごく当然の配慮──っていうと、なんか上目線な感じもするけど──のつもりだったのに、瀬尾は不思議そうに首をひねった。

「べつに気にしないと思うけど。このあいだも、『バ先まで押しかけて失礼なこと言って、マジごめんなさい』って言ってたし」

「ええ、……いやそれは、本当にもういいんだけど」

「あいつ、ちょっと衝動的なところあるんだよね。日向と一緒」

　日向のやらかしを代わりに謝罪するときの自分と似た言い方に、「本当にいいから、大丈夫」と請け負う。

　だって、その言い方で、瀬尾は家族としてしか見てないってわかるし。そう納得したものの、俺は「あれ？」ともうひとつの謎に気がついた。

「っていうか、じゃあ、なんで、行っちゃ駄目なの？　いや、積極的に行きたいわけじゃないけど」

「べつに。うちのクラスにまで先輩の顔広める必要ないなぁって思っただけ」

「え……」

　それ、どういう意味、と問いかけようとした台詞が、不意打ちのキスで途切れる。ペットボトルのキャップをひねるくらいの、ごくごく自然な調子。

　──いや、なんで、急にすんの、ちょっと、ここで。

　ぽかんとした直後、俺は瀬尾に再びのじとりとした視線を向けた。半分以上、照れ隠しである。

「そういうの、学校ですんなって言ったよね？」

「恥ずかしいから？」

「世間一般的な常識で考えて！」

　それはまぁ、恥ずかしいか恥ずかしくないかで答えたら、恥ずかしいけど。焦ったように言い返した俺の頬を、瀬尾がむにっと両手で挟んだ。

「ちょ、瀬尾。あのね」

「なに？　だから、今はキスしてないじゃん」

「いや、してないけど」

　微妙に不満のある顔でむにむにと揉まないでほしいというか。なにがしたいのかわからないというか。

　困惑を極めていると、瀬尾が予想外のことを言った。

「さっき、どういう意味って聞こうとしたでしょ？　その答え。先輩が好きだから、あんまり見せたくなくなるんだよね」

「……え？」

「恋って怖いよね。俺、自分がこんなに心狭いなんて思わなかったもん」

　それはもう、にっこりと。びっくりするくらいきれいにほほえんだ瀬尾の指が、ふにっと唇に触れる。いや、本当なに言ってんの、こいつ。

　台詞の意味を理解して顔を赤くした俺の反応に、瀬尾は満足したらしい。「やば、真っ赤」と笑ったのを最後に、指が離れていく。

　文句は山ほどある気がするのに、楽しそうな顔を前にすると、なんだかなにも言えなくて。俺はひとつ溜息を呑み込んだ。完全にこれも照れ隠しでしかない。

　──恋なんて、俺にはほど遠いって思ってたのになぁ。

　甘い瞳を見上げ、「本当だよ」と呟く。

　キラキラしていて、恥ずかしくて、苦しくて。諦めたほうが楽だとわかっていても、手を伸ばすことをやめることができなかったもの。

　そんな恋を自分がするなんて、夏が始まったころは夢にも思わなかったわけだけど。今の俺は、瀬尾と恋をすることができてよかった、と。心の底から思っている。





終
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　イケメンって、下から見てもガチでイケメンなんだな。

　春休み。ふたりきりの俺の部屋。流れるように押し倒されたベッドの上。キャパオーバーの頭で場違いなことを考えているあいだにも、どんどんと瀬尾との距離が近くなる。

　うっかりこんな状況を経験した過去はあるものの──いや、あれは完全に事故だったんだけど──、そのときの比でなく距離がやばい。

　だって、あと数センチでキスできそうだし、と。のんきな想像をしたところで、俺は我に返った。

　いや、なに、キスって。キスだけど。べつにはじめてというわけではないけど。

「ちょ、ちょっと待って」

「ん？　なに？」

「なにじゃなくて、ちょっ──」

　聞き流す意図しかない返事に対する反論が、頬に触れた瀬尾の指先によって立ち消える。

　赤面して黙り込んだ俺を見つめ、瀬尾は笑みを浮かべた。

「やば、顔真っ赤」

　やばいのは、「すげぇ好き」みたいな瞳でほほえむきみのぶっ飛んだ価値観なのよ。

　瀬尾の言うところの「顔真っ赤」は絶対に加速しているし、甘ったるい声音の駄目押しで、心臓はやばい音を立てている。

　……もう、本当、なに、このたらし。

　クリスマスイブに本当の意味で恋人になって、三ヶ月。ふたりきりのタイミングで軽いキスをすることはあっても、その程度。つまるところ、現状は完全に俺のいちゃいちゃ耐性の限界を超えていた。

　これはいったんクールダウンを挟まないと、なんというか、まずい気がする。その判断で、俺は瀬尾の肩を押した。

「あの、ちょっと」

「ん？」

　またしても気を留める様子のない相槌を打った瀬尾が、顔の輪郭をなぞる。優しいけど、それだけじゃないとわかる触れ方だった。

　悟って固まった俺に、苦笑まじりに瀬尾が問い重ねる。

「だから、なにって」

　さらに糖度を増した声に、ぶわっと顔が熱くなる。いや、もう本当になんなの、このたらし。

　慌ててもう一度「ちょっと」と制止をかけると、ようやくそれ以上が止まった。瀬尾がゆるく首を傾げる。

「……なに？」

「瀬尾、ちょっと。ちょっと待とう」

「なんで？　今日、多野とデートだから、日向も一日家にいないって、先輩、言わなかった？」

「いや、言ったけど！」

　言ったけど、だからと言って、こういうお誘いをしたつもりはなかったというか。うろうろと視線をさまよわせる俺に、瀬尾の眉が寄る。

　わかりやすく不満のある瞳に、たしかに言ったけどさぁ、と。言い訳がましく胸中で繰り返す。

　うちの親は共働きなので、基本的に平日の日中に家にいることはない。そこに日向の外出が重なると、当然と俺はひとりになるわけだ。

　瀬尾と付き合う前の俺だったら、自室に引きこもっての読書タイム一択だったと思うけど、今は違う。瀬尾とふたりでのんびりできる貴重な機会の到来と素直に喜んだ。

　だって、日向がいると、そこそこの確率で混ざりにくるんだよな。まぁ、日向は甘ったれの弟気質でひとりが嫌いなタイプだし、瀬尾の友達だ。

　そういう意味でしかたないとわかっていたし、受け入れていたものの、ふたりきりで過ごす時間を大事にしたい気持ちもある。

　だから、俺も今日を楽しみにしてたけど、でも、それと急に押し倒されたことに対するびっくりは両立して然しかるべきだろ。

　そもそもだけど、俺としては、ベッドに座って喋っているだけのつもりだったし。それだって、ベッドしか座る場所がなかったというだけの話だし。

　そのはずが、ふとした拍子に手が触れて、目が合って。ドキドキしているあいだに押し倒されました、なんて。そんな少女漫画な展開あるとは思わないじゃん。

　再び沈黙した俺を見下ろして、瀬尾が拗ねの入った声で言う。

「学校でもないと思うんだけど」

「いやぁ、それは、まぁ、そうなんだけどさぁ」

「じゃあ、なにが駄目？」

「……駄目ではないけど」

「うん」

「…………ふつうに恥ずい。死ぬかと思った」

　こういうの、本当にはじめてです、慣れてません、という事実を打ち明ける羞恥はとんでもなかったものの、俺は本音を絞り出した。

　おざなりに誤魔化して、瀬尾に変な不安を与えることは違うと思ったからだ。それなのに。

「え、でも、キスは何回かしたよね」

「いや、したけど！　でも、なんか、違うじゃん！」

　至極不思議そうに確認を取られてしまった。挙句の果てに、主張したかっただけなのに、ヒスったみたいになる始末。

　もう、本当にどうにかなんないのかな、この性格。脳内でひっそり反省していると、瀬尾が合点のいった声を出した。

「違うって、──ああ、こういう状況が？」

「だって、キスって言っても、その、本当にキスだったじゃん」

　ふつうに触れるだけの。いや、それだって、はじめてのときはめちゃくちゃ緊張したし、それ以降も俺はひっそり羞恥に悶えてたんだけど、それはそれとして。今回は雰囲気からして違うというか。

「だから、その、恥ずかしいのレベルが──……って、あの、瀬尾？　俺、なんか変なこと言った？」

　なんとも言えない表情の変化に気づいて問いかけると、瀬尾が小さく息を吐いた。

「変なことは言ってないけど」

「え、けど、なに？」

「あんまりしつこくキスして、止められなくなったら困るから、そうしてただけだったんだけど」

　じとりとした視線に怯みそうになった俺に、「だから」と瀬尾が続ける。真面目に改め直した、俺に言い聞かせる調子で。

「ふつうにもっと先輩に触りたいって思ってるってこと。キスしたら、その先って、まぁ、思うでしょ」

「その先……」

「もちろん、先輩のペースに合わせたいと思ってるけど」

　──これ、最終確認ってことだよな。

　瀬尾を見上げ、理解の追いついた頭でぐるぐる思考を巡らせる。今日これから「その先」をするかどうかということ。

　正直、人に触られることは、やっぱり、あまり好きじゃない。でも、瀬尾に触られて嫌だと感じたことは一度もないし、今もそうだ。

　緊張するし、恥ずかしいなと思うけど、キスのその先と聞いて、恥ずかしいだけではないドキドキも生じ始めている。

　瀬尾が好きだから触れられたいし、触れたいと思う、たぶん、あたりまえの感情。

「その……」

　瀬尾だけじゃないと伝えたくて、俺は意を決した。

「めちゃくちゃ緊張するし」

「うん」

「慣れない、し」

「うん」

「だから、その、照れるけど。……でも、絶対、嫌はないし、瀬尾とそういうことしたいな、と俺も思うし」

「うん」

「……ええと、その、なので、ゆっくりお願いします」

「なんで敬語。緊張しすぎでしょ」

　神妙な相槌を繰り返していた瀬尾が、とうとうというふうに吹き出す。ふはっと笑う、破壊力抜群の例のあれ。

　俺、けっこう必死だったんだけど、なにその顔。かわいすぎるだろ。

　照れ隠し半分で眉をひそめた俺に、笑いを引っ込めたらしい瀬尾が囁く。先ほどまでとは違う、とろけそうな声だった。

「かわい」

「か、かわいいって」

　俺、おまえより一応、先輩なんだけど。

「すげぇ、好き」

　もう、内心で照れ隠しを言うこともできなかった。頬に触れたままだった指先が軽く俺の顎を持ち上げ、優しく唇が重なる。

　ゆっくり進めるから、だから、大丈夫、と。宥なだめる意思を感じるキスが二度、三度と続いたことで、強張っていた身体から力が抜け始めたことを自覚する。

　……いや、でも、しかたないだろ、これ。

　またちょろいって思われそうだけど、だって、瀬尾なんだし。

　好きな相手だから恥ずかしいけど、好きな相手だから安心する。それだけの単純なこと。

　ただ、同時に、瀬尾と出会うまでの俺にとっては、すごく遠くに感じるものだったから。少し不思議だな、とも思う。

「先輩」

　キスと同じか、それ以上に甘い声が俺を呼んで、顔を上向きに固定していた指が外れていく。

　愛おしそうにゆるんだ瞳にドギマギしていると、今度はこめかみに瀬尾の指が触れた。その指先が、くしゃりと俺の髪を撫でる。緊張を覚えそうになったことを見透かした仕草だった。

「んっ……」

　また唇が触れる。角度を変えながら降り注ぐキスにくすぐったい吐息がこぼれ、俺はそっと目を開けた。

　まぁ、どうせ、瀬尾は余裕のある顔をしてるんだろうけど。そんなふうに高を括っていた予想が、間近で絡んだ視線で覆る。

　こちらを気遣う瞳の奥にある、隠し切れていない熱。気がついた事実に、なんだかめちゃくちゃぞくりとした。
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「ちょ、瀬尾──、あ」

　開いた唇を瀬尾の舌が舐めて、口の中に入ってくる。はじめての感覚にびくりと力が入りそうになったものの、それも少しのあいだだけだった。

　無理強いとは無縁の、でも、少しずつ深くなるキスに、どんどんとふやけた心地になっていく。

「……っ、ふ、ぁ」

　何度も舌が絡んで、吸われて、ぎこちなく吸い返して、そんなキスを繰り返すうちに、じんじんと痺れるみたいに身体の芯が熱くなる。

　おまけに、キスの合間にこぼれる自分の声は、信じられないレベルで甘ったれている。ただ、それでも、制止しようとは思わなかった。

　恥ずかしい気持ちはあるけれど、むしろ、もっと欲しくて。ひとつ息を吐いて、瀬尾を見上げる。

　ぼんやりとした視界の中心で、瀬尾が笑ったことがわかった。これ以上があるの、と恐れおののきたくなるような、一段と甘い微笑。その顔で瀬尾が言う。

「やば、その顔」

「ぅ、え？」

「じゃ、なくて」

　変な顔をしたに違いないと焦った俺の口元に、否定の台詞と同時に軽いキスが降ってくる。

「かわいいってこと、ふつうに。それだけ」

　──いや、もう、本当、なに。

　なんで、そう人をたらすことばっかり言うのかな。というか、ゆっくりって言ったじゃん。いや、瀬尾的には十分ゆっくりなのかもしれないけど、でも。

　許容量を超えた気のする頭で、俺はぽつりと呟いた。

「やばいんだけど、心臓」

「なんか、前も言ってたね、それ」

　でも、と囁くような声が落ちる。

「俺はうれしいけど。先輩が緊張してるのも真っ赤になってるのも、ぜんぶ」

「え……？」

「だって、俺がはじめてってことでしょ。うれしいよ」

　にこりとほほえんだ瀬尾に、またドキリと心臓が跳ねた。顔も熱くなって、めちゃくちゃドキドキしているのに、すごくそわそわする感覚もある。

　やばいかもしれないと焦りそうになる気持ちには、蓋をして。今日だけで何度目になるのかわからないキスを受け止める。

　迎えるように開いた口内で舌が交わり、「ふっ」と堪え切れない声がもれた。自分の中で育ち始めた気持ちよさに、瀬尾に手を伸ばす。

　やり場がわからず手持ち無沙汰になっていた指先を、「そうしたいから」という欲求で、俺は瀬尾の背中に回した。服越しに感じる体温に、たまらなくほっとして、同時に胸がぎゅっとなる感じがした。

　近くなった距離で、今度は俺からもキスをする。語彙も消えてふわふわした思考で、ただ、瀬尾が好きだな、と思った。

　触れたいし、触れられたい。瀬尾に対してだけ覚える欲求。

「先輩」

　わずかに苦笑の混ざった声が俺を呼び、浮かせていた頭がぽすりとベッドに舞い戻る。

　また少し開いた距離できょとんと瀬尾を見上げると、身長差の分だけ大きい手のひらが、スエットの裾から入り込んだ。素肌を這はう指先に、ぴくりと身体が揺れる。

「駄目だった？」

　……いや、本当に、その顔。その声。嫌じゃないのは大前提の上で、本当の本気で断れる気がしないんだけど。

　キスの先。俺にとって、完全に未知の領域。でも、瀬尾とだったら、駄目じゃない。さっき、自分自身で思ったとおりだ。それでも、答えるのには少しだけ勇気がいった。

「……じゃ、ない」

　返事と同時に、背中に回していた指先にきゅっと力を込める。

　くすぐったそうに笑った瀬尾がもう一度キスをして、それで──。

「ただいまー！」

　階下から響いためちゃくちゃ元気な声に、俺たちのあいだになんとも言いがたい空気が流れる。間違いない、羽純ちゃんだ。

　すんと真顔になった瀬尾が、とんでもなく嫌そうに口を開く。

「なに、あいつら。帰ってくるの早すぎない？」

「え、ああ……うん。えっと、あ、まだ三時か」

　打って変わった不服そうな声がかわいいやら、ドキドキしていた分だけ拍子抜けするやらで、俺は思わず苦笑いになった。

　とはいえ、まだ俺の心臓はドキドキしてるんだけど。誤魔化すように、近くにあったスマホに手を伸ばす。

　メッセージも入ってないみたいだけど、なにかあったのかな。ほんの少し心配する心が疼うずいた瞬間、再び羽純ちゃんの声が届いた。ドアの向こうで叫んでるのかな、みたいな大きさのそれ。

　なんか、微妙にデジャヴを感じるな。ほら、あれ。あの、文化祭前にうっかり事故ったときみたいな。

「ねー、ただいまー！　イブキン、瀬尾もいるんでしょ？　お土産買ってきたから、一緒に食べようよ」

　日向の声は聞こえないものの、羽純ちゃんが誘っている以上、否があるわけがない。羽純ちゃんにでれでれの日向は、それは、もう、羽純ちゃんに弱くできているのだ。

「……だって」

　視線を戻して見上げると、大きな溜息が返ってきた。堪え切れずに笑った俺の頬を、むにっと瀬尾が掴む。

「なに、笑ってんの、ちょっと」

「いや、ごめん。その、……かわいかったから」

　なんか瀬尾、俺の顔むにむに掴むの好きだよな、なんてことを考えながら、事実を明かす。

　俺自身、肩透かしを食らった気分ではあるんだけど、それ以上に。あからさまに不満そうな瀬尾を目の当たりにすると、「あ、俺のこと、好きなんだ」という気分になって──瀬尾にバレたら「あたりまえじゃん」って言われそうだけど──くすぐったいし、うれしい。

　くすくすとした笑いの止まらない俺をじっと見つめ、瀬尾はようやく手を離した。

「ああ、もう、マジあのブラコン。ふざけんなよ」

　もう一度小さく息を吐いた瀬尾が、しかたないという態度で起き上がる。

「え？　なに、あのブラコンって？」

　瀬尾は俺に対して、あんまりこういう喋り方はしないから、半分以上ひとりごとだったんだろうけど。

　ベッドに座り直し、目め敏ざとい羽純ちゃん対策で髪の毛を整えながら問いかけると、瀬尾はちらりとした視線をよこした。ちょっと呆れたようなそれである。

「だってあいつ、俺が今日家行くっつったら、すげぇ微妙な反応してたから」

「え？」

　瀬尾が「日向に言っていい？」と言ったから、日向には付き合い始めたことは話したけど。なし崩し的に羽純ちゃんに伝わったことも知ってるけど。

　日向、「べつに興味なんてないんだけど？」みたいな顔で、「へぇ」と頷いてなかったっけ。

　もしかして嫌だったのだろうかという想像に、俺は遅れて青くなった。覚えた不安のまま、瀬尾ににじり寄る。

「え、え、なに。実は、あいつ嫌がってたりしたの？」

「いや、反対とかそういうんじゃないけど。だから、あいつ、なんだかんだ言ってブラコンなんだって。あいつのする話、多野八割、先輩二割で構成されてるから」

「え？　は？」

「だから、俺、知り合う前から先輩のこと知ってたんだって。言ったでしょ。いや、マジ、デリカシーはないと思うけど」

　三度目の溜息をついた瀬尾が、正面から俺をぎゅっと抱き込んだ。「わ」と動揺した声がこぼれたものの、背中に回る腕の力はさらに強くなって。耳元で瀬尾の声が響く。

「あー……、見せたくないし、下りたくないんだけど」

「み、見せたくないって」

　あわあわと繰り返したのが限界で、俺は口を噤んだ。どう言えばいいのかまったくわからなかったからだ。

　迷った末に目の前の服を掴むと、心臓の音が聞こえた。感じた鼓動が俺と同じくらい速い気がして、手のひらを押し当てる。

　……そっか。瀬尾もドキドキしてるんだ。

　変わらない澄ました顔をしているだけで。いつもより濃い瀬尾のにおいと、思いがけず知った事実に、俺はたまらず瀬尾の肩に額をうずめた。

「ちょっと、瀬尾ー。早く下りてこないと、上行くよー」

　その声に我に返って、はっと押しつけていた額を上げる。

　有言実行の塊かたまりみたいなところのある羽純ちゃんのことだ。本気で上がってくる可能性が高いし、なんなら、部屋のドアを開けかねない。あの子、わりとふつうに俺の部屋に入ってくるんだよな。

「あの、瀬尾」

　無反応を決め込む瀬尾に控えめに進言すると、瀬尾は一段と深く息を吐いて腕を離した。

　そうしてから、ドアに向かって──正確には、一階にいる羽純ちゃんに向かって、なんだろうけど──言い返す。

「マジうっぜ。絶対上がってくんなよ」

　クラスメイト相手だからだろうなぁと想像すると、ほほえましく感じなくもないものの、正直、言い方は少しばかりきつかった。

　だって、羽純ちゃんだし。八つ当たりすんなよって言ってる日向の声も聞こえた気がするし。俺がこれをやられたら、泣きはしないけどビビる自信はある。

　──それに、これはそもそもだけど、羽純ちゃんにわざわざ冷たくする必要ないんじゃないかな。

　これ以上ないほど面倒という顔で、瀬尾がベッドを下りる。続いて立ち上がり、少しだけ悩んだものの、俺は瀬尾に声をかけた。

「瀬尾さぁ、べつに、羽純ちゃんにわざわざ冷たくしなくてもいいんじゃない？　羽純ちゃんは瀬尾のこと好きにならないでしょ」

　万が一、そんな事態が生じた日には、我が家が阿あ鼻び叫きょう喚かんの地獄になりそうなので、想像も勘弁ではあるんだけど。

　俺の言い分に、瀬尾は不思議そうに首を傾げた。

「わざわざ冷たくしてるっつか、あんなもんだけど、俺」

「え？　でも、バイトのときとか、ふつうにもうちょっと優しくない？」

「お客さんにってこと？　なるちゃんにってこと？　それは、まぁ、ふつうのお客さん相手だったら丁寧にするし、五歳児相手だったら誰でも優しくするでしょ」

「それは、まぁ、そうかもしれないけど」

　いや、でも、わりと誰にでも優しいと思うんだけどなぁ、と。食い下がった俺に、瀬尾は得心した顔をして、──ふっと瞳を細めた。

「なに言ってんの。前にも言ったじゃん、俺」

「え？」

「先輩だけだよって。よかったね」

　駄目押しのようににこりとほほえんで、瀬尾がドアノブを回す。

　なにごともなかった態度で廊下に進んだ瀬尾の背中を、俺はぱしんと叩いた。照れ隠しでしかないし、また顔が赤くなっている予感しかしない。

「いや、もう、なに、この、たらし」

　ドキドキのしすぎで、俺の寿命が縮んでる気しかしないんだけど。





終










あとがき






　はじめまして、木原あざみと申します。

　このたびは『勘違いだよね？瀬尾くん。』をお手に取ってくださって、本当にありがとうございました。




　美形×平凡、後輩×先輩の組み合わせが大好きで、高校生ＢＬも大好き。全年齢のＢＬ小説コンテストが開催されることを知り、大好きを詰め込んで応募したのが去年の十月のことです。

　大賞という過分な賞をいただき、編集部のみなさまのお力添えのもと、はじめての書籍化作業に取り組むこと、数ヶ月。春の季節に刊行となりました。

　本作品は、人と揉めることが苦手で、日々をへらへらやり過ごしていた高校二年生の一颯が、一学年後輩のモテ王子・瀬尾との出会いをきっかけに少しずつ変わっていく、というような話です。

　お互いさまの偽装恋人契約で始まったふたりの関係が本物の恋愛になっていく過程をゆっくり描くことができて、個人的にはとても楽しかったです。

　本当の恋人になって早々、一颯は受験生の年になりますが、次の年には一足先に大学生になります。

　世界が広がる中でいろいろなことが起こるのかもしれないなぁ、なんて。そんな想像もしていました。まぁ、きっと、なんだかんだ言いながら、ふたりでずっとラブコメをしていくのだと思います。




　最後になりましたが、編集部のみなさま、素敵なイラストを描いてくださったハシモトミツ先生、本当にありがとうございました。

　そうして、ここまで読んでくださった読者のみなさま、本当にありがとうございました。楽しんでいただけましたら、とてもうれしいです。





二〇二五年四月二十日　木原あざみ










[image: ]




木原あざみ先生へのファンレター宛先




〒104-0031　東京都中央区京橋1-3-1　八重洲口大栄ビル７F

スターツ出版（株）　書籍編集部気付　木原あざみ先生
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電子限定番外編『ふたりのはじめて』









「今日こそしよう」

「しようはいいけど、どうしたの？　ゆっくりしようって言ってたよね」

「それは、その、……言ったけど」

　春休みも終わりに近づいた、四月の初旬。

　ちょくちょく訪れるようになった瀬尾の部屋で宣言した俺に、瀬尾は少し困った顔で首を傾げた。

　たぶん、というか、確実に。ベッドに座って早々に言ったからだろうな。妙に勢い込んだ自覚はある。

　あと、もちろん、はじめてそういう雰囲気になったとき、ド緊張してゆっくり進めてほしいと頼んだ覚えもある。

「まぁ、いいけど」

　気まずさで視線を泳がせた俺を見て、瀬尾は苦笑をこぼした。その調子のまま、少し距離を詰めて顔を覗き込む。

「その『しよう』って、最後までってことでいいんだよね？」

　改めての確認に、俺は一拍置いて「うん」とはっきり頷いた。

　日向たちが帰宅して、はじめてがなし崩しになったあと。俺は瀬尾ともう一度きちんと話をした。

　一緒にそういう動画を見たり、サイトの記事を読んだりして、知識も確認した。「いまさらだけど、本当にそっちでよかったの？」と瀬尾が発したことによる一悶着もあったのだけど、それはいったんさておいて。

　俺が「いいよ」と了承して、キスだけじゃなく、お互いの身体に触れるようになった。最後までする準備として、少しずつ慣らしてもいる。

　抜き合う回数も増えて、ドキドキしっぱなしだけど、気持ち良くて。でも、瀬尾はどうなんだろうなって、実は少し気になっていた。

　──だって、瀬尾が俺に合わせて「ゆっくり」してくれてるって、わかるし。

　だから、春休みが終わる前に最後までできたらいいなって思ったんだよな。俺もしたいっていうのも、あるけど。

「服、どうする？」

　問いかけに、少しだけ悩んでから頷く。

「じゃあ、下だけ」

「俺、脱ぐ？」

「いい、……傷つくったら悪いし」

　バツの悪い心地で、俺はもそもそ呟いた。

　瀬尾がなにか言ったとか、そういうわけじゃない。でも、わかるじゃん。自分の爪に微妙に血がついていたら、あ、これ、思い切り瀬尾の背中に爪立てたんだろうなって。

　なにせ、はじめて指を突っ込まれたときの俺は、違和感と緊張でガチガチだったのだ。俺は俺であれだったけど、瀬尾も瀬尾でけっこう痛かったんじゃないかなと思う。

　思い返してしょんぼりしていると、「気にしなくていいのに」と瀬尾が笑った。

「いやぁ、でも」

「俺なんて先輩の中に指突っ込んでんだし」

　からかう調子に、むっと眉を寄せる。ほとんどポーズだ。だって、瀬尾、年下のくせに、空気の緩め方、うまいんだもん。

「そういうこと、わざわざ口に出さなくていいから」

　照れ隠しを返して、ズボンを脱ぐ。過剰に躊躇うほうが恥ずかしいとわかっていても、ぜんぶ脱ぐのは心もとない。下着は履いたまま膝立ちになって、瀬尾と向かい合うかたちで両肩に手を置いた。

「ん」

　いつもと同じで、まずはキスから。優しい瞳にほっとして、緊張と期待の入り混じった気分で目を閉じる。

　瀬尾に見下ろされると羞恥がヤバいものの、うつ伏せで迎えるのも抵抗がある。その結果の体勢なんだけど、顔は見えなくても圧倒的に距離が近いから、安心するんだよな。

　首に腕を回して抱き着くと、いっそう密着度がアップする。心臓の音が聞こえそうな距離、というやつだ。すり寄った俺の髪をくしゃりと撫でた瀬尾の指が離れていく。

　ガサゴソと箱を漁る音に次いで、ゴムの袋を破る音。たぶん、指につけて、今はローションをあたためている。間違っていないだろう想像で、俺は細く息を吐いた。

　……なんか、この瞬間が一番緊張するんだよな。

　これからするという予兆が最高潮に達しているからなんだろうけど。

「触っていい？」

「う、うん」

　律儀な確認に返事をすれば、ずり下げられた下着が膝元に落ちて、瀬尾の指が入ってくる。

　はじめて試したときほどの強烈さはなくても、独特の違和感はあって。爪を立てないよう気をつけつつ、安定を求めて背中に伸ばした指先に力を込めた。

「っ、ふ……」

　中を広げる指が一本増え、時間を置いてさらにもう一本が増える。堪え切れず震えた吐息に、瀬尾は動きを止めた。

「大丈夫？」

　耳のすぐそばで響いた案じる声に、瀬尾の肩に強く額を押し当てる。

　いや、本当にそういうとこだよ。反応してるってわかるし、したいって言い出したのは瀬尾なのに。なんで、こっちばっかり気遣うかな。

　俺もしたいと思っていることは大前提だけど。俺にできることなら、なんでもしたいと思ってしまいたくなる。

　呼吸を整え、俺はなんでもない調子を振り絞った。

「も、もう、いいんじゃないかな……」

「本当に？」

　あ、これ、ぜんぜん信じてないな。でも、俺も大丈夫かなんてわからないけど、瀬尾だってわからないだろ。それに、ほら、三本入ったらどうにかなるって書いてあった気がするし。

　得た知識で鼓舞して、必死に言い募る。顔を上げることは、できなかったけど。

「いや、だって、っていうか、どれだけやったって痛いもんは痛いと思うし。その、だから」

　早くしたい、と消え入りそうな声で訴える。死にそうなほどドキドキする沈黙が流れ、瀬尾が小さく息を吐いた。

「うん、わかった」

　了承とほとんど同時に指を抜いた瀬尾が、はめていたコンドームをベッドの下に投げ捨てる。続けて雑にシャツを脱いだところで、ぽかんとした俺の視線に気づいたらしい。「なに？」と首を傾げる。

「え、……あ、いや、俺も脱ごっかな」

　誤魔化すように呟いて、俺は頭から服を脱いだ。

　あれだけ散々やりたいと言っておいて瀬尾の勢いにビビったとは、さすがにちょっと言えねぇわ。……いや、まぁ、かわいいとも思うけど。

「先輩、どっちがいい？」

「へ？　え？　どっちって……」

「体勢。仰向けかうつ伏せか。うつ伏せのほうが楽かもしれないけど」

　コンドームのパッケージを切り離しながら、やけに淡々と瀬尾が言う。煽られてドキドキしつつも、俺はどうにか問い返した。

「えっと、瀬尾はどっちがいいとかあるの？」

「俺は、先輩の顔、見たいけど」

　はっきり告げられた意思に心臓が音を立てる。

　でも、俺だってそうだ。恥ずかしいけど、瀬尾の顔を、俺を好きだと如実に伝える瞳を見ていたい。

「……俺も」

　そわそわする心地を押し隠して寝転ぶと、瀬尾がふっとほほえんだ。でも、その顔で見下ろされると、なんか、やっぱり恥ずかしいな。

　そんなことを思っているあいだに、瀬尾が俺にキスをする。でも、瀬尾はすぐに覆いかぶさっていた上半身を起こした。下も脱ぎ、ゴムの袋を手に取る。

　──本当にするんだ……。

　緊張と不安と、期待。目を逸らすこともできないまま、じっと瀬尾を見上げる。だが、なぜか進捗がない。

「あの、瀬尾？」

　ゴムの袋と格闘している瀬尾に恐る恐る声をかけると、瀬尾がちらりと俺を見た。その瞳にバツの悪い表情が浮かぶ。

「かっこ悪……」

「かっこ悪って」

　瀬尾がかっこ悪かったら、誰がかっこいいのって感じなんだけど。いや、まぁ、俺の欲目が入っていることはわかっているけど。

　あと、そもそも、ローションでぐちょぐちょだったら開けづらいんじゃないかな、とも思うけど。かわいいよな、なんか。

　言葉にしたら拗ねられそうなことを考えながら、小さく笑う。

「瀬尾、貸して」

　起き上がって、不承不承の態度で渡された袋を開封する。瀬尾のものを何度か抜いてゴムを装着させると、俺は改めて仰向けになった。軽く両膝を立てて、精いっぱいで誘う。

「いいよ」

　瀬尾が余裕のある顔をするから簡単に忘れそうになるだけで、ドキドキしているのは一緒だ。それで、俺は受け入れる側だけど、これはふたりですることだ。

　真顔で俺を凝視していた瀬尾が、長く息を吐いた。

「無理しない、一回にする、揺さぶらない」

「ちょっと、なに、その呪文。怖いんだけど」

「はぁ？　先輩のこと好きって言ってんでしょ」

「それはわかるけど──っ、ひ、ぁ！」

　ぐりっと入り込んだ質量に、予想もしなかった声がこぼれる。覚悟していたほどの痛みはなかったものの痛いし、熱い。

　はぁと喘いで、俺は瀬尾を見上げた。たぶんだけど、すごく中途半端な位置で止まっている。その証拠のように眉をひそめていたくせに、目が合った途端に瀬尾は瞳を笑えませた。本当にとんでもなさすぎる。

「ん、っ、──あ」

　もう一段深くなったそれに、思わず目を閉じる。これでぜんぶ入ったのだろうか。圧迫感はすごいが、我慢できない痛みじゃない。慣らしてくれた瀬尾の努力の賜物でもあるだろうけど、人体ってすごいよな。

　ぱちぱちと瞬けば、頬に汗ばんだ手のひらが触れる。

「大丈夫？」

「い、今、どのくら……」

「八割くらい、かな」

　返ってきた答えに、俺は愕然とした。そうか、まだぜんぶじゃないのか。こんなに入っている感じがするのに。

　腹に熱を抱えたまま少しぼうっとしていると、瀬尾が唇を寄せた。誘われるように開いた口に瀬尾の舌が侵入し、甘いキスを繰り返す。その最後、瀬尾が言った。

「今日はこれで終わりにしようか」

「…………は？」

　信じられない提案にそんな声が飛び出したものの、瀬尾に頓着する様子はない。指でするりと俺の目尻のあたりを撫でる。

「無理して最後までしなくていいから。きついんでしょ」

「最後までする」

「でも」

「いい、動いて」

　ちょっとこっちがビビりそうになるくらい、勢い込んでいたくせに。謎の呪文のとおり無理をする気配が微塵もない。

　そういうとこだよ、本当。好きだけど、でも、そういうとこだよ。

　身体の中にある違和感を無視して、瀬尾の背中に腕を回して引き寄せる。

　キスをしかけ、じっと挑むように見つめること、数秒。呆れたような顔で、瀬尾はわずかに目を逸らした。

「……人が必死に気ぃ使ってんのに」

「知ってる」

　ぽつりとした告白を、即座に首しゅ肯こうする。それは、もう、たぶん。めちゃくちゃに。でも。

「俺も、瀬尾に気持ちよくなってほしい」

「……大事にしたいんだけど」

　知ってるし、俺もだよ。頷くと、瀬尾が熱っぽい息を吐いた。

「無理だったら、ちゃんと言って。……善処するから」

　善処なんだ、と少しだけおかしい気持ちでもう一度頷く。

　というか、これだけ喋ってるあいだも萎えなかったくせに、「今日はこれで終わりにしようか」とか、よく言えるよな。なんか、ヤバいよな、と思う。

　かわいくて、好きで、だから、瀬尾とできることはぜんぶしたいし、欲しくなる。

　動きにくそうだったので背中に回していた腕を解き、シーツに後頭部をつけた。

　もう一段軽いキスをして、瀬尾が俺の両脚を持ち上げる。さらに奥に突き入れられ、一瞬、ん、と息が詰まった。でも、やめてほしくなくて。瀬尾に向かって、手を伸ばす。

　爪先が肩に触れ、目の合った瀬尾と唇を重ねた。間近で見る瞳は違わず俺を好きと言っているのに、同時に切羽詰まった熱を灯している。

　……いや、もう。本当、その顔で、そういう目するなよな。

　なんか、めちゃくちゃゾクゾクするじゃん。

「あ、っぁ、瀬尾、……瀬尾」

　違和感と圧迫感と、その奥にあるかすかな快感。縋るように、瀬尾の背中に爪を立てた。絶対、また跡になる。

「ん？　なに？」

　聞き返す声はとんでもなく甘いのに、俺の腰を掴む指の力は強い。揺さぶられ、宙に浮いていた足先が跳ねた。その足をほとんど無意識に瀬尾の腰に巻き付ける。なんか、全身でしがみついているみたいだな。

　残っていた冷静な部分が自分に突っ込んだものの、瀬尾はうれしそうだった。

　何度目になるのかわからないキスは、酸欠になりそうなくらい長かった。キスの中に、みっともなくふやけた声が溶けていく。合間に「好き」と繰り返し、萎えていたはずだった自分のものに手を伸ばす。

　瀬尾と繋がることができて、瀬尾がいけたら大成功と思っていたのに、なに、なんか、ちょっと気持ちいいんだけど。

「は、……や、ば」

　熱っぽい掠れた声が、とんでもなく腰にきた。ただ、ついでに中が締まったみたいで、瀬尾の顔が歪む。

「あ、ごめ」

　いや、まぁ、元を正せば瀬尾のせいだと思うけど。

　眉を寄せた表情がめちゃくちゃエロくてかっこいいのに、かわいくて。俺はふにゃりと笑みを浮かべた。

「瀬尾」

「うん」

「きもちい？」

　俺を見下ろしていた瞳が、柔らかくゆるむ。

「……めちゃくちゃ」

　うれしい。その感情のまま「よかった」と呟くと、ゆっくり律動が再開した。

　少し前までと違う、ゆるゆるとした動きも心地いい。腰を掴んでいた瀬尾の手のひらがすべてを辿るように肌をなぞる。その温度さえも気持ちがよかった。目を細めた俺の頬に触れ、瀬尾が問う。

「先輩も？」

「ん？」

「気持ちいい？」

「うん。……一緒」

　答えた直後、一緒っていいな、と思った。恥ずかしいことも、気持ちのいいことも、ぜんぶ瀬尾と一緒がいい。

「うん」

　とんでもなく優しい声で頷いた瀬尾が、唇にキスを落とした。

「もう一回、動いてもいい？」

　最初のときみたいに、ということだろう。もう終わるんだな、なんて。一抹の寂しさを覚えつつ、瀬尾の瞳を見つめ「いいよ」と了承を示す。

　かすかにほほえみ、瀬尾はぐっと俺の腰を掴んだ。そのまま揺さぶられながら、終わりを迎える。

　瀬尾に気持ち良くなってほしいと思って挑んだはずのはじめては、心地よくて、幸せで。ずっとこうしていたいくらいだった。

　いや、本当、恋って怖いよな。瀬尾と出会ってから何度目になるのかわからないことを、俺は今日も思い知る。

　恋は怖くて、でも、それ以上に。とんでもなく幸せだ。





終









電子限定描き下ろしイラスト
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勘違いだよね？瀬尾くん。







2025年4月20日　初版第1刷発行










著者　　　　木原あざみ　©Azami Kinohara 2025

発行人　　　菊地修一

イラスト　　ハシモトミツ

デザイン　　カバー　名和田耕平＋亀谷玲奈（名和田耕平デザイン事務所）

　　　　　　フォーマット　名和田耕平デザイン事務所

発行所　　　スターツ出版株式会社

　　　　　　〒104-0031

　　　　　　東京都中央区京橋1-3-1 八重洲口大栄ビル7F

　　　　　　TEL 03-6202-0386（出版マーケティンググループ）

　　　　　　TEL 050-5538-5679（書店様向けご注文専用ダイヤル）

　　　　　　https://starts-pub.jp/










この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。




※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。







ISBN　978-4-8137-1732-4　C0193






item/image/p281.jpg
o el

% TR \
R RRLILL ALK
R \/WV\\\As\\\\V\V\\\\A\VV/\AV\\AW/A,/A
% 7 e
N

YL T
AL \\\\\\\v

NNSNAN NN NN SNNNSNNENSNNNNNN

e

- “w .

2 > \MM\\\\\\\\ s\\\\A\\\\\A
* S
DR
SN, N S
&

SRR
S (L
N

IR R
R A,,v/vvvvw R
$ =

S S
% R
= .
2, \\\\.\\W
SIS
////////V//////,\A.AA«\/// S V//\/N\ /\/VN%\\A\«\ KK

LKL K
o R
LRI MM &

D

L LA AL i V//V»MVV NVVVV\V\NW/V /\\/\/\ VJH
\.\\\A\ (L L LLs, A\\\ R N\ 7 A\ G \\\.A\N\ \\\WW
A N A N A N RSN NN
% V\\\\\\\ \\.V\\\V‘A QAL \V\W\\\\\ \VV.\V\ % A\A\A\M % \NV\A
S A A A RSN S
LR
IR R ALK
A\/ NORS ¥





item/image/tokuten.jpg





item/image/cover.jpg
MeLuck

Emr NS

ipasa

0k 8t 5

1wozy oadyouly






item/image/p315.jpg





item/image/p331_line.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/p148.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		０．俺に恋はほど遠い



		１．少女漫画みたいな恋は求めてない



		２．偽装彼氏始めました



		３．俺の彼氏（偽装）がイケメンすぎる



		４．恋の嵐と文化祭（前編）



		５．恋の嵐と文化祭（中編）



		６．恋の嵐と文化祭（後編）



		７．これが恋ならヤバすぎる



		８．偽装彼氏終了しました



		９．恋をするならきみがいい



		10．平凡で特別な恋をする



		番外編　ゆっくりファーストステップ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p186.jpg





item/image/p003.jpg
AT
e
A |
‘4‘ ,l‘! \/ // \
L Y ( / N N\
’\ ;/‘!.{ A A\ NN

A

O MeLuck X






item/image/p001.jpg
BEVWIEIR?EE A,

AEHEH

@ SURIS

AV BRREkTtERL






item/image/p007.jpg
S Gr T B
ASHRRE
I

e
S & 9>t

S & o,

«
, 0






item/image/p006.jpg
EIIETHVBR PN BEFERE -
DEFTHDIC. BELBLIAIK
Lo fF&FebhdsELS
HOBEEEFE->TVLS,
ZOEVTEILBEHIEF,
FHYICEBFTORANS VA,
REFL2ITETBREIRE,

I'buki

.

5 & ;:. T &( -

N,

L] <

HE B
—IR LR CER&/NT FEDEE,
EHBEDEVTERTEREARAH S
“I%;’tﬂ%itfnfu\éc

Ok

—ADE-ARDIZRA( I TEH B,
EFECHTRENATSEY.
TR G ICRIEFEELZRLTVAEEZA. o
9

—BEHE -2 o
+

s“o





